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　序　章







『卑ひ怯きよう者もの』――そう言われた気がした。

　無論わざわざ見送りに来てくれた義理の妹が実際にそんな台詞せりふを口にしたりはしないだろう。たとえ心の底でそう思っていたとしてもだ。彼女はいつものように穏おだやかに微笑ほほえんでいるだけだった。

　これまでも彼女は一言だって彼を責めたりはしなかった。

　恐らくはこれからもずっとそうだろう。

　罵ののしらない。嘲あざけらない。一定以上の激しい感情を暴発させたりしない。知り合ってから、かれこれもう三十年近くになるが……彼は彼女が喚わめいたり怒鳴ったりしている姿を見た事がない。いっそぶん殴なぐって怒らせてみたいと思った事さえある。

　姉の亜あ紀き美みとはまさしく光と影――正反対の性格だった。

　かつては亜紀美の感情的な性格の方が愛いとおしく思えた。激情は開けっぴろげで表裏のない――感受性豊かな証拠なのだと思った。そして対照的にいつも妹の秋あき穂ほには何ど処こかよそよそしさを感じたりもしていた。親戚しんせきでしかも幼おさな馴な染じみの自分達兄弟にさえ、内心を悟さとらせないような――一定以上は誰も踏み込ませないような距離感を感じていた。

　だが――

（……まったく……俺って奴は……）

　今更のようにそんな彼女を――親しき仲にも礼儀ありといった様子で一定以上には踏み込まず、踏み込ませず、適てき宜ぎな距離感を保つ秋穂の性格に『慎つつましい』と好感を覚える自分がいる。それが無む性しように情けなかった。

　この期に及んで弟の妻に横よこ恋れん慕ぼする程、彼も恥知らずではない。

　だがそれでも彼は『もイしフ』と思ってしまう。

　もし自分が姉の亜紀美ではなく妹の秋穂を選んでいたのならば――あるいは未来は変わっていたのかもしれないと。

　無論、選択権は彼だけにあった訳ではない。亜紀美にも、秋穂にも、そして彼の弟の武たけ彦ひこにもあった。それぞれがそれぞれの意志でもって連れ合いを選んだ結果として、今があるのだ。たとえ彼が秋穂を望んだとしても、秋穂は弟の武彦を選び彼と連れ添った事だろう。既すでに十代半ばで秋穂は武彦と恋人としてつきあい始めていて、彼の割り込む余地は全くと言って良い位になかった。

　だがそれでも。

　元より本物の兄弟姉妹のように揃そろって仲良く育ってきた彼等だ。互いの事は物心ついた頃より知っている。ならばほんの少しだけ運命が違えば、今とは異なる組合せも決してありえない絵え空そら事ごとではなかったはずだ。

　例えば弟の武彦が亜紀美と結婚する。

　そして彼が秋穂と結婚する。

　そうすれば、全てはもっと上手くいっていたのではないかと思ってしまう。

　もし弟の武彦ならば亜紀美の相手をする事に疲れてしまう事もなかったのではないか。大おお雑ざつ把ぱな武彦の性格ならば、彼女の子供じみた我わが儘ままを笑って受け入れてやれたのではないか。そして亜紀美は自分の結婚生活に不満を覚える事もなく――浮気もせずに済んだのではないか。挙げ句――子供に当たり散らした末に行方をくらまし、数カ月後に何処の誰ともわからぬ男と心中するなどという結果にならずに済んだのではないか。

　もう終わった事だ。

　だがそれでも今更ながらに……ひょっとしたらありえたかもしれない未来を未練たらしく夢想してしまう。

　弟の武彦が仕事の都合で見送りに来れなくて、むしろ幸さいわいだった。

　きっと今の彼は武彦と会えば恨うらめしそうな眼で見てしまうに違いないから。

『――アテンション・プリーズ』

　気まずい沈黙の上から、アナウンスの事務的な声が降ってくる。

　平日の昼間ながら国際線の出発ロビーには数多くの人々の姿があった。

　老若男女ひと通り――どころか肌の色や身に帯びる衣装も様々で、見るからに雑多な印象を醸かもし出だしているのは、国際空港ならではの光景だろう。やはり圧倒的に多いのは日本人だが、耳を澄すませば広大なロビーを満たす潮騒しおさいのようなざわめきの中から、聞き慣れない異国の言葉を拾い上げる事もできる。

　無論、ロビーを行き来するのは旅行客だけではない。

　制服に身を包んだパイロットやスチュワーデス達。カート式の電動掃除機を押す清掃作業員。書類を携たずさえた各航空会社の係員。警棒を提さげた警備員。

　年間およそ二千万人を超える旅行客が去来する場所だ。職員を含め、少なく見積もっても数万人の人間が今この建物の中にいるという事になる。

　だが……不思議と混雑した印象はない。

　いや。むしろ閑散かんさんたる印象すら強い。

『ロンドン行き十四時十分発４１２便は予定時刻より十五分遅れの――』

　此こ処こには何か空疎で希薄な空気が漂ただよっているのだ。

　それはやたらと高い天井の為か。あるいは何処までも延々と続く黒い床の為か。ずらりと並びながら腰掛ける者のほとんどいないソファのせいか。壁一面を占める強化硝子ガラスが外光を取り込んでいる事も開放感の演出にひと役買っているに違いない。人の数は多くても、空間がそれ以上の広がりを見せれば人口密度が下がって茫漠ぼうばくたる印象になるのも道理ではある。

　だが何より一番の理由は……

『――アテンション・プリーズ』

　空港という場所が一般人にとっては非日常的な空間であるからだろう。

　此処には生活感がない。

　良くも悪くも汚れや澱よどみがほとんどない。人がそこで日常の営みを繰り返せば、必然的に生じるような諸もろ々もろのものが――生臭くも暖かな汚お濁だくが全くない。あまりに清潔すぎて非現実感さえ漂っている。見えるもの全てが舞台の上の大道具や背景かきわりのように。

　当然といえば当然だ。

　此処は日常に別れを告げる為の場所なのだから。

　日本の国土の真ん中にありながらも此処は『端境はざかい』であり『国境』だ。

　ここから先にあるのは『異国』である。ロビーのあちこちに建ち並ぶ各種免税店や異国語の文字が示すように――此処は半ば日本という一つの領域から外れた場所でもある。

　そもそも外国の航空機の機内は法的にも実質的にももう日本ではない。つまりほんのわずか、数十メートルの距離を移動し、幾つかの手続を済ませば、彼はもう故国から切り離される事になるのだ。

　そう。彼は今……この日本を去ろうとしているのだ。

　一人息子を残して。

（いや……違う）

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに彼は考える。

　壊こわれかけた一人息子を義妹に押し付けてこの日本から逃げ出そうとしているのだ。

　海外赴任を命じられたのは――左さ遷せんはきっかけに過ぎない。

　改革だ何だと盛り上がってはみても、企業というものの体質はここ数十年ろくに変わっていない。仕事とは何の関係もないプライベートな出来事ですらも、立派に左遷の理由になってしまう。離婚程度ならともかく『妻が蒸発した上に見知らぬ男と心中死体で発見された』となると、それはもう立派な醜スキヤ聞ンダルだ。脚を引っ張りたい連中はこぞって彼の管理能力の欠けつ如じよを上層部へ訴えかけ――結果的に、彼はアメリカの片田舎へ飛ばされる事となった。

　だが……

（それをむしろ……喜んでいる自分がいる）

　厭いやな事を全て忘れて異国の地で再出発――そんな風に思っている自分がいる。

　そしてその『厭な事』の中には妻の忘れ形見である一人息子も含まれているのだ。

　男の子は幼い間はしばしば母親に似ると言われるが、実際――彼の息子には妻の面おも影かげが色濃い。しかも家に帰ればそんな顔の息子が、膝ひざを抱えて部屋の隅すみに座っている。座りながら時折、恨めしそうな表情で彼を見る。

　まるで彼が悪いのだと言うかのように。

　そんな環境で平然と生きていける程、彼は剛ごう胆たんでもなければ無神経でもなかった。

　だからこれは『逃げ』だ。

　それはわかっている。

　息子から……厭な想い出ばかりが腐ふ敗はい臭しゆうのように漂う日本から逃げるのだ。

　故ゆえに――

「……できるだけ帰ってくるようにするから」

　そう言ったのは彼の最後の良心であったろう。

　あるいはそれは単なる言い訳に過ぎなかったのかもしれない。どうしようもなく無ぶ様ざまな自分を最後の一線で取とり繕つくろおうとするような……この期に及んでも棄すてきれない浅ましい見み栄えが彼に言わせただけの台詞なのかもしれない。彼自身にもよくわからなかった。

　それに対し彼の義妹は――

「……そうなんですか？」

　秋穂はきょとんとした表情で応じた。

「そうなんですかって……」

「無理はしなくていいですよ」

「…………」

　それは帰ってくるなという意味か。

　あまりといえばあまりな台詞に、しかし彼は返すべき言葉が見当たらなかった。

　秋穂の表情はいつもの通りおっとりのんびりしたままだ。

　睨にらむでも見下すでもない。罵るでも嘲るでもない。

　やはり彼女に彼を責める様子は特に見受けられない。

　だが……

「御心配なく。拓人君は責任を持ってきちんとお預かりします。姉さんと彰彦さんの子供なら私の子供と同じですから。男の子も欲しいなって思ってましたし」

　そう言って秋穂は屈くつ託たくのない笑みを見せる。

　だが……今の彼は彼女の言葉を素直に受け止める事はできなかった。

　心に疚やましさを持つ者にとって無心の笑顔は鏡のようなものだ。

　善意から出たであろう言葉にさえも、あるはずのない裏を――そこに潜ひそむ蔑べつ意いや悪意を見い出さずにはおれない。『だから子供を棄てて逃げるような卑怯者が中途半端に親ぶって戻ってくる必要はない』――そう言われているような気がした。

「秋穂ちゃん。俺は――」

『――デトロイト行き十三時二十分発２０９便の搭乗手続は間もなく終了します』

　空港内に響ひびき渡るアナウンスが彼の台詞を遮さえぎる。

　十三時二十分発ＡＭＡ２０９便。

　彼が乗るべき飛行機だ。

「…………」

　言い訳の言葉さえ続けるべき機を見失い――そも一瞬前の自分が何をどう言い訳するつもりだったのかもわからなくなって、彼はただ立たち竦すくむ。

　そんな彼に小さく首を傾かしげて見せながら秋穂は言った。

「彰彦さん。飛行機――出ちゃいますよ」

「……ああ」

　曖あい昧まいに頷うなずいて彼は溜め息をついた。

　今更何を言い訳しても事実は変わるまい。自分は逃げ去るのだ。ならば置き去りにする者達に何を思われようと知った事ではないではないか。

「じゃあ……」

「はい。行ってらっしゃい」

　相変わらず秋穂の微笑は揺ゆらがない。

　彼は肩を竦め――そして踵きびすを返すとカートを引いて歩き出した。

　一歩。二歩。三歩。歩いた分だけ日常が遠ざかる気がした。だが振り返ろうとは思わなかった。失われつつある諸々のものを惜おしいともやはり思えなかった。置き去りにする息子の顔が脳のう裏りをちらりとかすめはしたが、それさえも一瞬の事ではあった。

　そして……

（……俺は……）

　ただただ開放感だけを覚える身勝手な自分を、彼は密やかに恥じた。










　第一章　親子水入らずなんですけど。







　高く高く晴れた冬の空。

　明るいが、身を刺す寒々とした空気に満ちるその天の下――真っ直ぐに伸びる並木道を歩く幾つかの人影があった。

　同じ衣い装しようで。同じ鞄かばんで。概おおむね同じ方向に進んではいるが、隊列を成すではなく、歩調を揃そろえるでもなく、表情もそれぞれに違う。ただ愉たのしそうな者も、憂ゆう鬱うつそうな者も、漠ばく然ぜんと何かに急せかされるような雰ふん囲い気きの中で寒空の下を歩いていた。

　下校途中の学生である。

　制服と校章を見れば、それがすぐ近くにある私立御み堂どう高校の生徒達だとわかる。

　学生に限らず、制服の集団というものは個々人の特質を埋没させ印象を平均化させる。

　制服を着た瞬間からその者達は同じ制服――同じ組織に属するという共通項によって括くくられた没個性的な存在になる。それはしばしば連帯感れんたいかんや帰き属ぞく意い識しきを生むのに役立つが……当然にこれを嫌う者も出てくる。ある者は制服を改造したり、わざと着き崩くずしてみたり、あるいは極端な行動に出て目立とうと――自己主張しようとする。また最近は個性を育てる事を重要視して制服を廃止する学校も多い。

　ただし――

「だからスズホはずるいのである」

『何がずるいのよ』

　制服を強しいようが規則を強いようが――本物の個性というものはその課せられた枠から滲にじみ出てくるものではある。それどころか場合によっては下手な型になど嗔はめるからこそ余計にそれが内圧を高めて極端に――本人が望む望まぬに関わらず――発現する場合だってあるのだ。

　例えば……

「我われがタクトと会う前にスズホは十七年もタクトと一緒だったのである」

『別に四六時中一緒にいた訳じゃないわよ。転校前まで別の学校だった訳だし』

「それでも我より早く出会っていたのである」

『それはそうだけど』

「だからとりあえずスズホは十七年間、タクトと会うのを禁止するのである。これで対等である。決まりである！」

『何勝手な事言ってんのよ!?』

　……とか何とかやっている少女達。

　ゆるゆると流れる河のような学生達の中にあって彼女等の存在はまさしく浮いていた。

　特に――両手をぶんぶんと動かして、外国人か舞台俳優じみた、やたらと大おお袈げ裟さな仕草を伴ともなって喋しやべっている少女。彼女などはむしろ、普通の学生服なんぞを着せているから余計に周囲の注目を浴びる結果になっていた。

　ツンツンとしたやや癖くせの強い赤毛。

　そして見るからに南国育ちといった雰囲気の褐かつ色しよくの肌。

　顔立ちを見るまでもなく周囲の日本人とは明らかに異なるその姿に加え、口調といい声音といい仕草といい表情といい……どれもこれもが元気一杯でやたらに目立つのだ。今時珍しい、何ど処こか野生児じみた闊かつ達たつさがその少女にはあった。

　もっとも――

「スズホはタクトの周囲半径三百メートル以内に入ってはいけないのである！」

『何処のストーカー判決よそれはっ!?』

「それ以上近付くとスズホ菌に汚染されるのである」

『人を感染源みたいに――』

　この目立つ容姿すら実はこの少女の本当の姿ではない。

　ある種の幻影が常に彼女を覆おおっているのだ。

　それは彼女の髪と眼の色を――本来ならば人間にはありえないような、血のように鮮やかな深しん紅くを『まあ辛かろうじて許せる』範囲にまでくすませているのと同時に、髪を割ってにょきり生えている、これまた人間にはありえない尖とがり耳を見えなくしている。

　そう。この少女は生物学的な意味で人間種ホモ・サピエンスではない。

　人間ではないが人間のふりをしている存在。

　あるいは――この少女が目立つのはその髪の色の故ゆえではなく肌の色の故でもなく――外見的な特徴よりもまず、その『人間でない』部分が何処からか滲み出ているのかもしれない。本来は『違うもの』である事実が――隠しきれずに個性となって立ち居振る舞いにも顕あらわれているのかもしれなかった。個性とはつまりどれだけ『その他大勢と異なっているか』という事なのだから。

　この少女の名はタナロットという。

　タナロット・アンサーティン。

　英語に詳しい者ならばその少女の姓が『未確定』という意味だと気付くだろう。

「スズホは卑ひ怯きようなのである。十七年も先に抜け駆けさんなのである」

『そんな事言ったって』

　そう応じる少女――タナロットに『スズホ』と呼ばれている方の少女もある意味では個性的であった。

『元々従い姉と弟こなんだから抜け駆けもへったくれもないでしょ!?』

「そういう既き得とく権けん益えきへの盲目的もうもくてきな固こ執しつが社会の新陳代謝しんちんたいしやを阻そ害がいしているのである」

『……タナロット。意味わかって言ってる？』

　容姿はごくごく普通だ。

　いや――地味と言っても良いだろう。髪は黒。瞳ひとみも黒。典型的な日本人の顔付きには少し大きめの眼鏡めがねが掛かっている。これに加えて髪型は三つ編み。いかにも『文学少女』然としたその容姿は、整ってはいるものの積極的に人目を惹ひくような派手さは皆かい無むで――黙って歩いていれば容易に周囲の学生達の中に溶け込んでいただろう。

　いや。確かに彼女は黙って歩いている。

　先程から一言も発していない。

　タナロットとかわしている会話の全ては筆談ひつだん、つまり彼女が手にしたノートに走り書きされたものだ。歩きながら、しかも手元すら見ずにすらすらと書いて示すその器用さはある意味で驚異的だった。常日頃から繰り返していなければこうまで手慣れた感じにはなるまい。

　こちらの少女は羽は瀬せ川がわ鈴すず穂ほという。

　ひたすら筆談を続けるその姿も特異といえば特異だが、相手のタナロットが大声で喋っている為に、余計に鈴穂の無言ぶりが際きわ立だち、相乗効果で彼女等を目立たせる形になっていた。携帯電話の会話を横で聴いているかのような……一方的に投げっぱなしで返事のない会話を聴いているかの様な不自然さがあるのだ。

「とにかくスズホはずるいのである！」

　タナロットは決めつけた。

「フタバもそう思っているのである！」

「わ――私っ!?」

　いきなり引き合いに出されて素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、長い黒髪をポニーテール状に束ねた三人目の少女である。

　今は少々慌あわてた表情を浮かべているものの、くっきりとメリハリの利いた容よう貌ぼうから彼女が快活かいかつで真しん摯しな性格である事がわかる。

　普段からその人物がよく浮かべている表情というものは、他の表情を浮かべている時でも残像のようなものが残って影響を及ぼすものだ。毎日のように暗い表情をしている人間は笑っている時にも何か違和感が残る。いつも穏やかな微笑を絶やさぬ人物は怒っていても何処か上品で柔らかな印象を相手に与える。

「わ……私は別に、ずるいとか……そんな事」












　何処か慌てた口調で言う少女の名前は霧きり島しま双ふた葉ば。

　目鼻立ちそのものが、かなりくっきりと整った容姿をしているので、普通の少女達に混じれば間違いなくこの少女も目立つだろう。ただし先の二人――タナロットと鈴穂の側そばにいると相対的に目立たない存在になってしまうのだが。

「そうだぞ」

　双葉の台詞せりふに続けて少女達の数歩分後ろから声が掛かった。

　御堂高校の男子生徒である。目立つ――という意味ではタナロット達にもひけはとるまい。ただし目立つ事の方向性は明らかに違うのだが。

　何しろそこらの通学路を歩いているよりも、イースター島でモアイ像と一緒に並んでいる方が目立たないのではないかと思われるような、ゴツゴツと四角く厳いかつい面相をしているのだ。ぶん殴れば手の方が痛みそうな感じの顔で、そんな彼が普通の学生服を着て歩いていると、ヤクザがランドセルを背負っているかのような――漂うどころか、逬ほとばしるような違和感があった。

　霧島葉は月づき。

　双葉の双子の弟である。

　男女の双子は基本的に二卵生双生児であるはずなので、双子と言っても別に瓜二つである必然性はない。だが此こ処こまで顔付きが違うと、本当に同じ遺伝子を掛け合わせた結果なのかと疑いたくもなる。

　葉月は四角い顎あごを動かしながらまるで恫喝どうかつのような――本人にはそんなつもりは微み塵じんもないのだが――低い声で言った。

「姉ちゃんは鈴穂ちゃんの事を、ずるいなんてこれっぽっちも思ってないぞ。ただ羨うらやましいと思ってるだけ――」

「…………」

　電光でんこうの如ごときステップで二歩下がり――皆が歩いているので相対的には四歩分の間合いを一瞬にして詰めて、双葉が鋭く旋回。遠心力に引かれた制服のスカートの裾すそが大きく膨ふくらみ、その下から繰り出された容よう赦しやない後ろ回し蹴りが双子の弟に向けて炸さく裂れつ。

　だが――

「――むむっ!?」

「ふふふ。姉ちゃん。いつまでも俺が為なす術すべもなく姉ちゃんの技を喰らい続けていると思ったら大間違いだよ」

　そう宣のたまう葉月の胸元には彼の鞄がしっかりと抱えられていた。どうやらこれを盾たて代がわりに使ったらしく、双葉の靴の跡がくっきりとそこには刻まれている。見事な足技とはいえ、革製の鞄やらその中に詰め込まれたノートやら教科書やらその他諸々を透過して相手に打撃力を届かせるには、双葉は小柄に過ぎた。

「余計な功夫クンフーを積んでるわね」

「『門前の習わぬ小僧、経を読む』だな」

　顔をしかめて言う姉に双子の弟はにたにたと笑って見せた。

　そこへ――

「――葉月達はいつも仲がいいね」

　この一行の最後の一人……葉月の隣となりを歩いていた少年が呑のん気きな口調で言った。

　何かと個性的な面めん子つ揃ぞろいのこの少年少女達の中で、誰が一番平凡な見た目かと問われれば皆が揃って躊躇ためらいもなく彼を指差すだろう。

　少年の名は羽瀬川拓たく人と。

　本当に特徴らしい特徴のない――見た限り、良くも悪くも平凡の一語がぴったりの人物である。醜みにくくはないが美しくもない。背が低くもないが高くもない。太ってはいないが痩やせてもいない。何から何まで中ちゆう庸ようの集合体、目立たざる事、森の中の木の如し――そんな外見である。強いて『どんな奴か』と問われれば大抵の人間がしばらく首を捻ひねりながら考えた挙げ句、『見るからに善人』と答えるだろう。

　その物腰は穏おだやかで柔らかで――そして見るからに『押し』が弱い。

「あのな――拓人」

　葉月が鞄を撫なでながら言った。

「本気でそう見えているのならば俺はお前に脳検査を勧めるぞ。いつも言ってるけどな。お前の眼の前にあるのは、横暴な姉に小突き回される哀れな弟の姿だ。ＤＶだＤＶ――ドメスティック・バイオレンスは別に夫婦間とか親子間の専売特許せんばいとつきよじゃねえんだよ」

「そうかなあ」

「『だめあね』ならぬ『ドメあね』だな。むう――萌もえねえ」

「やかましいわッ！」

　とか何とか。

　そんな会話を続けながら五人は他の学生達に混じって歩いていく。

　まあ他の学生達に比べると色々な意味でやたらに目立ってはいるものの……彼等にすれば毎度毎度の下校風景であり日常の一コマではあった。

　しかし……

「そういえば拓人君」

　双葉が拓人を振り返り――少し歩調を緩ゆるめて彼の横に並んだ。

「拓人君は進学どうするの？　大学行くんだよね？　願書とか――」

「…………」

　――ふと。

　拓人の平凡で柔にゆう和わな表情にぎこちない何かが混じった。

　それまでは上手く回っていた機械の歯車が、突然、何か異物を嚙かんだかのように。

　同時に――

「…………」

　双葉の表情が一瞬ぼんやりと溶ける。

　同時に葉月の表情も姉と同じくその表情を曖あい昧まいに緩ませた。

　二人はまるで寝起きのように、焦点の定まらぬ眼で何処ともしれぬ無限遠の彼方かなたに視線を注いでいたが――すぐに瞬まばたきを何度か繰り返してから、いつもの表情に戻った。

　まるでうたた寝から醒さめたかのように。

「ええと……そういえば昨日、塚本つかもとの奴がさ……」

「塚本君ていろいろ無茶するからねー……」

　それまでとは何の関係もない話題をいきなり始める葉月。それを訝いぶかしむでもなく自然に同調して会話を続ける双葉。数秒前まで自分が口にしていた進路の話題は、双葉の頭の中から綺麗さっぱりと抜け落ちているようだった。

「さすがにもう限界かな……」

　二人の様子に驚くでもなく――ただそう呟つぶやく拓人。

　そんな彼を振り返り、タナロットは不思議そうに眼を瞬かせ、鈴穂は何処か哀れむかのような表情を浮かべた。

「――え？　何？　拓人君。何か言った？」

　拓人の独り言を耳聡く聞きつけたのか、双葉が首を傾かしげて尋たずねてくる。

　だが拓人はすぐにいつもの柔和な笑顔を取とり繕つくろって首を振った。

「いや――何でもないよ」
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　それは一つの教育機関であった。

　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領りよう域いきにそれは在あった。

　この国の公文書こうぶんしよの何処を探してもその機関の名前は記されていない。

　この国のどんな地図を紐ひも解といてみてもその機関の所在地は掲載されていない。

　それは存在しない筈の機関。あり得ない筈の組織。

　何な故ぜならこの教育機関が教える事は一般社会とは相あい容いれないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆積たいせきしてできたものであったからだ。

　だが捨てる者が居れば拾う者も居る。

　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨みがき上げてきた者達と、それに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性――無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られた筈の不可思議なる、しかし厳げん然ぜんたる真実を身に付ける為の場所だった。

　故に関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。

　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園――〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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　遡さかのぼって三カ月前――昨年の十一月。

　羽瀬川拓人は一つの『試験』を受けていた。

「我が名と技を背に我は実行す――」

　彼は薄暗い部屋の真ん中に立っていた。

　窓もなければ家具の類たぐいもない――まるで箱のような室内である。殺風景さつぷうけい極まりない風景の中にあるのは拓人の姿を除けば、出入りの為の扉と、そして部屋の片かた隅すみに置かれた一台のノートパソコンだけだった。

「我はハセガワ・タクト。超常なりし法と理ことわりの使い手なり。腕かいなよ。我が見えざる手よ。我が望みに従いて――」

　滔とう々とうと言葉を繋ぎながら拓人は懐ふところから一枚の紙を取りだした。

　何の変哲もないただの白紙。

　拓人が手を離すと、掌てのひら程の大きさのそれは、するりと空中を滑り……しかしそのまま落ちる事なく彼の眼の前を漂ただよっていた。下から風に煽あおられるでもなく、何かに吊られているでもなく、それが当然であるかのように何の支えもなく虚きよ無むのただ中に浮かんでいる。

「汝なんじが職を具ぐ現げんせよ……！」

　呪文詠唱。

　そして拓人は素早く指先で空を裂きながら印を切った。

　声と動作――それは最も直接的で簡潔な意思表示である。そして魔法とは意志によって駆動されるものだ。人間の意志を現実の出来事に転写する技術たる魔法は、それ故に最低限何らかの発声や動作を必要とする。効果が複雑になればなる程に必要となる作業量は増える。そういった意味では歩いたり食べたりといった普通の行動と変わらない。違うのは魔法はその過程を時間的に、空間的に、色々とすっ飛ばして結果を直接引き出す事ができるという点だ。

　逆に言えば魔法なんぞを使うよりも普通に手足を使った方が早い事も沢山ある。

　例えば――

「…………」

　拓人が眼の前の紙を真剣に見つめている。

　それは――唐突に二つに折れた。

「――よし」

　何やら満足げに呟く拓人。

　そんな彼の前で、更に紙は自らぱたぱたと折おり畳たたまれていく。まるで見えない手がその端を摘つまんで折り紙をしているかのように。

　いや――それはまさしく折り紙だった。

　見る者が他にいれば誰もが途中で気付いた事だろう。四角く白いその紙が折り畳まれていくその過程は、非常に有名な折り紙の一種、折り鶴のそれだ。

「よし……いけ……」

　空中で自らを折り続けていく白い紙を見つめながら拓人は何度も何度も頷うなずく。

　そして――

「――あ！」

　破は綻たんは唐突に訪れた。

　びりっ――と音がして紙が破れたのである。

　その瞬間、紙は物理法則を急に思い出したかのように、ふわりふわりと左右に漂いながらゆっくりと拓人の足元に落ちた。

「ああああ……」

「失格です」

　告げられて――拓人はがっくりと項うな垂だれた。

　床に落ちた紙を拾い上げると彼は長々と溜め息をつく。

　都合四回目の試験だが――またもや失敗してしまったらしい。

「最近――集中力が落ちてきているように思います」

　そう言って寄よ越こしたのは壁際に置かれたノートパソコンである。

　正確に言えばその画面の中に映っている銀髪の少女だった。

　綺麗な――本当に人形の如く隙すきなく綺麗に整った顔立ちである。事務的な無表情が顔を覆っているが、どうにも怒ったり泣いたりといった表情が想像しにくい。完成されすぎていて他の表情を作るだけの『遊びマージン』がないのである。

　仮か想そう神しん格かく――トリンシア。

　実を言えば彼女は人間ではない。物理的実体として存在している訳でもない。

　複雑な儀式の積み重ねによって擬ぎ似じ的てきな魂魄こんぱくを形成された人工の精霊であり、コンピュータ・ネットワークの上に住まう現代の付つく喪も神がみである。仮想神格は時に傀パ儡ペ人ッ形トのような擬人型筐体ドールに入って――アップロードされて活動する事もあるにはあるが、本来的にはネットワークやメモリ上に構築されるプログラムの集積物がその本体である。

　仮想神格達は時に教務課の事務員であり、時に低位の魔法使いを導く教師でもある。トリンシアもその例に漏もれず、その電子精霊としての特質、膨大ぼうだいな知識と演算能力を活かして、雑務処理に、生徒指導にと、いつも忙せわしげに魔法・電脳ネットワークの中を飛び交っている。

　でもって……〈学園〉生徒であり半人前の魔法使いたる羽瀬川拓人の、課題試験の監督が今日の彼女の仕事なのであった。

「以前に比べると上達速度も落ちてきています。まだまだ在学資格に問題がある程ではありませんが、あまり好ましい傾向とは思えません」

「……すいません」

　拓人は項垂れて言った。

　ちなみに今日の試験内容は『魔法で構築した力場を使って折り鶴を折る事』である。

　部外者が聞けば拍子抜けするような内容なのだが、これが意外と難しい。マジック・ハンドを使って折り紙をするようなもので、実際の指先の動きを、物理的なベクトルに分解した上で、その微妙な諸々の作業工程を魔法で再現していくのである。

　はっきり言って手で折った方が百倍早い。

　だがこうした精密作業を魔法でできるようになれば、使える魔法の幅が一気に広がるのも事実なのである。ハンマーだのドライバーだのだけではコンピュータ・チップの如き精密機械を作る事はできないように……電子回路をも凌りよう駕がする魔法式を組み立て、自在に扱う為には、こうした針穴に糸を通すような『精度』も必要になってくるという事だ。

「何か悩みが？　私で良かったら相談に乗りますが？」

　と画面の中の少女が尋ねてくる。

「あー……何というか」

　頰ほおを掻かいて微苦笑を浮かべる拓人。

「限界のようなものを感じてしまっていて……」

「限界――ですか？」

　意外な言葉を聞いたかのようにトリンシアは首を傾げた。

「そろそろ表の方では進路を決めないとどうしようもない時期に来ているんですが――どうにも踏ん切りがつかなくて」

「……なるほど」

　トリンシアは頷いた。

　これは実の所……『表』の一般社会と『裏』たる〈学園〉との間を行き来して二重生活を送る魔法使い達が一度は必ず直面する問題ではあった。

　元より一般社会と〈学園〉のどちらにも生活基盤を置いたまま両方を行き来するのは何かと不都合が多い。

〈学園〉は魔女狩りその他の歴史的事実から、『魔法使いは一般人とは相容れない』として秘密主義を貫つらぬいており、その関係者にも〈学園〉や魔法の存在を隠いん蔽ぺいする義務を課している。これはたとえ親兄弟や恋人、配偶者にさえ口外を禁じる極めて厳しいものだ。これを遵じゆん守しゆできなかった者は魔法に関連する全ての記憶を消された上で〈学園〉の関係者名簿から除外される事になる。

　だがそもそも……魔法の修行だけでも相当な負担であるのに、この上、機密保持の義務を負うとなると、かなりきつい状況になるのは間違いない。ただ〈学園〉や魔法の事を黙っていれば良いというものではない。一般人にばれてしまえば目撃者の記憶を調整せざるを得ないが、これとて色々と限界がある。事前に用意していればともかく、不測の事態に対処するのは魔法使いとしても難しい事が多いのだ。

　結果的に、その『表の顔』の維持に必要以上の労力を費ついやす事になる。

　半人前の魔法使いなら尚更の事だ。

　故に、拓人は以前からトリンシアや他の教員達からも『この際、高校卒業と同時に魔法使いの道に専念してはどうか』と言われていた。そしてその方が魔法使いとしての技能を上達させるのに有利なのは言うまでもない事だった。

　だが――

「無論、我々は強制はしません。ゆっくり確実に、自分に無理のない速度で進歩していく人もいるでしょう。一方で能力の伸び盛りに全力で行ける所にまで行く、という方法もあります。そもそも魔法使いを目指す理由は個々人によって千差万別です」

「……はい」

「ですが――羽瀬川拓人、貴方は現状に必ずしも満足しているようには見えない」

「…………」

　それはその通りではある。

「現状に満足出来ないのなら、改善するしかありません。修行時間が足りないのならば増やすしかありません。貴方は確かに〈始し源げん的てき神しん魔ま創そう造ぞう者しや〉という特異的才能を持ってはいますが、他の部分では〈学園〉における平均的な魔法使いと大差ありません。修行時間を削り努力を怠おこたってしまえば上達速度が鈍にぶるのも当然です」

「その通りです」

　と拓人は言った。

　わかっていた事ではある。魔法使いの道を歩む以上、必ずいつかは直面する問題だという事は拓人にもわかっていた。わかっていたがそれでも今まで決めかねていた。

　無論――例外がいない訳ではない。

　例えば『先輩』――佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうなどは『一体いつ修行してるんだ？』と首を傾げたくなる位に、いつもオタク趣味の充実に没頭ぼつとうしている。だがそれでも彼は他の魔法使い達をも凌駕する実績を同時に残しているのである。

　だが……その言動の奇き矯きようさ故についつい忘れがちになるが、榮太郎は本物の――この魔法使い達の集う〈学園〉においてさえも間違いなく自他共に認める『魔法の天才』であり、彼を基準に物事を推おし量はかるのは甚はなはだ危険な事であった。

　故に拓人の様な『平凡な』魔法使いは何かを犠牲にして修行の為の時間を増やすしかない――これは道理ではあった。

　そして――

（一番簡単なのは……）

　一般社会での生活を棄すてる事なのだ。

　生活の主軸を完全に〈学園〉に定める事で、使える時間の全てを魔法の修行に回す。

　それはある意味で魅力的な選択ではあった。だがそれはつまり、事実上、一般社会における羽瀬川拓人という一個人の『死』を意味する。

　恐らくそうなれば、双葉や葉月や他の一般社会の知り合いと彼の関係は断絶せざるを得ない。何しろ〈学園〉は一般社会から見れば関知も認知もし得ない――存在しない領域なのだから。

「一般社会での生活が大事だというのならば、〈学園〉を切り捨てるのも一案ではあるのですよ」

「……そう……なんですけど……」

　大学に進学するのか。

　普通に就職するのか。

　あるいは――専業の魔法使いとなって普通の社会から存在そのものを『消す』のか。

　一般社会の同級生達はとっくに進路を決めている時期だ。無論、大学進学にしろ就職にしろ――拓人は成績に関しては殊こと更さらに良くはないが悪くもない。なので一流大学だの一流会社だのにこだわらなければ、進学も就職もどうとでもなる。知識の詰め込みだけならば魔法を使ってもいいだろう。

　だが……

「…………」

　昼間は学校に行って。

　葉月や双葉やその他諸々の学生達と高校生活を過ごし。

　放課後は〈学園〉に顔を出して。

　魔法使いや精霊や神や魔と超常の世界を愉しむ。

　ぼんやりとだがそんな二重生活の日々がずっとずっといつまでも続くかのような錯さつ覚かくを彼はいつの間にか覚えるようになっていた。それが永遠に続くはずがないのはわかっていたのに、ゆっくりと、しかし確実に近付いてくる終わり、限界、そういったものをあまり意識していなかった。

　だから――

「僕は……」

「我々〈学園〉は貴方の人生そのものには責任を持てない。だから如い何かなる方向にも強制はしないし……できません。ただ後悔こうかいのないようによく考えて自分の進路を決定する事を希望します」

　モニターの中の仮想神格は淡々とした口調でそう言った。





＊






　リヴィング・ルームには夜明け前の緩い闇が満ちていた。

　壁際にかけられた時計の長針と短針が指し示す刻限は真夜中の四時――常識的な生活周期の住人であれば寝床の中で眠りを貪むさぼっているべき時刻である。

　無論……部屋の中には濃密のうみつな静せい寂じやくが満ちている。

　冷え切った室内では空気さえもが眠たげに凝こごっており、耳を澄すませば秒針が時を刻む音さえ聴き取る事ができるかもしれなかった。

　誰が見るでもなく――しかしごくごく平凡な、それは深夜の室内風景ではあった。

　だが……

「…………」

　その中をそろりそろりと動く影があった。

　獲物に這はい寄る肉食獣のように……足音を殺し、身を沈め、息いき遣づかいさえ抑え込んで床の上を進んでいく。目指すのはリヴィングから続く部屋の一つ。元々４ＬＤＫのこのマンションはリヴィングを中心として四つの部屋が配置されているが、玄関から見てその右端の部屋である。

「…………みゅ」

　床を這う影は――少女の輪郭りんかくを備えていた。

　タナロットである。

　今は遠慮えんりよなく紅あかい髪と紅い眼とそして尖り耳を晒さらしている未分化魔神は、息を殺し、まるで銃弾飛び交う戦場の兵士のように――あるいは平泳ぎ中のカエルのように――べったりと床に身を沈めつつ、じりじりじりじりと匍ほ匐ふく前ぜん進しんを行っていた。

「みゅみゅ」

　もっとも途中で仰あお向むけになって進んでみたり、いきなりバタフライみたいに両手両足を突っ張る様に伸ばしてみたり、挙げ句、シンクロみたいに逆立ちしたりしている処ところを見ると、匍匐前進を水泳か何かと激しく勘違いしているような感じもあったが。

　まあ元々匍匐前進などという地道な行動は性格的に向いていない猪ちよ突とつ猛もう進しん型がた少女なので、ただ這いずるだけの行為にすぐに飽きてしまうのだろう。傍はた目めにはかなりシュールな図になっているのだが、本人は気付いていない様であった。

　まあそれはさておき。

　彼女が目指すは右奥の部屋――即すなわち拓人の寝室である。

　拓人の事がスキスキ大好きな上に元々素直な彼女としては、今まで走っていって抱き付いたり、いきなり風呂場に乱入したりする事はあった。だがこの手の行動は目立つ為にすぐに『小こ姑じゆうとスズホ』（byタナロット）に見つかって引ひき剝はがされたりしてしまう為、あまり効率がよろしくないという事に最近気付いたのだった。

　もっと早くに気付けよと誰かからツッコミが入りそうだが、基本的に天真爛漫てんしんらんまんな性格のタナロットとしては『人目を忍しのんで夜這い』という大人ちっくな発想に辿たどり着つくまで随分と時間が掛かってしまうのも当然と言えば当然ではあった。

　そういう訳で何故かおしりの部分に『勝負』と毛筆書体で書かれたパンツと、同じく毛筆書体で左右の胸に渡ってやっぱり『勝負』と書かれたスポーツブラという、いろいろ何か間違った――というか、一体何処に売ってたんだそんなもん――という格好をしながら、タナロットは拓人の寝室に迫るのであった。

　だが……

　突如とつじよとして鳴り響ひびく電子音。

「――っ!?」

　びくりとタナロットが身を竦すくませた。

　全く唐とう突とつに、けたたましい――昼日中ならごく標準的な音量の呼び出し音も、夜中の静けさの中にあっては轟ごう音おんに等しい――電気的に合成された音が、リヴィングの空気を掻き回したからである。

　音の源はリヴィング・ルームの端にあった。

　ファックス電話機である。

　人の迷惑顧かえりみない無ぶ粋すいさでファックス電話機は鳴り続ける。

　一瞬、タナロットはばたばたと慌ててその場で無意味にクロールしたり、バサロ・ターンしたりを繰り返していたが――

「みゅ。しーっなのである。静せい粛しゆくになのである。小姑が起きるからまずいのである」

　口元に人差し指を当ててファックス電話機にそう言った。

　無論そんな事を言われてもファックス電話機が『わかったよ』と頷くはずもないのだが、代わりに設定された回数の呼び出し音を経へて、自動受信機能が働くと、ファックス電話は沈黙し――代わりに液晶ディスプレイに『受信中』の文字が顕れた。止まった呼出音の代わりにインクジェット・プリンタの稼か働どうする鈍い作動音がファックス電話の周りを漂うが、まあこれは呼出音に比べればささやかなものである。

「うむ。御協力感謝なのである」

　満足げに頷くと再びタナロット。

　ちなみに……この受信中のファックスの液晶ディスプレイには、かなり見慣れない感じの数字が羅ら列れつされていたが、無論タナロットがそんな事に気付くはずもない。

　彼女はほっと一息ついてから再び拓人の寝室に向けて――

「――何やってんだ。オイ」

　――向けて匍匐前進を再開しようとした彼女の鼻先に、かなりいびつな形状をした剣のようなものの切っ先が突き付けられた。『剣のようなもの』と断言を憚はばかるのは、それがいわゆる刀剣の類にしては、複雑な形状に過ぎたからである。音おん叉さのような形状の剣身の後ろには、何やら機械装置みたいなものまで付いており――むしろ全体の雰囲気として近いのはチェーンソウであろう。

　威い嚇かくするかの如く、ばしゃ、と音を立てて部品が花弁状に展開する。

　機剣〈ワルプルギス〉。

　ダイヤモンドの剣身を持ち、それを芯棒ステムとしてプラズマや電磁力場の刃を展開し、問答無用で敵を斬る強力無比な個人兵装。その気になればトラックどころか戦車だって一撃で真っ二つである。

「みゅみゅっ!?」

「何やってんだって聞いてんだよ」

　その危険極まりない武器を手にしているのは――蒼あおい髪の少女であった。

「タナロット。こんな夜中に何をやってる？　それも拓人の部屋の前で」

「みゅ――スズカこそ何をしているのであるか？」

「アタシは見張りだよ」

　スズカ――鈴すず果かと呼ばれた少女は言った。

　事情を知らない者ならば、彼女と羽瀬川鈴穂の見分けはつくまい。鈴果と鈴穂の容姿の上での明確な相違はその髪の色だけである。ただしその表情は全く真逆――基本的に大人しくて何処かおどおどした雰囲気の鈴穂に対し、鈴果は牙を剝むいた獅し子しのように、強気で何処か乱暴な雰囲気がある。

　恐らく彼女等が並んでいても大抵の人間は、性格の違う双子、程度にしか認識しまい。

　だが鈴果はタナロットと同様に人間ではない。

　彼女は鈴穂の中に蓄積された膨大な魔力が、鈴穂という人間の身体的特徴を基として自己組織化した精霊の一種である。

　鈴穂と鈴果は本来同じ身体を共有する多重人格的存在だったが、安定器としての魔法具を使えば、時間的そして距離的な制限はあるものの、鈴果は鈴穂とは別の擬似的な肉体を形成して独自に活動する事ができる。

　そう――今のように。

　注意深い者が見れば気付いただろう、鈴果の足元から伸びる影が、光源とは全く関係なく、細い紐状になって床を這い、左端の奥――鈴穂の寝室へと伸びている事に。

「見張り？　何を見張るのであるか？」

「ゴキブリの類が拓人の部屋に忍び込んだりしないように、見張ってるのさ。鈴穂と交替で、二十四時間態勢でな」

　猛獣のように歯を剝いて鈴果は言った。

「みゅ。御苦労なのである。頑がん張ばるのである」

　そう言って鈴果の横を通り過ぎようとするタナロット。

　だが鈴果は左手を伸ばしタナロットの赤毛をひっ摑つかんで止めた。

「待たんかい！　てめーは皮肉とか比ひ喩ゆとかそーゆーのを少しは理解しろ！」

「みゃ？」

　振り返って首を傾げるタナロット。

「てめえの事だてめえの！　こんな夜中に何を拓人の部屋に入ろうってんだよ!?」

「夜這いなのである！」

　えっへん、と『勝負』の文字が書かれた胸を張ってタナロットは言った。

「少しは恥じらえ！」

「みゃっ？」

「とにかく――拓人の貞操ていそうはアタシが守る！」

　改めて〈ワルプルギス〉を突き付けながら鈴果は言った。

「みゅう。しょうがないのである。ならばスズカを倒して夜這うまでなのである」

　タナロットも身構える。

　こちらは素手だが――彼女の場合、灰色熊グリズリーと素手で殴なぐり合えるだけの膂りよ力りよくを持っているので、実質的には武装しているのと変わりない。

「できるか？」

　狂暴な笑みを浮かべながら言う鈴果。

　猫足立ちで背中を丸めボクシング・スタイルを採るタナロット。

　双方の殺気が冷え切った部屋の空気を揺ゆする。この場に第三者がいたならば、静寂の向こう、二人の背後に『ゴゴゴ』とか漫画チックな擬ぎ音おんが見えたかもしれない。

　そして。

「――ハァッ！」

　気合い一閃いつせん、真っ向勝負――頭上から唐竹割からたけわりに剣を振り下ろす鈴果。

　さすがに力場刃は展開していないものの、元々が剣身は金剛石ダイヤモンド、まともにぶん殴られればタダでは済まない。まして鈴果はタナロットとほぼ同等の膂力がある。その気があれば素手でアスファルトを掘削できるだろう。

　だが――

「みゃあっ！」

　ぱん！　と拝むように両手を合わせるタナロット。

「むむっ!?」

　秘技――真しん剣けん白しら刃は取どり。

　まあ別に真剣でも白刃でもなかったりするが、とにかくそーゆーような感じで打ち合わされたタナロットの両掌は、見事、頭上から殺到する〈ワルプルギス〉の剣身を捉えて止めていた。

「くっ――小こ癪しやくな真似を！」

「みゅふふ。先日、ケーブルテレビで『子連れ狼』を見た成果なのである。しとしとでぴっちゃんなのである。ホネになるのである」

「……いや、見ただけでできねえだろ、普通は」

　ちなみに本物の白刃取りというのは、相手の手首を押さえに掛かるものであって、本当に掌で刃を挟はさみ取とったりはしない。というかどう考えても無理である。両手で挟んで止める力と、両手で押し込む力なら、後者の方が遙はるかに強いし、そもそも刀などという滑らかなものを掌の圧力だけで停止させるのは至難の業わざだ。

　ただ……タナロットの場合は前述のように膂力が普通ではない。

　まるで万力で固定しているかのように〈ワルプルギス〉の剣身はその両手に挟まれたまま動かなくなっていた。

「むぎぎぎぎぎぎぎ――」

「みゅうううううう――」

　押し込もうとする鈴果とそれを押し返そうとするタナロット。

　双方の力が拮きつ抗こうして状況が膠こう着ちやくする。

　その時――

「……あらあら～」

　タナロットと鈴果の傍かたわらで、ファックス電話機から印刷を終えた紙が一枚はらりと落ちた。

　それを――

「まあまあまあまあ～」

　ごく自然に伸びてきて拾い上げる白い手。

　無論それの主はタナロットでも鈴果でもない。ついでに言うと場に漂う緊張感をまるっきり無視した呑気な声の主も二人ではない。

　それは緑の髪をした第三の少女であった。

　すらりと背が高く手足は長く細い――俗に言うモデル体型という奴である。その容貌も美少女そのもので欠点らしい欠点がない。並外れて容姿に優すぐれる者は、本人が望む望まぬに関わらず、しばしば近寄り難い雰囲気を醸かもし出だしたりもするものなのだが……この少女に関して言えばそれはない。

　何処か優やさしい――というより、見る者に脱力を誘うような、ほにゃららとした呑気な物腰のお陰だろう。この少女の周りだけ、時間さえついつい流れるのを忘れるかのような、ひどくのんびりした空気が漂っている。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド――というのが彼女の名だ。

　この少女も人間の姿をしているが人間ではない。そもそも基本形態は人型ですらない。

　元〈迷宮倉庫〉の魔王であり、現在は拓人の所有物である可変型魔法機杖ヴアリアブル・ワンドが、精霊化して人間形態を採った状態――それがファルチェである。

「あらあらあらあら？」

　首を傾げるファルチェ。

　ちなみにその三十センチ横では真剣白刃取りの体勢のまま膠着状態を続けるタナロットと鈴果の姿があるのだが、このマイペース少女は完全に気にした様子もなく――というか気付いているのかどうかも怪しい感じで、のほほんとファックスを読んだ。

　でもって。

「これは拓人様にお知らせしませんと～」

　言いながら、ファルチェは睨み合う二人の横を平然と通り過ぎ、拓人の部屋の扉を軽く何度かノックする。

「…………んー……」

　奥の部屋の扉が開き――その向こうで見るからに眠そうに目元を擦こすりながらパジャマ姿の拓人が顔を出す。ただしどうも今一つ眼が覚めきっていない様で、何処か足取りも覚おぼ束つかない感じであった。

「……ふぁ……あ……何、ファルチェ？」

「お休みの処を申し訳ありません～」

　ファルチェは手にした紙を示しながら言った。

「どうも重要用件のファックスであったようなのでぇ……」

「んん……？」

　拓人は欠伸あくびを更に嚙み殺しながら首を傾げる。

「……ありふぁふぉう。ファルチェ」

「いいえ～」

「…………」

　とろんとした眼で拓人はファックスの紙を見る。

　だが内容を読めていないのは明らかだった。眼は一応、文面を見ているようだが、明らかに頭の中身が寝ている。ぼんやりと焦点すら合っていない視線をしばし彼は垂れ流していたが――理解する努力を諦めたのか、だらりと両手を垂らしてその場に座り込んだ。

　どうやら余程疲れているらしい。

「あらあらあらあら」

　ファルチェは拓人の側にしゃがむと、彼の両脇に手を入れて立たせる。

「こんな処で眠られては風をひいてしまいますよ～」

「んんー……」

「ちゃんとベッドでお休みになりませんと～」

「むむー……」

　半なかば寝ている拓人を軽々と動かしながら――タナロットには及ばないまでも、ファルチェも普通の人間よりは遙かに力がある――ファルチェはごく自然に、拓人を伴って彼の寝室に入っていった。

「…………」

「…………」

　それを視線で追ってから――〈ワルプルギス〉越しに顔を見合わすタナロットと鈴果。

　ぱたん、と扉の閉められる音で二人はいきなり我に返った。

「待て待て待て待てっ！」

「待つのであるっ!!」

「てめえずるいぞファルチェ！」

「ずるいのである！」

　拓人の部屋に向かって脱だつ兎との勢いで殺到さつとうする二人。

　だが焦あせった二人が互いに進路を譲り合うはずもなく、無理矢理に前に出ようとした二人は互いに脚を踏み合う事になり――

「ぬわあっ!?」

「みゃあっ!?」

　――こけた。

　元より体力はあり余っているタナロットと鈴果が全力で突進してその結果、揃って頭突きをかます訳だから扉なんぞはひとたまりもない。

　二人は轟音と共に蝶ちよう番つがいを吹っ飛ばし扉を粉ふん砕さいしながら転がり込む。

　そこで彼女等の見たものは――ベッドに入った拓人の横で、いそいそと添い寝しようと毛布をめくっていたりするファルチェの姿であったりして。

「もうちょっと静かに入っていただかないと御主人様が起きてしまわれます～」

「起きてしまわれます～じゃねえッ！」

　鈴果は喚わめいてファルチェの手を引っ張ると無理矢理ベッドから引きずり降ろす。

「そうである抜け駆けは許さないのである！　一番は我なのである！」

「一番も二番もねえだーがっ！　どさくさ紛まぎれに潜り込んでんじゃねえッ！」

「みゃーっ！」

　そういう訳で。

「だから――」

「～～～ッ！」

「～～～ッ!?」

「～～～ッ!!」

　いつもの如くに喧けん嘩かに突入する少女達であった。

　まあこれは別に珍しい事ではない。さすがに真夜中というのは滅めつ多たにないが。

　ただ――

『夜中に何やってんのよ……』

　ドタバタを聞きつけ――眼鏡の下に指先を入れて目元を擦りながら鈴穂が自分の部屋から出てきた。

　気の弱い鈴穂でもさすがに午前四時などという時間に起こされれば不機嫌にもなる。ぎゃあぎゃあと御近所の迷惑も――というかそれ以前に拓人と鈴穂の迷惑も顧みずに喧嘩している少女達に一言文句を言ってやろうと、拓人の部屋へと入ってきた彼女は――

「……？」

　ふと自分の足元に漂ってきた紙切れに気付いた。

　それは文字通りの紙切れ――破れた紙の破片であった。

「…………」

　何とはなしにそれを拾って読む鈴穂。

　だが断片的な文句の上に、走り書きの字が汚いので、切れ端では一体何が書いてあるのかさっぱりわからない。ましてそれが、先程送られてきたファックスが少女達のドタバタで破れたものだという事も彼女にはわからない。

　なので……

「…………」

　まあいいか――と鈴穂はそれをさして気にも留めずにゴミ箱の中に棄てると少女達の仲ちゆう裁さいをするべくドタバタの中に割って入っていった。





＊






　腕と。脚と。首と。胴と。

　徹底してバラバラに分断されたそれらを前に青年はただ無言だった。

「…………」

　其そ処こは狭く薄暗い部屋だった。

　外光や外気を取り入れる為の窓もなく――扉を閉め切ってしまえば外部の物音すら忍び入ってはこれない。文字通りに外の世界と隔絶かくぜつされた密室である。時計がなければ時間の感覚すら曖昧になってしまうだろう。それは『部屋』というよりも密閉性を備えた『容器』に近かった。

「…………」

　彼の真剣な眼まな差ざしは――己の前に並べられた諸々のものに注がれている。

　それは『なれの果て』だった。

　ほんの少し前までは人の形を成していたはずのものが……今や『部品』でしかない。

　バラされたそれ単体では意味をなさないモノ。本来は他と一緒になってようやく個を為すモノ。『全体の中の一部』として存在するモノ。肩や股間は言うに及ばず――腕は手首と肘ひじでも断たれ、脚も同様に足首と膝ひざで分断されている。本来、ひと塊である胴体ですらも幾つもの部分に切り分けられ、執しつ拗ような程の丁てい寧ねいさで広い机の上に並べられていた。

　一番手前に置かれているのは首だった。

　光を失った虚うつろな眼で恨うらめしげに青年を睨にらんでいる。

「……ああっ……」

　青年の顔に苦悩の表情が露あらわになる。

　長く伸びた黒髪。怜れい悧りな目元。すっきりと通る鼻筋。薄い唇くちびる。

　構成部品だけを集めてみれば間違いなく美男子と呼べる面相でありながら――いや実際に美男子ではあるのだが、そう言い切ってしまうには何かが欠けているような印象が青年の容貌にはあった。

「……俺は……一体どうすれば……」

　両手を机の端について青年は項垂れる。

　その様子は――まるで逃れられぬ己の罪を前にして許しを乞こう咎人とがびとのようだった。

　だが青年を責める者も赦ゆるす者も此処にはいない。哀れむ者も嘲あざける者もいない。ただ物言わぬ腕が、脚が、胴が、首が――徹底して切り分けられ無惨な様さまを晒す人の形の末路が机の上に転がっているだけだった。

　青年の名は佐久間榮太郎。

　魔法使い達の集う学舎〈マジシャンズ・アカデミイ〉――通称〈学園〉において屈指の実力を誇るとされる魔法使いである。同時に……その卓越した魔法の才を後進の指導に役立てて欲しいと〈学園〉側が用意した教職者の席を拒こばみ、未いまだ準教師という生徒とも教師ともつかぬ曖昧な立場にいる変わり者でもあった。

「――御主人様」

　怪け訝げんそうな声と共に一条の光が部屋の中に切り込んでくる。

　榮太郎は眩まぶしそうに眼を細め――光の中に立つほっそりとした人影を振り返った。

「部屋に閉じこもられて……一体どうなさったのかと」

　言いながら一歩部屋の中に脚を踏み入れたのは――メイド服を着た若い娘だった。

　髪は漆しつ黒こく。瞳も漆黒。対して肌は鮮烈な程に白い。モノトーンのメイド服に身を包んでいる事もあって、その姿に大輪の花のような艶あでやかさはないが、代わりに淡雪あわゆきを想わせる清せい楚そさと優美さを娘は備えていた。

　美しい――非常に美しい娘だった。

　ただし彼女は人間ではなかった。

　その証拠に彼女の頭部には獣状の尖り耳が生えており、メイド服の裾と共に揺れているのはやはり獣状の尻尾しつぽであった。それら人間には決して備わるはずのない器官は、形だけの作り物でない証拠に……彼女の表情に合わせて慎つつましい動きを示していた。

「……何をなさって……」

　言いながら更に一歩室内に踏み込み――そして娘は愕がく然ぜんと立ち止まった。

「御主人様……これは……」

　ようやくそこで彼女は机の上に並べられたものに気付いたのだろう。

　腕。脚。首。胴。指先を除く全ての関節で切り分けられた人の形の断片を。

　娘の表情が強こわ張ばる。

「御主人様……まさか……」

「……エーネウス……違うんだ……エーネウス！」

　榮太郎は救いを乞うかのように片手を伸ばして娘の方に歩み寄る。

　だが彼女は一歩後ずさってそれを拒む。榮太郎の伸ばした手はただ虚むなしく空を彷徨さまようしかなかった。

「御主人様……」

　信じられない。信じたくない。

　そんな内心の動どう揺ようが透けて見えるかのような表情で娘は何度も首を振った。否定すれば眼の前の現実が消えるのだとでも信じているかのように。

　そして――娘は悲痛な声で言った。

「とうとう等身大フィギュアにまで手を……ッ！」

　娘はポケットからハンカチを取り出して目元を押さえる。

「しかもわざわざ……こんなバラバラにして……以前から変態だ変態だとは想っておりましたが……まさか此処まで変態とは……」

「はっはっは。褒ほめても何も出ないぞ」

「褒めてません」

　娘は顔をしかめて言った。

「大体……一体幾らしたんですかこれ!?」

「違うっつーに。等身大フィギュアじゃないって。よく見ろ」

「…………」

　娘――榮太郎の使い魔であるエーネウス・ザ・バージェストは眉み間けんに縦皺たてじわを刻んで、机の上に並べられたそれらの『部品』を見つめ直した。

　そう。それはバラバラ殺人事件の被害者――では勿もち論ろんなくて。

「等身大フィギュアの部品以外の何物にも見えませんが」

　細かく切り分けられた人形の部品であった。

　いずれも樹脂製らしくその切断面からは血も滲んでいなければ骨や肉も見えない。

　だがほぼ等身大である為にそれらがごろりと机の上に並べられている様子は、やはり言い訳のしようがない位に猟りよう奇き的てきではあった。まあ部屋に入っていきなりこんな状態なら、誰でも驚くだろう。

「……ふふふ。そう想うのが素人の浅はかさだ」

「浅はかな素人で良かったと心底想います」

「これはな――実は１／10スケール・モデルなのだ」

「……はあ？」

　どう考えてもこれらの部品を組み立てると一メートル半余りの身長になるはずである。これで十分の一という事は『本物』は十数メートルの巨体だという事になる。

　つまり――

「…………」

　エーネウスは顔をしかめ榮太郎の手元に置かれていた首を手にとって眺ながめる。

　そこには――まるで鏡を覗のぞき込こむかのような正確さで丁寧に再現されたエーネウス自身の顔があった。目鼻立ちや獣耳だけでなくきちんとフリル付きのヘッドドレスまで再現されていたりする。ただし耳は何やらメカっぽい感じになっていたが。

「これは――」

「そう。メガネウスだ」

　得意げに榮太郎は言った。

　メガネウス。

　それは榮太郎が『神の名において鋳ちゆう造ぞうしちゃったりした』巨大ロボットの事である。何がどう『神の名において鋳造しちゃったりした』のかは謎だが、榮太郎のやる事に整合性やら必然性やらを求めても詮せんない事だと関係者一同理解しているので、誰もくわしく突っ込んだ者はいない。

　でもって、その巨大ロボットの外観デザインのモデルになっているのがエーネウスなのである。しかも本人未承諾で。

　全長二十メートル。体重二百二十トン。出力八十万馬力。『メイドさんミサイル』『メイドさんビーム』『メイドさん毒ガス』『メイドさんほうき』など米国第七艦隊の戦闘力にも匹敵ひつてきする各種兵装を備え、ただ闊かつ歩ぽするだけですら地を揺るがし、近隣建物の硝子窓に亀き裂れつを走らせる巨大な――メイド型ロボット。何の予告もなしに街中で出現しようものなら間違いなく自衛隊が出動してしまうであろう問答無用の代しろ物もの。メカという点を除けば、はっきり言って怪獣だ。

「…………」

　エーネウスが露ろ骨こつに嫌そうな顔をする。

　まあ彼女でなくてもそんな無茶苦茶な代物のモデルにされて喜ぶ者はいまい。

「だが……」

　ふと表情を暗く沈ませて榮太郎は言った。

「メガネウス一号機には二つの重大な欠けつ陥かんがあったのだ……」

「一号機……」

　その単語を舌の上で転がして吟ぎん味みするように呟くエーネウス。

「まるで二号機三号機があるかのような不吉なネーミングです」

「一つは……」

　とてもとても嫌そうな使い魔の台詞はとりあえず無視して榮太郎は言った。

「巨大ロボでありながら合体機能も変形機能も備えていなかった事だ……！」

　くっ――と握りしめた拳こぶしを震ふるわせる榮太郎。

「やはり巨大ロボは合体変形してなんぼだからなッ！」

「……なんぼなんですか」

「なんぼなんですよ」

　大きく頷く榮太郎。

「よって二号機からは合体変形機構を付けようと思った訳だが。意外に変形パターンを考えるのが難しくてなぁ」

「…………」

「そもそも単体で変形するバル●リー方式を採るか、分離合体のコンバ●ラー方式を採るかの問題がある。とはいえ無理矢理各部を伸しん張ちよう収しゆう縮しゆくさせて誤ご魔ま化かすブラ●ガー方式はどうにも性しように合わないからなあ。こうして１／10スケール・モデルを作って色々と試し行こう錯さく誤ごしてみた訳なのだが」

　言って榮太郎は福笑いかブロック遊びでもするかのように、バラバラになったメガネウスの模型の各部をあっちへやったりこっちへやったりしながら首を傾げる。人形とはいえ首の両側から直接脚が生えていたりする様は前衛芸術を通り越して怪奇映画のシュールさであった。

「エーネウス。お前――合体するとしたら何体がいい？」

「…………即答しかねます」

　エーネウスは顔をしかめて言った。

　というか『じゃあ四体合体がいいです！』とか『ダイ●ガーが好きなんでじゃあ十五体で！』などと即答できる者は、それはそれで何か色々と問題がありそうな感じだが。

「むう。じゃあ変形するとしたら何がいい？」

「…………」

「飛行機は定番だが新幹線とかブルドーザーとかもなかなか味があってよろしい」

「…………」

　此処で即座に『じゃあティーゲルⅡ戦車で』とか『やっぱり〈カスピ海の怪物〉ですよね。表面効果翼艇エクラノプラン萌え！』などと答えられる者がいれば、それはそれでやはり問題ではあろう。

「む――そうだ。ゲッ●ー方式で、合体の順番が変わるとエーネウスがミヤビとかシンクラヴィアになるというのも手だな」

「…………」

「別に乗り物にこだわる必要もない。中には獣形態とか、銃とかに変形しちゃう巨大ロボもあるしな――しかし獣形態だとそのまんまで意外性がないしな」

「…………」

「いや……しかし基本中の基本、飛行機か。やはり滝の奥からなだれ落ちる水を突き破って発進……は捨てがたい！　いやまて……山が左右に割れてそこから発進するという方が風ふ情ぜいがあるか？　プールが左右に開くというのも古典的だが……」

「…………」

　エーネウスはとりあえず想像してみた。

　轟音と共に割れて左右にスライドしてゆく山肌。

　その中から出現するのは巨大な『メイドさんの一部分』。

　腕が！　脚が！　首が！　胸が！　腹が！　腰が！　そして忘れちゃいけないフリル付きエプロンが！　ジェット噴ふき噴き空中へと舞い上がり輝く太陽の光の中でがきんがきんと音を立てて変形――そして合体！

　そして完成した巨大なメイドさんが地じ響ひびきと共に降臨するッ!!

「…………御主人様」

「むむ？　何だ？」

「既すでに萌えとかとは関係のない方向に逝いってしまっている気がしますが」

「大丈夫――漢字で書かなければわからない」

　何がどう大丈夫なのか全く謎だが、どうやら『萌え』ではなく『燃え』なのだと言いたいらしい。まあそれにしたところで随分とずれている気がしたが……多分言っても無駄なのでエーネウスはとりあえず溜め息をついた。

「で――もう一つの問題点というのは？」

　別に聞きたくもなかったがとりあえず付き合いで尋ねるエーネウス。

「うむ。そっちも重要でな」

「はあ……」

「この間指摘を受けたのだ」

　榮太郎は言ってポケットから何やら取り出す。

　それは――眼鏡であった。

「『メガネウス』なのに眼鏡を掛けていないのはおかしいのではないかと」

「……敢あえて誰から？　とは聞きませんが」

「うむ。それが良かろう」

　何がどう良いのかはやっぱり謎だが。

「確かにその意見には一理ある」

「あるんですか」

「あるんですよ」

　言いながら榮太郎は頷き――ふと気付いた様子で言った。

「そうだ――エーネ。ちょっとこれ掛けてみてくれるか。どんな感じになるか見たいんだよ。大丈夫、伊だ達てだから」

「はあ……」

「本当は伊達は邪道じやどうなんだけどこの際贅ぜい沢たくは言うまい」

「…………」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないものを感じながらもエーネウスは榮太郎が差し出してきた伊達眼鏡を受け取って掛けてみる。

「これでよろしいですか？」

　そう言って振り返ってみると。

「……おおおお…………」

　榮太郎は――猛烈に感動していた。

「俺は……俺は……今まで……」

「ご……御主人様？」

「今まで間違っていた……俺は……何という遠回りを…………」

　聖母マリアに出会った信徒の如く滂ぼう沱だと涙を流しながら榮太郎は譫うわ言ごとのように言った。

「迂う闊かつだった……此処に人類の夢がまた一つ……」

　ライト兄弟とかアームストロング船長が聞いたら激怒しそうな事を言いながら榮太郎は震える手を伸ばす。

「萌えアイテムの相乗効果を知っていながら……知っていながら、今までこんな簡単な方法に気付かなかったとは！　眼鏡！　そう――ただ眼鏡を掛けるだけでこんなにも！　あああああこんなにもおおおおぉッ!?」

「きゃーっ!?」

　珍しく悲鳴を上げながら榮太郎に押し倒されるエーネウス。

　榮太郎はエーネウスに――眼鏡で尻尾で獣耳と、萌えアイテムフル装備のメイドさんの胸にぐりぐりと頰擦りしながら歓かん喜きの叫びを上げる。

「あああああ……これでもう、これであとは、三つ編みで妹でロボでツンデレでボク少女だったら俺はもう俺はもう……！」

　色々と萌えの道も業ごうが深そうである。

「……ちょ……駄目……こんな処で……」

「ああああああああ」

　ぐりぐりぐりと構わず頰擦り続行中の榮太郎。












　だが――

「御……主人……様――御主人様ッ!!」

　がすっ――とかなり危険風味な音を立てて榮太郎の脳天にエーネウス愛用の武器〈デスキン〉が食い込む。榮太郎は頭部から噴水のように血を撒まき散ちらしながら――どうやらかなり頭に血が上のぼっていたらしい――殺虫剤の直撃を受けた虫のように、手足を縮めてごろんとその場に転がった。

「……落ち着いてください」

　衣服の乱れを直しながらエーネウスは言った。

　ついでに眼鏡も外してポケットに入れる。

「お……落ち着くから」

　懲こりずににゅいっと復活しつつ榮太郎は言った。毎度の事ながらどういう肉体構造をしているのかこれまた謎ではあった。

「落ち着くからもう一度眼鏡を掛けて『べ、別にこんなの嬉うれしくなんかないんだからねっ？』とか言ってくれ。こう――ツンツンした中に微妙な恥じらいとか入れて」

「嫌です」

「そんな事言わずにさあ……」

「駄目です」

「……意地悪……」

「拗すねても無駄です。というか御主人様が拗ねても可愛くありません」

「むう」

　腕を組んで唸うなる榮太郎。

「仕方がない。それは今後の課題に」

「『今後』って何ですか『今後』って――」

「まあそういう訳でな」

　先程の錯さく乱らんぶりが幻であるかのように、一瞬にして常態へ戻ると榮太郎は言った。

「俺は色々と忙しい訳だが――何か用か？」

「…………」

　異様に疲労の蓄積した表情で溜め息をついてから……エーネウスも仕事用の事務的な無表情に戻る。

「教務課の方から呼出が。用件の中身までは伺うかがっておりませんが」

「うん？　教務課が？　何だろうな。最近はあまり何もしてないと思うが」

　つまりそれは以前は呼出を喰らうような事をしていたという事か。

「まあいいや。三十分程で出頭すると伝えておいてくれ」

「御ぎよ意い」

「ところで――エーネ」

　メガネウスの１／10スケール・モデルを片付けながら榮太郎は言った。

「拓人達の状況に変化は特にないか？」

「拓人さんですか？」

　エーネウスは首を傾げる。

「いつも通りのようですが――何か？」

「どうも〈連盟〉の奴等が拓人と鈴穂ちゃんを狙っているみたいだからな。まあとりあえず今は〈学園〉と〈連盟〉は互いに相手の出方を窺うかがって身動きとれない状況だから、そう大きな動きに出るとも思えないんだが――それにしてはこの間の襲撃は大胆だったしな」

「氷ひ室むろ明あき人と――ですか」

　数日前に拓人達は〈連盟〉に所属する魔法使いの襲撃を受けている。

　鈴果の暴走騒ぎで有う耶や無む耶やになってはいたが――決して無視して良い話でもない。

「始源的神魔創造者――言うなればそれは最終兵器です。そうそう無意味に手を出してどうなるものでもないとは思うのですが」

　始源的神魔創造者。

　秘ひ匿とく名――〈聖母〉。

　始源的神魔創造は禁じられた能力である。使ってはならない。本来ならば存在してもならない。その発動は世界の均衡そのものを崩すからだ。

　だが――

「世界を滅ぼすのが目的って奴もいるわな」

　肩を竦めて榮太郎が言った。

　例えば自殺者とひと口に言っても、自分に絶望して死を選ぶ人間ばかりではない。

　世界そのものに絶望して世界との決別を目的に死を選ぶ人間も少なくないのだ。そしてもしそうした者達に、世界を道連れにして死ねる手段を与えれば――彼等は躊躇いもなくそれを使うだろう。

「とりあえずプチネウスを一体、ステルス・モードで拓人さんのマンションに常じよう駐ちゆうさせてありますが特に変化はないようです」

「……そういえばミヤビとシンクラヴィアは何処行った？　少し前から姿を見ないが」

「それは私にも……」

　立場的にミヤビやシンクラヴィアの上に立つ事も多いエーネウスだが、別に彼女等の上司という訳でもない。あの暗殺者くずれの二柱は、あくまでも榮太郎の保護監督下にあるというだけの事である。

「まあいいか。とにかく拓人の処の監視は続行」

「御意」

「ああそれと――眼鏡返せ」

「駄目です」

　明後日の方向を向きながらエーネウスは言った。

「これは今夜まで預かっておきます」

「今夜までって…………」

「…………」

「…………」

　微妙な沈黙が双方の間に横たわる。

　頑かたくなにそっぽを向き続けるエーネウスの頰が若じやつ干かん赤らんだように見えたその時――

「――鳥とり目め？」

　呟いた榮太郎の脳天に〈デスキン〉が再び食い込んだ。
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　週末――土曜日の朝。

　マンションの一階には郵便受けの中身を改めに下りてきた拓人の姿があった。

　オートロック式玄関になっているマンションには多い形式だが――拓人達の住むマンションも一階の玄関脇にまとめてハチの巣のように郵便受けが並んでいる。一応は住人か彼等の招いた客しか入れないというのがこうしたマンションの建前たてまえなので、配達される新聞やら郵便物やらはこの玄関脇の壁に設置された郵便受けに放り込むようになっているのだ。まあ実際には、顔なじみの新聞配達員等はオートロックの暗証番号を知っていて各戸に直接配達してくれたりもするが。

　何にせよ一日に一度は一階まで下りて、この郵便受けを改める必要がある。

　学校等がある時はそのまま鞄の中に郵便物を入れて登校したりするのだが、休みの日ともなるとその為だけに下りて行かねばならない。さすがに日曜に郵便物が入っている事はないが、土曜の午前中に郵便物が届く事はありうるし、最近は宅急便業者がメール便だの何だのと称して日曜日に郵便物モドキを届けてくれる事もあるので、拓人としては一応休みの日でも毎日確認する事にしているのである。

「んー……」

　ぱかりと郵便受けの蓋ふたを開いて中身を確認。

　郵便物もそれに類似のものも特になし。宅配ピザだの古物商だののチラシは何枚か入っていたがこれは用も興味もないので、郵便受けの近くに置かれたゴミ箱に投とう棄き。

　作業終了。

　拓人はもう一度欠伸をしながら部屋に戻ろうと踵きびすを返した。

　その時――

「…………？」

　何処からともなく聞こえてくる――旋律せんりつ。




　ずんちゃっかずんちゃっかずんちゃっかずんちゃっか……

　ちゃーちゃーちゃー、ちゃーちゃちゃー、ちゃーちゃちゃー

　ちゃーちゃーちゃー、ちゃーちゃちゃー、ちゃーちゃちゃー




「…………」

　拓人は眉まゆを顰ひそめる。

　聞き覚えのあるメロディではあった。割と有名な映画のＢＧＭだ。

　だが演奏する楽器が違う。

　本来は重厚なオーケストレーションによって奏かなでられるはずのその音楽は、メロディラインを担当する口笛じみた音と、伴奏を担当するウクレレの音によって絶妙に聴く者に脱力感を誘いざなう曲調となっていた。

『帝国のテーマ』――別名『ダースベ●ダーのテーマ』とも言われる曲のアレンジだ。

　アメリカの某大ヒット映画――『全九部作』とかブチ上げておいて途中で監督が飽きたのか体力が尽きたのか結局六部で終わったと言われている――ＳＦF宇宙戦争超大作の中のＢＧＭである。

　ちなみに……拓人は知らなかったが、今響いているコレはその映画のサウンドトラックのカバーアルバム、『ウクレレフォース』の中の一曲であった。

　俗称――『やる気のないダース●イダーのテーマ』。

　原曲は有名だが、さすがにこんなキワモノを流しながら走るちり紙交換や廃品回収車や竿ダケ売りもいないだろう。

　ではこの音の源は――

「……なんだ？」

　呟いて拓人は玄関を振り返る。

　硝子張りになっている玄関の扉越しにマンションの前の風景を見る事ができる。

　特に変わり映えのしない見慣れた風景がそこにはあった。毎日毎日見ているものだから眼を瞑つむっても寸分違わぬ像を瞼まぶたの裏に結べる位だ。

　だからこそ……ほんのちょっとした変化でもやけに大きく見えたりする。

　道路標識が新品に変わったとか。向かいの家の花壇の花が咲いたとか。見慣れた日常の内では、たとえそれが目立たない小さなものであっても人はそれを違和感として即座に認識する。

　ましてそれが人間大のものであるならば気付かないはずがない訳で。

「…………え？」

　瞬きする拓人。

　途方もない違和感を毒ガスのように放散ほうさんしながらそれは拓人の視界の端に存在した。

　人影だ。黒一色に塗り込められた人影である。

　それは悠ゆう然ぜんとした足取りでマンションの玄関に向かって――つまりはそこに呆ぼう然ぜんと立ち尽くす拓人に向かって近付いてくる。

　見慣れぬ姿ではない。実はよく知っている。

　それは有名人だった。恐らく世界中で何百万何千万の――場合によっては何億もの人々がその姿を見慣れているだろう。

　ただし大抵の人間は画面の中で……だが。

　まあ少なくとも自宅のマンションの前で『彼』を見た人間はそうそういまい。

「…………」

　しゅこーっ。しゅこーっ。しゅこーっ。

　緊急用酸素吸入器みたいな音を立てながら、脱力必至のウクレレの音を背負い、それは近付いてくる。黒い仮面。黒いマント。胸の生命維持装置パネルのスイッチ以外は完全に真っ黒けの衣装。

　通称『シ●の暗あん黒こく卿きよう』――

「なんでダー●ベイダーが此処に？」

　呻うめくように拓人は言った。

「……ええと」

　とりあえず笑えばいいのか。それとも逃げればいいのか。よくわからないまま拓人は呆然とその近付いてくる暗黒のフォース使いを見つめていた。見つめる事しかできなかった。

　でもって。

　――がつん。

　拓人の見守る中――硝子の扉にぶつかる暗黒卿。

「…………」

　ぺたぺたと硝子を触る処を見ると、どうもあの仮面、視界はあまりよろしくないらしい。暗黒卿は首を振ると指を伸ばして暗証番号を入力。扉はするすると開いて暗黒卿は悠然とマンションの中に入ってきた。さすがはフォースの暗黒面を極めたとされる暗黒卿――マンションのオートロックではその行く手を阻む事はできないらしい。

「…………」

　暗黒卿は拓人の前に立った。

　マントを翻ひるがえす黒い腕――そこから一条の光が伸びた。

　光の剣ライトセイバー。

　ぶおんぶおんと羽虫のような音を立てるその凶器を構えながら暗黒卿は言った。

「……ゆー、あー、まい、さん」

「………………」

　拓人は無言。

　暗黒卿も無言。

　土曜日の爽さわやかな朝――マンションの玄関にて無言で対たい峙じする少年と暗黒卿。

　緩やかに流れるウクレレの旋律。

　何処かで鳩が平和そうにくるっくーくるっくーと鳴いていた。

「…………僕は」

　拓人は眼を半眼にして言った。

「フォースの暗黒面に落ちるよーな父を持った覚えはありません」

「なっ……!?」

　愕然と暗黒卿はよろめいた。

「ちょ……おまっ……それはないだろ？」

　ぶんぶんと光剣を振り回しながら暗黒卿は言った。

「折角せつかくお前……色々凝ってきたのに!?　そこは『のおーっ！』だろ？　受けると思って、受けると思って……このレプリカマスクも高かったんだぞ!?　コスチュームだって！　一応マスターレプリカ社のライトセイバーまで買ってきたってのに――」

「…………」

「くそう、もう『帝国の逆襲』は旧ふるいのか？　こんな事なら『バット●ン』か『スパイ●ーマン』で攻めるべきだったのか……!?」

　地じ団だん駄だを踏む暗黒卿とそれを冷ややかに見据える拓人。

　そこへ――

『タクちゃん』

　なかなか戻ってこない拓人を怪訝に思ったのか――エレベーターから下りてきた鈴穂が、マンションの玄関で駄々っ子の様に脚を踏みならしている暗黒卿を見て硬直する。

『な――なに!?』

「おお？　おお――鈴ちゃんか！」

　がばりと両手を広げマントを広げて暗黒卿は鈴穂に歩み寄る。

「大きくなったなあ！」

『ちょ……ちょっと。何？　何なのこれ、タクちゃん!?』

　怯おびえて後ろに引きながら書き示す鈴穂。

　だが――

「なんだ。鈴ちゃん、俺がわからないのか？　酷ひどいなあ。まあでももう五年も会ってないからしょうがないな。はっはっは」

「……仮面被かぶってるからだと思うけど」

　冷静な拓人のツッコミ。

「……おお！」

　ぽん――と手を打つと黒ずくめの怪人は自分の頭部に手を掛けてがぼりと仮面を外した。

　中から現れたのは何処か人の善よさそうな中年のおっさんの顔。

　中年と言ってもあまり太っている印象はない。むしろ細身だ。特徴らしい特徴はない顔なのだが目立った欠点もない。見方によってはナイスミドルと言えなくもなかろう。それなりの衣装――高級ブランドのスーツでも着せれば、それなりに女性に人気が出るかもしれない。まあそれだけにダースベイ●ーのコスプレをしていると余計に変なのだが。

『あ――』

　鈴穂は眼を丸くしながら書いた。

『彰彦あきひこ伯父さん!?』

「いえーす。あんくる彰彦ですよ～」

　暗黒卿の仮面を小脇に抱えてその中年は朗ほがらかに笑った。

『いつ日本に？』

「今朝だよ。なんだ――拓人から聞いてないのか？」

「――へ？」

　眼を瞬かせる拓人。

「僕？　なんで？　っていうか、なんでいきなり――」

「いきなりじゃないだろ。ファックス送ったろ？　アメリカ出る直前に」

　当然――といった口調で彰彦は言った。

「…………」

「…………」

　怪訝そうに顔を見合わせる拓人と鈴穂。

　当然ながら寝ぼけていた拓人と切れ端しか見ていない鈴穂がファックスの存在を覚えているはずもなく。

「まあいいさ」

　彰彦は肩を竦めて言う。

「懐かしの我が家だ。しばらく厄介やつかいになるぞ――ってのも変か。俺の家だもんな。はははははは」

　そう言って彰彦は――鈴穂の伯父にして拓人の父である羽瀬川彰彦はぱんぱんと気易い調子で拓人と鈴穂の肩を叩いた。
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　拓人の記憶の中の彰彦は――ひどく限定的で曖昧な印象しかない。

　幼い頃に色々と可愛がってもらった記憶はある。今にして思えば何処かよそよそしい態度で息子に接していた母親に比べれば、余程、拓人を自分の子供として大事にしていたのだという事はわかる。

　何度も何度も遊んで貰もらった。

　日曜日はよく何処かに連れて行って貰った記憶がある。

　公園。遊園地。水族館。

　右手に大好きな『フルアクション・アニレオン』の人形を持ち、左手は父と手を繋つないで色々な処に行った……そんな記憶は確かにあった。楽しかったという記憶もある。確かにそう感じていた自分がいたのを覚えている。

　当時の自分はきっと父の事が大好きだったろう。

　だが――

　何度思い返しても当時の父の顔を脳のう裏りに描き出す事ができない。

　せいぜいが横顔が曖昧に見える程度でしかない。

　それはきっと――自分が棄てられたからなのだと拓人は思っている。

　母にまず棄てられた。

　そしてまた母に棄てられた自分は父にも棄てられた。

　母程に露骨な捨て方ではなかったように思う。失踪しつそうした母と異なり、父はなんだかんだといって拓人に生活費を送金し続けてくれたし、進学の学費も出してくれた。親としての最低限の義務は果たしてくれていたのは間違いない。

　だが。

　母が拓人を棄てて出て行ってから、半年と経たずに父はアメリカに行った。

　拓人を――置いて。

　無論、アメリカに行ったのは会社の辞令があったからだろうし、拓人を置いていったのも、未だ幼い息子を外国という極端な環境に連れて行くのに躊躇いがあったのかもしれない。進学やら何やらの事を思えば、日本の方が環境が安定しているのは間違いない。

　だがそんな事は当時の拓人にはわからない。

　ただ――父にまで置いて行かれた、という意識だけがあった。

　恐らく自分が普通に育つ事ができたのは、本物の両親以上に良く接してくれた鈴穂の両親のお陰かげだと拓人は思う。本来、自分が最も信頼できるはずの相手に相次いで裏切られた事で刻まれた心の傷は、きっと幼い子供には相当な負担だったはずだ。

　今はもう拓人にそれを恨んだり悲しんだりする気持ちはない。

　だが――それでも。

　拓人は彰彦の事を素直に受け入れられない。

　父とは呼ぶ。認めてもいる。だがまるで――そういう役の人物を役名で呼ぶかのような、微妙な違和感がある。この人が自分の父親だという実感が彰彦を前にしても出てこない。父親というレッテルを貼られた他人を見ているかのような気分になるのだ。

　だから――
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「ちょ……ちょっと待っ……待って！」

　ずんずん歩いていく父――彰彦の背を追い掛けながら拓人が叫んだ。

　おろおろした様子の鈴穂も一緒である。彼女も『伯お父じさん、待って』と書いたノートを示しているが、彰彦が振り返らないので全く無意味であった。

「待ってったら！」

　小走りで彰彦に追いつきながら拓人が言った。

「うん？　どうした？」

「ちょっと待って。家は今は――」

　タナロットがいる。

　たまたまファルチェは杖の状態であったので――ベッドや部屋数の関係からファルチェは普段、リヴィングの定位置で杖の状態になって眠る事になっている――いいとしても、家の中に入れば間違いなく彰彦とタナロットは鉢はち合あわせする。

「家がどうかしたのか？」

　と立ち止まって尋ねる彰彦。

「いや……だからその。ええと、散らかってるから！　そう、散らかってるから、何て言うか駄目なんだよ！」

「はっはっは。男の一人暮らしなんてのはそんなもんだろ」

　そんなもん、ではないから困るのであるが。

　まさか彰彦も拓人が少女三人――もとい四人と一緒に暮らしているなどとは思うまい。

「俺は気にしないよ。自分の家だしな」

「いや――だから。というかいきなり帰ってこないでよ！」

「あ……いやそれはそうだが……ファックス送ったろうに」

　少し拓人の勢いに気け圧おされるような様子で彰彦が言う。

「知らないってば！」

　必至の形ぎよう相そうで喚く拓人。

「…………ふむ？」

　怪訝そうに彰彦は息子の顔を見つめる。

「何だか知らないが俺を家に入れたくない訳か？」

「いや……そのそういう訳じゃ……ないけどさ」

「うーん。まあ拓人も年頃だからな。エロ本とかエロビデオとか置いてあっても俺は気にしないぞ？」

「違うったら！」

「じゃあ何だ？」

「…………ええと」

　言葉に詰まる拓人。

　まさか五年もアメリカに行ったままだった父親がいきなり帰ってくるとは思ってもみなかったのだ。咄とつ嗟さには上手い言い訳が思い付かない。

「うーむ。まあそこまで言うなら家に入るのは止めるか。別にホテルに泊まってもいい訳だしな」

　意外な物わかりの良さを示して言う彰彦。

「うん……そうしてくれると、助かる」

　拓人はほっと安あん堵どの息を吐く。

　その時――

「――タクト！」

　折角何とかなりそうだった状況を無情にもあっさりぶち壊こわす声が響いた。

　タナロットである。

　彼女は廊下の奥――拓人達の家の扉を開いて飛び出してきた。

　それもあろう事か……下着姿で。

「タクトタクト！　テレビで今お得なテレホンショッピングをしていたのである！　何ととっても健康に良くてお腹も満足のクロレラ機能性食品『ソイレント・グリーン』が定価の四割引――」

　言いながら駆け寄ってきたタナロットは、『あちゃあ』といった様子で顔を覆う鈴穂や天井を仰いでいる拓人、そしてびっくりした表情で固着している彰彦を順番に眺めた。

「――みゃっ？」

「き……君は？」

　彰彦が尋ねるとタナロットは何か宣誓せんせいするかのように片手を上げて言った。

「タナロットなのである！」

「ええと君はその……どうしてうちから出てきたのかっていうか、その、拓人とは一体どういう関係――」

「みゃ？　タクトであるか？　我はタクトのしも――」

『おじさま！』

　脱兎の勢いで飛び出した鈴穂がアックスボンバーを掛けるかのように腕をタナロットの首に引っかけて黙らせ、彼女の顔を覆い隠すようにノートを示した。

『この子は実はうちに下げ宿しゆくしている留学生でタナロット・アンサーティンっていって遙かアフリカはナノデアル共和国からやってきた脅きよう威いの野生児なものだから色々常識がなくてあはは鈴穂困っちゃう』

　かなり支し離り滅めつ裂れつな感じで書き散らしながらも、一応それらしい事が書いてあるのは、学校や友人達に対して表向きはそういう事にしようと前から決めてあった『設定』だからである。

「え？　いやしかし――」

『本当にこの子はもう常識がないからもう下着とかでうろうろするなって言ってるんだけど実はこれは部族の習慣でこう一日に一回は下着で徘はい徊かいして祖先の霊を供養するという掟おきてがあるからもうこれはしょうがないというかなんというか破ったら磔はりつけ獄ごく門もんなのでもうどーしよーもないっていうか』

「……はあ」

『今日は一緒にこの子とタクちゃんの処に遊びに来ていたんですけど、ええとちょっとこの子持病の発作であることないこと口走るので適当に無視して頂けると鈴穂僥ぎよう倖こうに感じますとか想ったり思わなかったりええもう別に一緒に住んでるとかそういうのじゃないですよええもう』

「…………」

　眼を瞬かせながら鈴穂の書き立てる噓八百を眺める彰彦。

　そして――

「そうなのか？」

「……ええと、うん。そうそう。そうなんだよ」

　慌ててぶんぶんと首を上下に振って頷く拓人。

『そういう訳ですから私とこの子は退散しますね親子水入らずの処を邪魔しちゃ悪いしええもうあはははは』

　そう書いて鈴穂は、突然の事に眼を白黒させたままのタナロットをずるずると引きずって行き――そして未だ同じ階に留まっていたエレベーターの中に消えた。

「……なんだか良くわからないが。いいのか？」

　エレベーターの方を指差して彰彦が尋ねる。

「……まあ、多分」

　あまり自信のなさそうな口調で拓人は言った。
















＊






　エレベーターの中でペンダントを操作。

　暴れ出そうとするタナロットを、出現した鈴果と二人がかりで押さえ付け、鈴穂はマンションの一階まで下りてきた。

「何をするのであるか！」

　鈴果に羽は交がい締じめにされたタナロットが叫ぶ。

「我はタクトと一緒にジャパネットた●たのテレビショッピングを見るのである！　今ならお得でフリーダイヤル０１２０――」

『タナロット。しばらくタナロットはうちで寝泊まりして』

「――みゅ？」

　唐突な鈴穂の言葉にタナロットは暴れるのも忘れてきょとんとした表情を浮かべた。

『彰彦伯父さんが日本にいる間はまずいの。私達が一緒に住んでるなんてばれたら、いくら彰彦おじさんでも笑って済ませてくれるとは思えないし……それに何よりタクちゃんの魔法使いとしての顔がばれちゃう可能性高いでしょ』

「……みゅみゅ？」

　首を傾げるタナロットに鈴穂と鈴果はあの彰彦が拓人の父親である事、今までアメリカに住んでいて五年ぶりに帰国した事などを教えた。

　だが――

「みゅ……？　でも何かあったら記憶を消せば良いのではないか？　なのである」

　確かに彼女の言う通り、今までは――他の、双葉や葉月や、ついうっかりまずい場面を見られた人々には、拓人は記憶操作を施ほどこして事なきを得てきた。

　だが……

『彰彦伯父さんには通用しないのよ』

「――みゅ？」

　実を言えば――彰彦の記憶操作に関してはもう何度も鈴穂の母・秋あき穂ほが現役時代に試みている。

　元々鈴穂の両親と拓人の両親は結婚前から親戚しんせきで付き合いがあり、未だ秋穂が魔法使いとして現役であった時代も、彰彦・武彦たけひこの羽瀬川兄弟は、亜あ紀き美み・秋穂姉妹とは家族同然、一緒に行動する事が多かったのだという。

　だが〈学園〉の魔法使いは自分の存在を一般社会に知られてはならないという規則がある。それは〈学園〉の秘密主義の結果として造られた、恐らくは唯一にしてほぼ絶対の不文律であり、これに違反した場合――〈学園〉の関係者はその資格と、〈学園〉に絡む記憶を全て剝奪はくだつされる。

　つまり秋穂としては、一緒に行動する事の多い亜紀美や彰彦、武彦にまで自分の正体を隠さなければならなかった訳だ。そしてその為の魔法――記憶操作の魔法も彼女はきちんと心得ていた。これは〈学園〉においては最初に教えられる魔法で、稀き代だいの魔女として名を馳はせていた彼女にとっては朝飯前の魔法であった。

　要するに一般社会に〈学園〉や魔法使いの事がばれなければいい訳だから、その前後の記憶を消してしまえば、少なくとも直接的な情じよう報ほう漏ろう洩えいはなくなるという理屈だ。

　だが……

　彰彦はある種の特異体質だった。

　結論から言えば彼には記憶操作は効かないのである。

　理由は未だよくわかっていないが……一説には鈴穂の〈宵藍の侵奪者ミツドナイト・ブルー・ヴアンパイア〉に近い特性が彰彦の身体にはあるのだという。鈴穂のそれの様に積極的に周囲の魔力を吸収して魔法を無効化するような事はないのだが、彼の内部――特に意識に作用するような魔法は、発動して効果を発揮する前に解除されてしまうのだ。

　拓人といい、鈴穂といい、秋穂といい、彰彦といい……あるいは羽瀬川家にはそういう魔法に関連の深い特異的な遺伝子が何か混じっているのかもしれなかった。

　まあそれはともかく。

　何にしろそういう訳で彰彦には最終手段――即ち『記憶いじってなかった事にする』が使えないのである。

　つまりこれまで双葉や葉月といった一般人に接してきた以上に彰彦に対しては気を付けないとまずいという事だ。

『たとえ親兄弟でも、魔法使いだって事が一般にばれたら、タクちゃんは記憶を消されちゃうし、そうなったらタナロット、あんたもタクちゃんと一緒に暮らせなくなるわよ』

「みゅ。それはまずいのである」

　珍しく素直に納得するタナロット。

　まあ単純に拓人を引き合いに出しているからという事もあるのだが。

「でもスズホ」

　タナロットが言った。

「ファルチェがいるのである」

「え？　――あ」

　と声を上げたのは鈴果の方である。

「ファルチェだけ残したままだと抜け駆けとかしたりするのである」

「……てめぇが言うか」

　と唸るように言う鈴果。

　そう――ファルチェは杖状態のままで羽瀬川家に置かれている。

「今から取りに戻るか？」

『うーん……』

　一瞬迷う鈴穂。

　だが――

『でもファルチェはタクちゃんの側にいないと……』

　実は最近――拓人はファルチェを家に置かずいつも持ち歩くようにしている。

　これは先日の〈連盟〉の魔法使い、即ち氷室明人の襲撃があった為だ。

　どうやら〈連盟〉が拓人や鈴穂に興味を持っているのは間違いない。この為、護身用具として拓人はファルチェを肌身離さず持ち歩くようにしていた。無論、そのまま魔法機杖を持って歩く訳にいかないので魔法を掛けて携帯電話の形状にしてあるのだが。

　同様に鈴穂も携帯電話の形にした〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉を持ち歩いている。彼女も〈連盟〉に狙われる可能性があり、武器を持ち歩く必要があるという事で、寒さ河が江み教授が『形態変化シェイプチェンジ』の魔法効果を持つ呪じゆ符ふをくれたのである。

『まあそれにいくらファルチェでも伯父さんの前で変形とかしたら、洒落しやれにならないのはわかるでしょうし。一応――監視も付けてあるしね』

「――みゅ？　監視であるか？」

　とポケットから鈴穂が取り出したのは、小型のメモリ・オーディオ――ではなくて盗聴器の受信機であった。ぱっと見ればそれはメモリ・オーディオに見えなくもないのだが、中に詰まっているのは魔法技術満載の盗聴受信機である。

　これは榮太郎謹製のものだ。

　建前上は『〈連盟〉に拓人が襲われた時に迅速じんそくに救出に向かえるように』とのものだが、無論、鈴穂の目的は、タナロットやファルチェの抜け駆け察知である。実を言えば先日の夜中にタナロットの動きを鈴果が察知したのもこの装置のお陰だ。

「みゅ。わかったのである」

『とりあえず鈴果――携帯電話で母さんに連絡して。多分この時間だったら家にいるだろうから車で迎えに来て貰えるでしょ』

　鈴果に携帯電話を渡す鈴穂。

　だが鈴果は怪訝そうな表情を浮かべて言った。

「うん？　歩いても十五分とかからないだろ？」

『さすがにタナロットをそのまま連れて歩くのはちょっと』

「……あ」

　鈴果と鈴穂が赤毛の魔神を振り返る。

「みゅ？　どうかしたのであるか？」

　未だ真冬の肌を刺す寒気の直中で、下着姿の少女は怪訝そうに首を傾げた。











　第二章　なんだかぎこちないんですけど。







　まず最初に意識したのはリズミカルに包ほう丁ちようがまな板を打つ音だった。

　とんとんとんとん――その響ひびきは素そ朴ぼくで何ど処こか暖かい。まるで何かを誘さそう音楽のようにそれは耳に優やさしく淡々と鼓こ膜まくを撫なでる。

　赤ん坊は母親の胎内たいないで聞いている音を耳にすると落ち着くと言われているが……曖あい昧まいに溶けた意識でそれを聞いていると、ひどく安心した気分になれるのは、何処かで母が未いまだ当たり前のように台所に立っていた頃を――自分が何の不安もなく両親の庇ひ護ごの下で微睡まどろんでいられた頃を、懐なつかしく思う気持ちが残っているのだろうか。

（…………）

　次に感覚を刺し激げきしたのは漂ただよってくる味噌汁の匂においであった。

　曖昧な闇色の満ちた眠りの世界から、白く冷たい覚かく醒せいの領りよう域いきへとゆっくり意識を浮かび上がらせつつ――拓たく人とはぼんやりと考える。

（……今朝はアサリの御味噌汁か……）

　彰彦あきひこの帰国から一夜明けた――日曜日の朝。

　昨日の拓人は大変だった。

　鈴すず穂ほの機転でタナロットの事は誤ご魔ま化かせたものの、記憶処理ができないという状況に拓人はやたらと手こずった。ある程度の覚悟はしていたのだが予想以上だったのだ。

　そもそも記憶操作は確かに便利な事実隠いん蔽ぺい手段だが、元々他人の心に踏み込む以上、あまり濫らん用ようすべきではない。故ゆえに拓人としても行うのは必要最小限、普段からそうそう知り合いの記憶をいじっていた訳ではないが――何処かで『どうしようもなくなったら記憶操作すればいい』と甘く考えていた部分があるのかもしれない。

　いざ彰彦を前にしてとにかく記憶操作なしで誤魔化すのに拓人は苦労した。

　例えば部屋の中の私物。

　そこで生活していればどうしても個人所有の小物だの何だのが増えてくる。これらを彰彦の眼に止まらないように隠す為、拓人は綱渡りのような気分で幻影げんえいの魔法をごにょごにょと唱えたり、咄とつ嗟さに身体で隠して誤魔化したりした。

　他にも同居生活――同どう棲せいならではの品は沢山ある。

　歯ブラシ。下着。果ては冷蔵庫の中身まで。

　これら細々したものを隠し、あるいは誤魔化し、とりあえず『まあここまでやれば大丈夫だろう』と思える状態にまで部屋の中を整えるのに――しかも同じ部屋にいる彰彦の目を盗みながら――結局、拓人は丸一日かかった。

　お陰で昨日はよく眠れた訳であるが。

（……御味噌変えたのかな……）

　やはり未だぼんやり輪郭りんかくの溶けた意識で拓人はそんな事を考える。

　ちなみに。

　基本的に羽は瀬せ川がわ家け――というか拓人のマンションにおける朝食は和食である。

　拓人としては別にこだわりはないのだが、少女達三人との共同生活において、主に台所を取り仕切っているのが鈴穂で――でもって彼女が基本的に和食党であるからだ。

　何でもこれは母親の秋あき穂ほからの仕込みらしい。

　元々秋穂は、普段着として和服を着て歩くような趣味をしているし、鈴穂の実家も木造平屋の純和風作りの家である。当然ながら彼女が娘に教えた料理もほとんどが和食のもので、むしろ鈴穂は拓人のマンションに来るまで、簡単料理の定番であるカレーだのハンバーグだのさえ学校の家庭科の時間以外では作った事がなかったのだという。

　まあ何にしても、秋穂によく仕込まれていたので、鈴穂はそれなりに料理は上う手まい。

　ただ――

（……あれ……？）

　ふと覚える違和感。

　鈴穂。朝食。彰彦。帰国。

「――！」

　愕がく然ぜんとした表情でがばりと起きあがって拓人はベッドを下りた。

　余計なゴタゴタを避さける為に、鈴穂もタナロットも鈴穂の実家に行っているはずだ。

　では台所で今――朝っぱらから包丁を握り、味噌汁を作っているのは一体誰だ!?

「まさか――」

　慌あわてて部屋を出てキッチンとダイニングに隣接りんせつしたリヴィング・ルームに入った拓人は、予想通りの光景を眼にする事となった。

　小さくメロディを口ずさみながらまな板の上のネギを刻きざんでいる少女が一人。

　後ろ姿なので前は見えないが、エプロンをしていて、長い黒髪も料理の邪魔にならないようにバレッタで束たばねているのはわかった。ただ料理をしている……それだけのはずなのにその後ろ姿には妙に色っぽく見えるのは何な故ぜなのか拓人にもよくわからなかった。

　典型的てんけいてきな『結婚ホヤホヤ、夫の為に朝食を作る妻』の図である。

　しかもやけに手際がいい。

　問題は――

「……何やってるの……ファルチェ」

　呻うめくように拓人は言った。

　何やら普段と格好が違うし、いつも耳についているパーツも何処にやったのか見当たらないし、髪の色もどういう訳か真っ黒に染まっているが……それは間違いなくファルチェであった。

　ファルチェはにっこり笑って拓人を振り返った。

「あら。お早う御座います～羽瀬川先輩せんぱい～」

「…………え？」

　眼を瞬まばたかせながら固まる拓人。

「『先輩』？」

　普段ファルチェが拓人の事を呼ぶ時は『御主人様』か『拓人様』が基本である。拓人としては少々くすぐったいというか、かなり恥ずかしい呼称なのだが……可変型魔法機ヴアリアブル・ワンド杖である彼女にとっては、使用者であり所有者である拓人を呼ぶのは確かに『御主人様』が適切ではあろう。

　だが――

「一体何を――」

「――おおっ!?」

　拓人の台詞せりふに重なるように扉の開く音がして――更に驚きの声が上がった。

「……あああ」

　思わず拓人は頭を抱えたくなった。

　言うまでもなく奥の部屋から出てきたのは彰彦である。

　どういう趣味をしているのか――青と赤を基調として更に蜘く蛛もの巣の模様が入るという、そのまま何処かの壁を登っていきそうなパジャマを着た彼は、眼を丸くして見慣れぬ少女の姿を眺ながめている。












　折角せつかく――折角、鈴穂とタナロットを鈴穂の実家に帰らせているというのに、ファルチェがいきなりこんな事をしていたら、全て台無しである。

　一体この少女は何を考えているのか。

「なんだなんだ？　君は一体――」

「あ。お父様ですねぇ？　初めまして～」

　包丁をまな板の上に置いてぺこりとファルチェは一礼した。

「私、羽瀬川先輩と同じ御み堂どう高校に通っています、不ふ破わ、こづえ、と申します～」

　殊こと更さらにその偽ぎ名めいを強調するような感じで姓と名を区切って発音しながら――というか拓人にもよく聞き取れるような感じで――ファルチェは言った。

「あ……ああ、なんだ、ええとうちの拓人の学校の？」

「はい～後輩です～」

　駄目押しのようににっこり笑顔を示すファルチェ。

「……そういう『設定』か……」

　げっそりした表情で拓人は呟つぶやいた。

　そしてそこでようやく彼は気付いた――ファルチェがエプロンの下に着ているのは、御堂高校の制服である。恐らく鈴穂やタナロットが着ているものを複写して自分で造ったのだろう。ファルチェにしてみれば簡単な事である。

　この制服も、髪を黒く染めているのも、耳のパーツを隠しているのも、要するに『私は拓人先輩の後輩なんですよ～』と言い張る為のものらしい。

「いや……しかしなんだ、その、同じ学校の後輩の女の子がどうして――」

　朝食なんぞを作っているのか。

　しかも今日は日曜日である。

　まあ彰彦の疑問はもっともだ。もっともすぎて、当然それはファルチェも予想した事であったらしく、彼女はすらすらと淀よどみない口調で言った。

「羽瀬川先輩のお父さんがぁ～アメリカから久し振りに帰ってこられるとお聞きしたもので～やっぱり久し振りの日本ですからぁ～日本の朝ご飯を御用意した方がいいかなって思っちゃって～」

　何処か舌っ足らずな感じでそう宣のたまうファルチェ。

「いやそうじゃなくて。その――まさか」

　そこでようやく得心とくしんがいった処ところは、ある意味、拓人の父親らしい鈍にぶさではあった。

　実際にはただファルチェの用意した術中というかシナリオにどっぷりがっちり嗔はまり込んだだけなのだが――それは彰彦にはわからない。

「うちの息子と？　君は――その、付き合って？」

　まあ普通はただの後輩だの同級生だのがいきなり朝食なんぞ作りには来ないだろう。というか頼んでも来てくれまい。それこそ――『只今もう恋愛中でラブラブです！　きゃーもー恥ずかしいわーっ！』ってな感じの恋人とかでもない限りは。

　という訳で――勿もち論ろん。

「あ……いえあのぉ……そのぉ……何というかお付き合いというか～そのぉ～」

　などとエプロンを指先で摘つまんで恥じらってみせるファルチェ。

「……えっと……未だ私達高校生ですからぁ……節せつ度どある交際を～でも先輩なら～先輩なら私～っていうかやだ、恥ずかしいですぅ～」

　別に誰もそこまで聞いていない。

　まあそれはさておき――

「そうか……」

　彰彦は大きく頷うなずいた。

「いや、父さん、そうか、じゃなくてね」

「俺に似て奥手じゃないのかと心配していたのだがな……そうか……拓人、お前ももうそんな年齢になったか……」

「どんな年齢だよ」

「女の子を家に連れ込んでいんぐりもんぐりする年齢」

「だから違――」

　……と言いかけて黙り込む拓人。

　ここで違うなんぞと強きよう弁べんすれば、むしろややこしい事になる。

　ただの後輩が先輩のマンションにまで食事を作りに来るなんて事はあり得ない。それこそ未だ鈴穂が来ている方が説得力があるだろう。『彼女じゃなければじゃあどういう関係なんだ』と問われると――説得力のある言い訳が思い付かない。

「ん？　なんだ、拓人」

　険けわしい表情を浮かべて悩んでいる拓人に彰彦はあっけらかんと言った。

「大丈夫――父さん、別に婚前交渉が駄目とかそんな頭の硬い事は言わないぞ」

「そうじゃなくて！」

「だが一応避ひ妊にんはしておけよ」

「……お父様ったら～」

　と両手で自分の頰ほおを挟んで身を捩よじりながら恥じらってみせるファルチェ。

「……うん。どうした拓人？」

「あ……いやええと」

「彼女なんだろ？　違うのか？」

「…………」

「まさか拓人、お前――」

　何を思い付いたのか彰彦の表情が突如とつじよとして引きつる。

「まさか、この子とは別に本命がいて、二股とか三つ股とか四つ股とか掛けてるんじゃないだろうなっ!?」

「そんな事――」

　――ない、と力一杯断言できない実情があったりするがそれはさておき。

「……な、ないけど」

「そうかそうか。うん。なかなか素直で美人な彼女じゃないか。いかにも大和撫子やまとなでしこといった感じで。はっはっは。いやあ――我が息子ながら、どうやってこんな可愛らしいお嬢さんを捕まえたのか」

「……そんな……可愛いだなんて～……恥ずかしいですぅ～」

　やっぱり恥じらってみせるファルチェ。

「いけない。もうちょっとだけ待っててくださいねぇ？　あと十分位でできますから～」

　言ってファルチェは再び朝食の調理に戻る。

「私も着替えてこようかな。いつまでもパジャマじゃ、ええと――」

「こづえでーす」

　片手を挙げて――まるで選挙活動中の政治家のように名乗るファルチェ。

「そうそう、こづえちゃんに失礼だしな。はっはっは」

　言いながらまた部屋に引っ込む彰彦。

　リヴィングの真ん中に取り残されながら、拓人は――

「…………」

　独り長々と溜め息をついた。
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　でもってその頃。

　めきゃ――と音を立てて受信機が壊こわれた。

　勢い余ったのか、未起動状態にあるにも関わらず〈ワルプルギス〉はその下にあった卓ちや袱ぶ台だいまで二つに叩き割り、切っ先は更にその下の畳たたみにまで食い込んでいた。

　受信機に〈ワルプルギス〉を振り下ろした姿勢でハアハアと息を荒げているのは蒼あおい髪の少女――鈴すず果かである。その隣となりにはタナロットの姿もあった。ちなみに今はリボンを解いている状態なので鈴穂と鈴果は一体になっている。

「あんの……似え非せ天然娘～ッ！」

　血走った眼で明後日あさつての方角を眺めながら鈴果は立ち上がった。

　鈴穂の実家――その一室。

　そこで鈴穂達は交替で盗聴器から送られてくる会話を逐ちく次じチェックしていた。

　言うまでもなく今し方、拓人のマンションで行われていた会話も全て鈴穂達の処まで筒抜けである。さすがに映像だの何だのはないが、ファルチェの声は二人共覚えているし、会話の内容を聞いていれば彼女が何をどう企たくらんでいたのかも丸わかりだった。

　将しようを射いんとすれば先まず馬から。

　男子を落とさんとすれば先ず親から。

　まあそれなりに有効な戦術と言えるだろう。

「あんのポンコツ独りで抜け駆けしやがって！　赦ゆるさねえ！」

「みゅっ！　抜け駆けはずるいのである」

　隣でタナロットも顔をしかめて腕を組む。

「……珍しく意見が合ったな」

「みゅ。合ったのである」

「ええい、このままだと拓人の彼女はファルチェだってのが既き成せい事実にされちまう！」

「それはまずいのである」

「ええい、行くぞ、タナ郎！　あの似非天然娘の陰いん謀ぼうをぶちこわす!!」

「みゃ――っ！」

　……そういう訳で。

　少女達はあたふたと着替えると部屋を出て廊下を――こちらの羽瀬川邸は純和風の日本家屋なので庭に面した、板張りの廊下である――をばたばたと駆けていく。

　そこへ……

「あら？」

　眼を瞬かせながら現れたのは、和服のよく似合う中年女性だった。

　鈴穂の母、秋穂である。

　彼女は傍かたわらをばたばたと行儀悪く走り過ぎていく少女達を振り返って言った。

「どうしたの、お行儀悪い。そろそろ朝ご飯よ？」

「ごめん、いらない！」

「いらないである！」

　そう言って玄関に向かって疾しつ走そうする二人。

　そんな少女達の後ろ姿を見ながら――

「…………」

　秋穂は微笑ほほえんだまま右手を振った。

　鈴果とタナロットは慌ただしく廊下を――

「――っ!?」

　あわてて跳び退のく鈴果。

　二人が今しも曲がろうとしていた廊下の曲がり角に――柳やなぎ刃ば包ぼう丁ちようが生えていた。

「…………」

　思わず蒼そう白はくになって立ち止まる鈴果達。

　二人は――笑顔のまましずしずと近付いてくる和服姿の秋穂を振り返った。

「あ……あの？」

「二人ともお行儀悪いでしょう？」

「あ……いや……あの、母さん？」

「鈴穂――じゃなくて鈴果。お母さんの作った御飯が食べられないって言うの？」

　抜く手も見せず、弾丸のような速度で柳刃包丁を投げて見せた和服姿の主婦は、小鳥のように無む垢くな仕草で首を傾げて言った。

「いやそういうんじゃなくて」

「食べられないっていうの？」

「いや……その……だから……」

「食べられないって言うの？」

　秋穂は笑顔のままだ。

　ただし――眼が笑っていない。

「酷ひどいわ……」

「いやあの……」

「折角、久し振りに娘が倍になってお得な感じで帰ってきたから、腕によりをかけて朝ご飯作ったのに……」

「…………」

「折角、マンドラゴラも取り寄せたのに……」

「何処の朝ご飯だよ、それはっ!?」

「意外と煮付けが美お味いしいのよ？」

　平然と言う秋穂。

「とにかく急いでるんだよ！」

「いるのである！」

「帰ってきて頂くから！」

「頂くのである！」

　そう言ってどたばたと走っていく二人。

「タクちゃんも苦労するわね……」

　彼女等を見送ってから――秋穂は壁に突き刺さっていた柳刃包丁をゴリっと抜くと溜め息をついた。
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　そこは『牢獄ろうごく』だった。

　狭せまくはない。むしろ際限さいげんない程に広い。壁も床も天井もない。ただ無限の虚きよ無むだけが広がっていて――それ以外は何もない。

　何もないという事と、何処にも繋つながっていないという事では、それは確かに間違いなく監獄であり牢屋ではあった――しかも完かん璧ぺきな。穴を掘るべき壁がない。曲げるべき鉄てつ格ごう子しもない。外すべき鍵かぎもない。騙だますべき看守かんしゆさえも此こ処こにはいなかった。逃げようにも、そもそも打つ手が全くない。

　その真ん中に――三つの人影が所在なく浮かんでいた。

　男が二人に女が一人。

　紅くれない。蒼。翠みどり。それぞれ生地の色は異なるが、基本的に同じ仕立ての衣い装しようを着ている。容姿はそれぞれ全く違うのだが、その装よそおいは共通していた。丸レンズの入ったサングラスをしている処も同じだ。女の衣装にファーらしきものが付いていたり、男の一人が長剣を提さげているといった違いはあったが。

「あー……暇ひまだ…………」

　男の一人が言った。

　すらりとした長身の男である。何処か神経質そうな――線の細さが印象に残るその顔はある種の学者や研究者の類たぐいを想わせる。それもコツコツと何かを積み上げながら地道に研究を続ける努力型ではなく、思い込みと閃ひらめきで無理矢理にも道を切り開く――だがそれだけに危うい天才型を。

「言うんじゃないよ」

　側そばを無意味に漂いながら女が言った。

「折角忘れてたんだからさ」

　娘――と呼ぶには少々躊躇ためらいが出るか出ないか、といった感じの年齢である。

　少女の清純さは最早望むべくもないが、大人の女性としての匂い立つような色気と、辛酸しんさんも舐なめ尽くしたが故の理知的な――悪知恵にも通じるであろう何処か黒い知性の輝きを秘めた眼が特徴的ではあった。一言で言えば、『悪女』か。それも大抵の男がそれとわかってふらふら近付いてしまうような、蠱こ惑わく的てきな毒を含んだ。

「……すんません、姐あねさん」

「姐さんって言うな」

　顔をしかめて女は長身の男にそう言った。

「ガントの旦那だんなはなんかむしろコレ幸さいわいと座禅組んでますけどね」

「そろそろ悟さとりが開けた頃なんじゃないの？」

　言って二人の視線が集中する先で、それまで眼を閉じていた短たん軀くの男がゆっくりと瞼まぶたを開いた。この男だけは他の二人と違い座禅を組むような態勢でずっと漂っている。その厳いかめしい顔や禿はげ頭あたまと相まって何処かの修行僧を想わせる人物であった。

　もっとも――修行僧は脇に剣など提げはすまいが。

「そう簡単に悟りが開けるようでは誰も苦労せん。即身仏そくしんぶつにでもなればしらんが」

　男が低い声で言う。

　岩同士がごつごつとぶつかり合う音のような――やけに重みに満ちた声だった。

「……へえへえ」

　長身の男が肩を竦すくめて言った。

「しかしこのままだと本当に退屈しすぎて即身仏にでもなっちまいそうだよ」

　女も溜め息まじりにそう言った。

　その時――

「――!?」

　薄闇の中に光が生まれた。

　驚くのと同時に――全員が瞬間的に身構えている様子は、彼等が幾つもの修しゆ羅ら場ばをくぐってきた事の証明でもあった。もっとも遮しや蔽へい物ぶつも何もないこの虚無そのものの牢獄で、身構える事にどれだけの意味があるのかは疑問であったが。

　光がするすると成長していく。

　音も熱もないままにそれは弧こを描き、円となり、自ら区切り取った空間を塗り潰つぶし、やがて鏡のように滑らかな平面を形成した。

「……どうやら即身仏にはならずに済むみたいね」

　女が呟く。

　彼女の眼の前でその小さな丸い鏡面が揺ゆらぐ。

　そこに――一人の少年の姿が映し出されたのは次の瞬間であった。

「――お前は？」

　一同を代表してまず女が尋ねた。

「ヒムロ・アキト――アキトって呼んでくれればいい」

「ふうん？」

　女は少し皮肉げな笑みを浮かべて言った。

「で――アキト坊や。私達に何か用かい？　生あい憎にくとお子様を愉たのしませてあげられるようなお話も芸も私らは持ち合わせていないよ」

「そうかい？」

　殊更に挑発的な女の物言いに――しかし少年は穏おだやかに笑った。

「〈連盟〉分類基準……Ａ級超常能力者クラスＡサイキッカーマリエラ、ミハイル、ガント――それぞれ面白い芸を持っているって聞いたよ？」

「…………」

「〈無為監獄〉の中に二十日間閉じ込められてその気力は大したものだね、三人で閉じ込められたにしても」

　確かにそれは驚異的な精神力ではあったろう。

　退屈は――度を過ぎたそれは人間を壊す。

　例えば内側に何もない箱のような密室に人間を閉じ込めると、数日で精神に異常をきたすという。身動きをできなくした上で視覚や聴覚まで制限してやれば、せいぜい三日で人間の正気は壊れると言われている。

　その意味では此処に三週間も閉じ込められながら減らず口がたたける彼等は、ある意味で驚異的ではあったろう。

「……出たい？」

　少年はからかうように尋ねてくる。

　三人は互いに視線を飛ばして意志を確認する。

「出たら処刑場でした――ってのは御免だね」

「それは大丈夫だよ」

　アキトは朗ほがらかに微笑んだ。

「貴女達を此処に投獄した連中はいない。いなくなった」

「…………」

　女――マリエラが驚きの表情を抑え込むにはそれなりの気力が必要だった。

　取引相手につけ込まれないようにする為には、迂う闊かつに驚いたり慌てたりして見せてはいけない。ポーカーフェイスは基本中の基本。魔法使い相手ならば特に――である。

　故に――

「条件は？」

　マリエラは余計な言葉を排してただそれだけを尋ねる。

「話が早くて助かるよ」

　アキトと名乗った少年は満足げに笑みを深めた。
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　玄関の呼び鈴りんが鳴る。

　まるで何かゲームパッドのボタンと勘違いしているのではないかという位にぴんぽんぱんぽんぴんぽんぱんぽんぴんぽんぱんぽんぴんぽんぱんぽんぴんぽんぱんぽんぴんぽんぱんぽんぴんぽんぱんぽんぴんぽんぱんぽん――鳴りまくる。

「はあい～」

　ぱたぱたとスリッパを鳴らしながら玄関に出向いて扉を開いたファルチェは――そこに凄すさまじい形ぎよう相そうで立つ二人の少女を見る事になった。

　言うまでもなくタナロットと鈴穂である。

「あらあらまあまあ～？」

　のんびりとした笑顔で首を傾げてみせるファルチェ。

　彼女の制服の襟えり首くびを摑つかみ――

『ファルチェ。言い残す事があったらとりあえず聞くわよ』

　文字通り最後通つう牒ちようそのものを書き殴なぐったノートを鈴穂が突き付ける。

　その隣ではやはり顔をしかめながらタナロットが言った。

「裏切り者には死を――である！」

「ええ～私はただ～御主人様に朝食を作ってあげたくて～」

　本気で言っているのか単に韜とう晦かいしているのか――何にしてもファルチェの口調と表情はいつもの通りに呑のん気きな感じである。暖簾のれんに腕押し。糠ぬかに釘。大抵はファルチェのこのふらふらととらえ所のない応対に怒りをはぐらかされる二人だが……さすがに今回ばかりはそうもいかないようだった。

『白々しいのよっ！』

「白々しいのである！」

　さてどうするべきか。

　妥だ当とうな処で『三週間拓人と口をきいたらいけないの刑』か。それとも『おさんどんを一人で一カ月の刑』か。あるいは『榮えい太た郎ろう先輩の処で丁でつ稚ち奉ぼう公こう三日』か。

　二人の少女が此処に来るまでにあれこれ考えた罰を思い返しながらファルチェの処遇について考えを巡らせていると――

「――おや？」

　ひょいと奥から彰彦が顔を出す。

「誰かと思ったら鈴ちゃんじゃないか。タナロットちゃんだっけ？　君も――一体どうしたんだい？」

『伯父さん』

　鈴穂は咄とつ嗟さにそうノートに書いたものの――後が続かない。

「どうしたんだ？　何かあったのかい？」

『ええと』

　困惑こんわくする鈴穂。つい頭に血が上って駆け付けたものの、肝かん心じんの彰彦の存在をすぽんと忘れていた。迂闊な事を言ってしまえばそれこそわざわざタナロットを連れて実家に戻った意味がない。

（タクちゃんがそこの似非天然変形娘に罠わなにはめられ――いやだから変形とか言ったら駄目で、でもそもそもどうしてファルチェが此処にいるのかわかったのかとか言われたら盗聴器の事が――いやそもそも）

　ぐるぐると回る断片的な思考。

　そして――

『ええとその、ほら、伯父さんアメリカが長いから、その、お母さんにお昼御飯はあんたが和食を作りなさいって、言われて！　そう！　お昼御飯作りに来たんです!!』

　彼女が何とかそれらしい言い訳を考えついたのはきっかり秒針が文字盤の上を二回りしてからであった。

「秋穂ちゃんが？　へえ――いやあ、おじさん嬉うれしいなあ」

　だが鈴穂の咄嗟についた出任せを疑う事もなく、彰彦は嬉しそうに笑った。

　少々胸が痛んだりもしたが、とりあえず誤魔化す事ができたらしいとわかって鈴穂は胸を撫で下ろす。

「じゃあそっちのタナロットちゃんも？」

「みゃ？」

　タナロットは彰彦に視線を向けられて驚いたように瞬きする。

「おじさんに御飯作りに来てくれたのかい？」

「みゅ…………」

　一瞬タナロットは考えてから――

「もちろんである！」

　元気よくそう答える。

　だが言うまでもなく、この暴走機関車少女が後先の事など考えているはずもない。鈴穂が横で呆あきれたように彼女を見ているが、とりあえず突っ込むつもりはないようだった。

　そこへ――

「タナロット？　鈴穂？」

　驚いた様子で拓人も奥から出てくる。

「一体どうしたの……？」

「みゅ！　御飯を作るのである！」

「…………はあ？」

　拓人は面食らったような表情でしばらくタナロット、ファルチェ、そして鈴穂、彰彦とその場にいる者を順番に眺めたが――

「そ……そう」

　大体の事情は察したらしい。

「がんばってね」

　微妙に引きつった笑顔で彼はそう言った。
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「――どう思います、姉あね御ご？」

「姉御って言うな」

　ほとんど慣用句と化したやり取りをしながらマリエラはテーブルの上に置いてあったグラスを手に取った。琥こ珀はく色いろの液体の中で積み上げられていたロック・アイスがからんと崩くずれて涼すずやかな音を立てる。

　マリエラ。ミハイル。そしてガント。

　三人の超能力者達がいるのは、ホテルのＶＩＰルームと思おぼしき部屋であった。

　造りとしては高級マンションによく似ている。リヴィング・ルームに相当する真ん中の部屋から放射状に四つの部屋が配置されており、その三つは寝室、一つは物置その他に使える多目的スペースのようだった。長期滞在する客がいる場合はこの部屋に荷物を放り込んでおくのである。ちなみに浴室とトイレはそれぞれの寝室に付属しているので数には数えていない。

　全体的には茶とベージュを基本とし、丁てい寧ねいに造られたらしい木製家具を余裕を持って配置されたその内装は、地味ながらもかなりの高級感を漂わせていた。同じくらいの部屋に、まともに金を出して泊まれば一泊で何十万と取られるに違いない。

　ただ……

　一点だけ明らかに常識的なホテルの部屋とは異なる点があった。

　窓がないのだ。

　お陰であの『牢獄』から出された後も、今が昼か夜かもわからない。壁際の振り子時計はちょうど十二時を指していたが――果たしてこれは午前０時か午後０時か。

「あの小僧は信用できますかね」

「どうだろね……まあ此処までしてくれちゃ、悪い気はしないけどね」

　とマリエラはおどけた仕草でグラスを掲かかげてみせる。

　マリエラが飲んでいるのは「シングルモルト・ウイスキーのロールスロイス」とまで言われる名酒――マッカランだ。

　それも五十二年物。

　この部屋の温度管理機能のついたキャビネットには『ご自由にお飲みください』とばかりにマッカランやドン・ペリニョンといった高級酒が何十本と大量に収められていた。ちなみにドンペリは全てロゼ、マッカランに至っては三十年物だの四十年ものだのがごろごろしている。キャビネットの中のボトルを全て叩き売れば、それだけで軽く一財産できてしまうような内容だった。

「まあ確かに今までの〈連盟〉の連中とは違いますね」

　三人はこれまで何度も魔法使いの秘密結社である〈連盟〉の雇やとわれエージェントとして雇われ、非合法活動を含めて幾つかの仕事をこなしている。特に彼等は魔法使い相手の仕事が多く、〈連盟〉の者、〈学園〉の者、あるいは組織に属さぬ者、それらを含め彼等は何十人という魔法使いを見てきた。

　その際に気付いた事だが――基本的に〈連盟〉の者達は超能力者を魔法使いより一段下と見ている。もっとはっきり言えば『魔法使いの出来損ない』とまで言う魔法使いもいる。故にこそ彼等がマリエラ達を雇う際も、このような接待じみた礼の尽くし方は一切しなかった。

　そういう意味ではあのアキトという少年は、マリエラ達を少なくとも表立って見下すような事はない。たとえ心の底ではどう思っていようと、マリエラ達にそれを見せない程度の礼儀はわきまえているようではあった。

　その意味ではあのアキトという少年は〈連盟〉らしくない魔法使いではあった。

「ガントの旦那はどう思います？」

　暖だん炉ろ――といっても恐らくは飾りで、実際に火を入れたりはしないだろうが――の横にもたれかかり、こちらはドン・ペリニョンを手て酌じやくでグラスに注ぎながらミハイルが尋ねる。

「……考えるのは俺の仕事ではない」

　岩同士がごつごつと擦れ合うような声で禿頭の男は言った。

　仲間の二人が酒を飲んでいるのに対し、この男だけは先程からミネラル・ウオーターだけを口にしている。下げ戸こなのかそれとも何らかの節制の結果なのかはマリエラとミハイルも知らないが、一見、一番飲みそうなこのガントだけが、三人の中では一切アルコール類を口にしない。

「ま――一つか二つ仕事して様子見かな？」

　舌の先でちびりちびりとマッカランを舐めながら言うマリエラ。強い酒だという事もあるが――染み付いた貧乏性はなかなか抜けないのだ。

「何かヤバくなったら、さっさとずらかる用意だけはしときなよ」

「命令のままに」

　ミハイルは片手を挙げて言った。
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　拓人の不安は的中した。

『あ――こら何するの！』

「みゃ――っ！　隠し味であるっ！」

『何処の世界に隠し味にタバスコ入れる和食があるのよ!?』

「伝統ばかりに囚われていては新たな地平は開けないのである！」

　台所は……早々に戦場の様相を呈ていしていた。

　元々鈴穂は料理が上手い。

　これはもう拓人もタナロットもファルチェも認める事実である。一応、共同生活において拓人も交代で料理当番をする事があるが、鈴穂がやる事が圧倒的に多いのは、何より彼女の作る料理の方が明らかに美味であるからで――それをタナロットやファルチェも知っているのだ。

　でもって。

　一方でタナロットはというと料理なんてものはまともに作れた試しがない。

　タナロットを台所に立たせるのならば、そっとまな板の上にレトルトパックのカレーを置いておくのが最も確実な自己防衛策である。不ま味ずいどころか、ヘタをすると調理途中で割ってしまった皿の破片とか、間違って食器用洗剤まで混入しかねないのがタナロットの料理であった。

　そして。

　タナロットはタナロットで自分が決して料理が上手くないのを知っている。またレトルトパックのカレーを温めるだけで鈴穂の作る料理に太刀打ちできるはずがない事もわかっている。先程『料理する』と宣言した際には勿論、微み塵じんも考えていなかったが――いざ現場に立てばその程度の事はさすがにタナロットも理解できていた。

　そういう訳で。

　鈴穂やファルチェと競きそうような形で台所に立ったタナロットが大人しくカレーのレトルトパックを温める作業に勤いそしむはずがない。ファルチェの抜け駆けを抑え込む為に始めた料理だが、当然、これは鈴穂との競争でもある訳なので、タナロットはその為の手を打った。

　即ち――妨害である。

　鈴穂が鰹かつおだしを取っている最中にその中にバニラエッセンスをぶち込んだり。だし巻き卵用に箸はしでといている卵の中に大量の酢を注ぎ込んだり。あるいは味噌汁の中にわざとタワシを落としてみたり。

　こうなると鈴穂の方も黙っていない。

　タナロットが作って――もとい温めているレトルト・カレーの中にピーナッツバターを溶かし込んだり。ジャムを放り込んだり。牛乳――を入れてもむしろ味がまろやかになって旨うま味みが増したりするので代わりにフルーツポンチの缶詰をぶち込んでみたり。

　だが……

　元々カレーというのはかなり懐ふところが深いというか、大抵のものをぶち込んでも料理として成立してしまいそうな部分がある。更に言えばタナロットが作っているのはそのカレー一品だけなので、色々と品数を作っている鈴穂に比べると、邪魔がしにくい。

　となるとどうしてもこの料理合戦――というか何というか――は鈴穂の方が劣勢れつせいになってしまう訳で。

『あああああもういい加減にしなさいよっ！』

　始まってからおよそ二十分。

　ほうれん草の白しら和あえを作っている最中に、その器の中に台マ所●用レ洗モ剤ンを突っ込まれた鈴穂は切れた。

『食べ物が勿もつ体たいないでしょ!!』

「スズホも人の事は言えないのである」

　とタナロットは石鹼せつけんの浮かんだカレー鍋を指差して言った。

『先にちょっかい掛けてきたのはあんたの方でしょうが！』

「だってスズホだけずるいのである！」

『何がよ！』

「料理で戦ったら我はスズホには勝てないのである！」

『だからって邪魔すりゃいいってもんじゃないでしょうが！』

　台所で料理――とは最早呼べなくなった諸々の残飯――を挟んで睨にらみ合うタナロットと鈴穂。二人は互いに顔を突き合わせ、今にもいつもの大喧げん嘩かを――

「お二人とも落ち着いてください～」

　のんびりとした声で仲裁に入ったのはファルチェである。

『何が落ち着いてよ！　大体あんたが抜け駆け――』

「喧嘩したらまずいですよ～」

　二人の間に割ってはいるようにしながら、やや声を潜ひそめてファルチェは言った。

「……！」

　はっとして思わず胸元のペンダントに手を掛けていた鈴穂は手を下ろした。

　すぐ隣のリヴィング・ルームには拓人と彰彦がテレビを見ながら昼食ができるのを待っている。

　此処でいつもの調子で鈴果に代わったり、鈴果を別個に呼び出したりしてタナロットとドツキ合いなどしようものなら、必死に魔法だの何だのを隠そうとしている拓人の努力が水の泡だ。当然、携帯電話に擬装してポケットの中に入れてある〈ワルプルギス〉だの〈アイギス〉だのを持ち出す訳にもいかない。

『――そうね』

　どうもやりにくい。

　とはいえそれはタナロットも同じであった。

　タナロットもその程度の事には気付いたのか、少々困った表情を浮かべて掲げていた握り拳こぶしを下げる。知識が偏かたよっている上に人生経験が少ないので支し離り滅めつ裂れつな行動も多いが、タナロットは馬鹿ではない。彼女としても拓人の置かれている状況は理解していた。

「…………」

　どうしたものかとリヴィングの方に視線を飛ばす鈴穂。

「――みゃ？」

　彼女に釣られるようにして、同じくリヴィングの方を向いたタナロットは、しかし眼を瞬かせ小さく首を傾げた。

　何か――妙な雰ふん囲い気きだからである。

　リヴィングのソファの上。

　そこに昼食のでき上がりを待っている拓人と彰彦がいる。

　拓人は右端。彰彦は左端。

　だが……

「…………ははは。おかしいな、拓人」

「…………ははは。そうだね、父さん」

　時折、思い出したようにかわされる会話が、何処か、白々しい。

　いや……白々しいと言うより、ひどくぎくしゃくしている。

　実は先程から、こんな状態の繰り返しであった。

　互いに声を掛けるタイミングを計りつつ、声を掛けたら掛けたで相手の反応に妙に神経質にこだわっているというか――とにかくリラックスした雰囲気ではない。

　二人ともテレビのお笑い番組に眼は向いているが、視線はテレビに届いていない。恐らく何処にも届いていないだろう。代わりに全身で、二メートルばかり隣に座っている相手の出方を窺うかがっているような様子があった。

「……私は魔法機杖だからよくわかりませんけど～」

　囁ささやくようにファルチェが言った。

「人間の親子って普通にこんな感じなんですか？　何だか……ものすごく緊張感が漂ってますけどぉ」

『……違うわよ。勿論』

　鈴穂は小さく書いて示す。

「みゅ？　実はアレは偽物なのであるか!?」

『違うわよ！』

　的はずれな事を言って身構えるタナロットの後頭部をそう書いたノートでチョップする鈴穂。一瞬――逡しゆん巡じゆんのような表情を浮かべてから、鈴穂は続きを書き記した。

『タクちゃんは……お父さんにも棄すてられたと思ってる』

「棄てられた……ですか？」

　首を傾げるファルチェ。タナロットも少し驚いた表情で鈴穂の記載を読んでいる。

『タクちゃんが一番、お父さんに側にいて欲しい時に、彰彦伯父さんはアメリカに行っちゃったから……タクちゃんの事だから、それを今更恨うらんではいないと思うけど、でも普通に接する事もできないんだと思うの』

「…………」

『多分、今更、父親とどんな話をすればいいのかとか、どんな表情を浮かべて話せばいいのかとか、よくわからないんだと思う。恨んでいないし、きっとお父さんの事、好きではあるんだろうけど、その一方で、何て言うか――信じ切る事もできないんだと思う』

　むしろ拓人にとってより父親としての認識に近いのは、鈴穂の父の武彦たけひこの方であろう。

『そして多分……彰彦伯父さんも同じだと思うの』

「そうなのであるか？」

『多分ね。帰ってきた時、なんだか変な格好して巫ふ山ざ戯けて見せてたのも……実はどうタクちゃんに接して良いかわからないから、誤魔化してたみたいな気がする。アメリカ行く前の彰彦伯父さんとは……随分、雰囲気違うし。タクちゃんを棄てた、自分が側にいなければいけないのに、タクちゃんから逃げたって自覚があるんだと思う……』

　彰彦は妻を。拓人は母を。

　本来ならば共に大事な存在を失った悲しみに耐え、それを分け合い、互いに支え合うべきだった二人。だが彰彦は拓人と共に悲しみに耐える事をせず、息子を弟夫婦に押し付けるようにして一人日本を去った。

　生まれてから十数年――本来ならば連綿れんめんと続くはずの親子としての関係が、拓人と彰彦の場合は一旦途中で途切れ、何年もの大きな空白がそこには横たわったままだ。

　今更、普通の親子には戻れない。今更、相手を信じる事もできない。

　だがその一方で、親子であるという事実も消えはしない。

　また互いを憎んでいる訳でもない。

　その事を二人共わかっているから、拓人も彰彦も半なかば無理矢理に親子『ごっこ』をしているのだ。実感もないのに、親子ならこういう会話をするのではないか、という想像力だけで組み立てた、実感の伴ともなわないリアクションを互いに投げ合っているのである。

　巫山戯る言葉でさえも本音を伴わない真似事。

　それは――傍らで見ていればひどく虚むなしく、哀かなしい三文芝居だった。

「どうにかできないんでしょうか？」

『できたらいいんだけど――でも』

　一体どうやって。

　良い方法も思い浮かばぬまま――三人の少女達は、ぎくしゃくと親子の芝居を続ける拓人と彰彦の背中をじっと見つめていた。











　第三章　転校生なんですけど。







「拓たく人と君――なんだかやつれてない？」

　土日の休日があけて――月曜日。

　登校途中の通学路。いつもの如ごとく拓人、タナロット、鈴すず穂ほの三人に途中で合流した双ふた葉ばと葉は月づきだが――拓人の顔を見るなり、双葉がそう言った。

「え……そう？」

　曖あい昧まいな笑顔を浮かべるもその笑顔がやはりいつもの拓人と比べると何ど処こか陰みたいなものをひきずっていたりするので、余計にやつれた印象を強める結果となっていた。

「やつれてるっていうか疲れてるっていうか――」

「そうかな。別に体調は悪くないんだけどな」

　あはは……と笑いながら言う拓人。

「…………」「…………」

　その傍かたわらではタナロットと鈴穂が顔を見合わせていた。

　言うまでもなく拓人の様子が普段と違うのは、土日を彰彦あきひこと過ごしていたせいだ。

　元より拓人はタナロット達と暮らしている為に、ある種の気苦労は絶えないが――普段、彼がタナロット達のボケや喧けん嘩かで振り回されている際の苦労と、今回の苦労とは全く別種である。拓人にしてみれば解決法らしい解決法もなく、黙って独りで抱え込んでいる分、負担が大きいのだろう。

　鈴穂達としては、何とかしてやりたいと思う訳だが、本人が言うように体調そのものは今のところ問題ないので、無理矢理介入する訳にもいかず――ましてや今回の件は誰かをぶん殴なぐって倒せば良い、という類たぐいのものでもないので、余計にややこしい。解決策を思い付かないのは鈴穂達も一緒であった。

「まあ大丈夫だよ大丈夫」

　拓人は気楽げな笑顔を取とり繕つくろってそう言う。

　だが――

　一時間もしない内にその笑顔が崩ほう壊かいする事に、この時点での拓人、タナロット、そして鈴穂は未いまだ気付いていなかった。
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〈学園〉の中には幾つか一部の教職員以外は立ち入りを禁止されている場所がある。

　其そ処こもそうした『許可者以外立入禁止』区域の一つだった。

　この立入禁止指定が行われるには色々な理由がある。

　単純に危険だからという場合もあれば貴重なものが収しゆう蔵ぞうされているからという場合もある。そして当然ながら――そこに本来ならばいたりあったりしてはならない者や物を周囲の眼から隠していたりする場合もある。

　例えば神界や魔界の超重要人物のような。

「此こ処こはなかなかに良い処ところだな」

　その超重要人物は言った。

　美形だった。これ以上はないという位に完かん璧ぺき美形だった。長い金髪と切れ長の瞳ひとみを備え、男にしておくには惜おしい位の整った美び貌ぼうを誇っている。余程に趣味の偏かたよった変人でもない限り、女ならこの人物の前に出れば誰もが呆ぼう然ぜんとし――次の瞬間には頰ほおを赤らめるだろう。

　ただしその完璧な美貌を、身に纏まとった衣い装しようが完かん膚ぷなきまでに破壊してもいたが。

『萌もえ』だの『冥めい土ど参さん大だい好す鬼き』だの『罰ばつ怒ど縁えん怒ど上じよう等とう』だのと色々な意味で謎な文字を刺し繡しゆうされた黒い長衣――一見ただのコートにも見えるが、よく見ればそれは暴走族、もとい珍走団の連中がよく着る『特攻服』と呼ばれる代物だった。

「しばらく世話になるぞ」

　そう言って彼が振り返った先には――一人の青年が膝ひざをついて侍はべっていた。

　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうである。

「歓迎します――アガリアレプト様」

　実は彼は学園の教務課からこの超重要人物――いや正確には超重要魔物――の接待係を命じられていたのである。これはアガリアレプトの部下のシンクラヴィアを彼が監督下に置いている事から、色々と彼が折せつ衝しよう係になる方が便利だろう、という〈学園〉側の判断であった。

　もっとも――

「お近づきの印に、これを」

「――む？」

　差し出される平らなパッケージを受け取って眺ながめるアガリアレプト。

『猫姫・戦せん慄りつの国民年金編・体験版』

　可愛らしい美少女イラストと共にそこにはそうタイトルが記されていた。

「…………」

「…………」

　場に満ちる重苦しい沈黙。

　そして――

　――がしっ。

　次の瞬間、漢おとこ達は熱く固い握手を交わしていた。

　アガリアレプト。この魔界第二軍の指揮官である大悪魔の趣味が美少女ゲームと美少女アニメの編集作業だという事は意外に知られていない。というか知れ渡っていたらそれはそれで色々問題がありそうだが。

「うちの馬鹿が世話になっているようだな」

「いえいえいえいえ」

　握手を解き榮太郎はにやにやと笑いながら言った。

「色々と助かっておりますれば」

「まあ罰も兼ねてしばらくこちらで修行でもさせるのも良かろう。好きに使ってくれ」

「有り難き御言葉」

　件くだんの『うちの馬鹿』――シンクラヴィアが聞いたら泣いて抗議しそうな事をつらっと言うアガリアレプトに榮太郎は一礼して感謝の意を示す。

「ガブやん。貴女もそれで良いな？」

「うむ」

　あまり興味のなさそうな様子で頷くのは少し離れた処に立つゴスロリ衣装の幼女だった。

　ガブやん――大天使ガブリエル。

　こちらもアガリアレプトに負けず劣らずの超重要神物である。

「何はともあれ、御用がありましたら何でもお申し付けくださいませ」

　揉もみ手なんぞをしながらそう宣のたまう榮太郎。

　アガリアレプトは一瞬、怪け訝げんそうな表情を浮かべて――改めて彼を見み据すえた。

「…………佐久間榮太郎と言ったか？」

「はい」

　榮太郎は頷く。

「聞いた名だが。何処かで、会ったか？」

「以前ちとそちらの部下の方々と一戦交えた事がありまして。その事で御報告が行っていたのかと」

「そうか。それは迷惑を掛けたな」

「いえいえいえいえ」

　やはり揉み手しながら首を振る榮太郎。

　だが――

「…………」

　どうにも腑ふに落ちないといった様子で彼を見つめるアガリアレプト。

「ではでは。ごゆるりと御滞在を。外出の際には一声掛けていただければ幸さいわい」

　言いながら榮太郎は一礼して立入禁止区画から退出していった。

「…………」

　落ち着かなげに身じろぎするアガリアレプト。

「どうした――アガりん？」

　ゴスロリ幼女天使が尋たずねてくる。

「いや……」

　何かとんでもないペテンに自分が掛けられていて――それがわかっているのに何がどうペテンなのかがわからない事に不安と焦しよう燥そうを覚えているかのような気持ち。

「まあいい。さて――あ奴には悪いが出掛けるか」

「うむ」

　大天使と大悪魔は頷うなずき合って――そしてその場から姿を消した。
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　大きく楷書体かいしよたいで名前を書かれたブラックボードを背に少年は一礼した。

「――氷ひ室むろ明あき人とです。よろしく御願いします」

　ざわめきが教室の中にゆっくりと広がっていく。

　転校生というのは別に珍しくない。

　御み堂どう高校の編入試験は比較的易やさしいので、前の学校の成績表が一定の水準を超えていれば楽に転校して来る事ができる。生徒の事情を考こう慮りよして――例えば海外生活が長い者には、古文や漢文といった一部の教科を免めん除じよしてくれる場合もあるし、一芸特化型の生徒も比較的受け入れてくれる。この為に御堂高校は比較的転校生の数が多い。

　実際――この教室にも二人転校生がいる。しかも片方は外国人だ。一般的な高校生の感覚で見れば、単純な希き少しよう性せいはそちら――タナロット・アンサーティンの方が何倍も上と言えるだろう。

　だがそれでも生徒達の多くは内心で疑問を覚えた筈だ。

　何な故ぜ――今なのか。

　年が明けて、もう三学期、どころか学校生活も残り少ないこの時期にわざわざ三年生が転校してくるというのは希少を通り越して異常と言える。何の必然性があるのか――受験、就職、卒業といった一大イベントを間近に控え、他人の事なんぞ気にしている余裕もないはずの三年生達ですら、その奇妙さが気になったらしかった。

　だが納得のいく理由があるのか、そもそも気にしても仕方ないと開き直っているのか、教師は特に何か補足説明をするでもなく、問題の転校生・氷室明人も自ら何か説明を加える訳でもない。

　そんな中――

「――みゃっ!?」

　がたんと思わず椅子を蹴って立ち上がる生徒がいた。

　タナロットである。

　同時にその右みぎ隣どなりの席では、呆然とした表情で拓人が固まっていた。

　彼等にはその転校生に見覚えがあった。それもあまり良くない――はっきり言えば忌いまわしいとさえ思える記憶と共に。












（〈連盟〉の――！）

　氷室明人。

　彼はつい先日、『敵』として拓人達の前に立ち塞ふさがり、拓人、ファルチェ、タナロット、鈴穂全員を一度に蹴散らしている。その際は明人に拓人達をどうこうしようというつもりはなかったようで、一同は事なきを得ていたが――もし明人が拓人達を殺そうとしていたのなら、今頃、こうして拓人や鈴穂は呑のん気きに学校に通ってはおれなかったろうし、タナロットも封印されていただろう。

　無論……あの時、明人の左右を守っていた、強力な使い魔の少女二人は、今姿が見えない。しかし拓人が実際に戦ってみて得た実感としては、この少年は相当な高レベル――いわゆる達人アデプト級に達した魔法使いであり、そうした達人は使い魔や式神しきがみの一柱ちゆうや二柱、自分の影の中に造った亜空間に待機させていたり、シフト・ポータルを構こう築ちくして呼び寄せたりする事ができる。ぱっと見、一人だからと言って安心はできないのだ。

「みゃ……っ！」

「タナロット！」

　思わず明人に向けて飛び出し掛けたタナロットに拓人は強い調子の声を投げた。

「……みゃっ？」

　驚いてタナロットが振り返ると共に、周囲の同級生達が視線を拓人の方に集中させる。

　教師でさえもが『何事か』と怪訝の表情を浮かべている中で、教きよう壇だんの上の明人だけが得とく心しん含みの笑みを悠ゆう然ぜんと浮かべていた。

「タナロット。ホームルームも授業時間の内だよ。ちゃんと座ってないと」

「…………みゅう」

　単純な彼女も、拓人の口調の強さに何か気付くものがあったのだろう。拓人と明人の間で困惑こんわくと逡しゆん巡じゆんの視線を何度も往復させ――やがて溜め息のような声を漏もらして赤毛の少女はすとんと自分の席に腰を下ろす。

（こんな処で――）

　もし戦えば間違いなくこの教室は潰かい滅めつする。

　明人が本気で戦闘をするつもりなら拓人達に勝ち目はないだろう。無論ファルチェは携帯しているが――それでも拓人が明人に勝つのは難しい。

　そして何より、周囲の同級生達を守りきる自信が今の拓人にはない。

　タナロットと鈴穂の喧嘩の後始末――どころの話ではない。記憶操作位ならともかくとして、人死にが出ればいくら拓人でも誤魔化しきれないし、それを『仕方ない』で納得させられる程、拓人は人間の生死を簡単には割り切れない。

（…………くそ……）

　既すでに父親の問題など頭の中から吹っ飛んでいた。

　一体どうすれば良いのか。

　焦燥感でぐちゃぐちゃになりそうな頭で必死に考える。わざわざ転校生として拓人の前に現れたのは、必然性があるのか、ないのかはわからないが――それがたとえ酔すい狂きようであったとしても、今この瞬間に誰かを殺そうとか、戦闘しようと向こうが考えている訳ではないのだろう。それなら問答無用で襲ってくれば良いのだ、初めて会った時のように。

　ならば此処は自分から手を出すべきではない。

　時間があれば隣のクラスにいる鈴穂とも合流できるし、榮太郎や〈学園〉関係者に連絡を取って助けを呼ぶ事だって可能だろう。

　ならば今は大人しくしているのが得策だ。

　とはいえ――

「…………」

　問題の明人は穏おだやかに教壇の上で微笑ほほえんでいる。

　拓人は心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような圧迫感に――喘あえいだ。
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「――〈チャンドラー計画〉？」

　初めて聞くその単語を寒さ河が江み教授は改めて呟つぶやいた。

　ちらりと隣を見ると――同じく〈学園〉の管理を行う最高意志決定機関の一人であるネコミミ付きの仙人も首を傾かしげている。

　円卓に就いている者は現在、本来の半数にも満たないが――どうやら対面に座っている首デなュしラ騎ハ士ンの娘も同じらしい。もっともこちらはそもそも頭がないので首を傾げたりもしないし、表情がわからないのだが。

「無論……現時点ではあくまで幾つか出されている案の一つに過ぎない」

〈学長〉はいつもと同じく静かな口調で言った。

「詳細はその資料を読んでもらえばわかるが」

「読みましたがこれは――」

　流石さすがに自分の声にも躊ちゆう躇ちよと逡巡の響きがあるのに寒河江教授は気付いていた。

「あまりにも強引――否、傲ごう慢まんに過ぎませんか」

「そういう意見はある」

〈学長〉は言った。

「だが理論的には可能――というのがファバロム博士の見解だ。私もその点に関しては同じだ。難しいが不可能ではない。むしろ非常に現実的ではあるだろう」

「それは……そうかもしれませんが」

　寒河江教授は手元の資料に視線を落とす。

　確かにこの計画は実現可能だろう。

　そしてそれは〈学園〉のあり方に関して一つの理想像ではある。そもそも此処まで思い切れなかったからこそ今の〈学園〉があるのだ。だがこの〈チャンドラー計画〉がもし実行されれば諸々の問題を一気に解決する事だって可能になる。

「――神界、魔界は何と？」

　黒いライダースーツを着た現代の首なし騎士が尋ねてくる。

　ちなみに本来――頭部がないので喋しやべれないはずの彼女が此処では平然と口を利いているのは、専用の魔法端末が置かれているからである。力場でヘルメット付近の空間を震動させて音を組み立てているのだ。意外に思考と言語の変換処理が面倒なので、未だ実験段階ではあるのだが。

　それはさておき……

「意見を保留中だ。実現可能とは言っても慎しん重ちように行わなければ非常な危険も伴ともなうからな。何しろ始し源げん的てき神しん魔ま創そう造ぞう者しやの能力を使う事がこの計画の大前提なのだ」

「爆弾使って畑を耕たがやすよーなもんだわね」

　苦笑を浮かべてネコミミ仙人が言った。

「失敗すれば畑ごとなくなるわよ」

「その通り。だが成功すればある種の魅力は確かにある」

〈学長〉はやはり淡々とした口調で言う。

　その声には如い何かなる感情も含まれてはいない。それは如何なる偏りも示さず事実を事実として伝えているだけの声だった。

　頂点に立つ者に求められる公平さは時に人間性をも引き替えにする覚悟がなければ得る事はできない。感情を夾きよう雑ざつ物ぶつとして排はい除じよするのではなく……それらを余す所なく理解した上で、それらを圧殺できる者こそが優すぐれた統治者たり得るのである。

「だけどさ」

　ネコミミ仙人は頰杖をつき、指先で円卓を叩きながら言った。

「これは〈連盟〉との関係が一段落ついたら――って状況を想定した上のものじゃないの？」

「それもその通りだ」

　と〈学長〉。

「つまり――」

　首なし騎士が後を引き継ぐ。

「〈連盟〉との総力戦も近い――と？」

「…………」

　そこで〈学長〉は初めて沈黙した。

「待ってください、〈学長〉」

　寒河江教授は椅子から腰を浮かして言った。

「〈学園〉と〈連盟〉が総力戦など行えば、〈チャンドラー計画〉どころの話ではなくなります。一般社会を全て巻き込んだ大戦争だ。下手をすれば世界そのものが一夜にして滅ほろぶ。まずはそちらの問題を解決する方が先決かと」

「いや――」

〈学長〉は悠然と首を振った。

「〈チャンドラー〉計画はその可能性をも考慮した上で検討される」

「…………」

　それはつまり『世界が滅ぶ』事をも可能性として考慮した上で、検討しろと言う事か。

「……成る程……そういう使い方もありますね」

「救う力は滅ぼす力にもなり得る。逆もしかり。そういう事ですか」

　首なし騎士の声が会議室に響ひびく。

　同意する声も反論する声もなく――続いたのは重苦しい沈黙のみ。

　それに飽あきたかのようにネコミミ仙人が口を開いたのは、たっぷり時計の秒針が一回転してからであった。

「何にしても……〈連盟〉の動きはもうちょっと調査した方がいいわね。何だかここの処、妙な感じなのよ。私もちょっとうちの身内放って調べて貰ってるんだけど」

「あの『邪眼』の姫君とその仲間か」

「うん。まあ――それなりに修羅場くぐってきてるから、近々、何か得て戻ってくるでしょ。それまで私は意見保留」

　ネコミミ仙人は言って肩を竦すくめる。

「私もです」

「右に同じです」

　首なし騎士と寒河江教授も頷く。

「――了解した」

〈学長〉はやはり感情を差し挟はさまぬ口調でそう言い――大きく頷いた。
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　どばん！　と粉ふん砕さいされそうな勢いで扉が開く。

　でもって……

「――スズホ!!」

　絶叫じみた呼び声が教室中に響き渡った。

　何事かと入ってきた赤毛の留学生少女に視線が集中するが――その少女タナロットは毎度の如く周囲の視線なんぞまるで気にした様子もなくつかつかと教室を横切って呆然としている相手に歩み寄る。

　羽は瀬せ川がわ鈴穂である。

『な、なに？　一体タナ』

　と書きかける鈴穂の襟えり首くびをむんずと摑んで引き寄せ、続いてタナロットは問答無用でその右腕を彼女の胴体に回した。抱き締めるというより、何というか――でっかい荷物を抱えるような感じである。情じよう緒ちよもへったくれもありゃしない。

「ちょっと……アンサーティンさん、一体何？」

　級友達が声を掛けるも、タナロットはいつになく厳しい表情で振り返り、たった一言。

「非常事態なのである！」

「は……はあ」

「行くのである！」

　そう言うや否や、タナロットは真っ直ぐに――進路上に立ち塞がる机やら椅子やら生徒やらを蹴散らして、出入り口に向かい、そのまま廊下を猛然と走っていく。

『きゃ』『あ』『あ』『あ』『あ』『あ』『あ』『あ』『あ』

　――と余裕があるんだかないんだか、走り書きされたノートの切れ端が枯葉のように舞い落ちていく。

「…………」

　級友達は顔を見合わせ――

「まあいつもの事だわね」

　と薄情にも結論付けて早々に常態に戻っていった。
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『明人ってこの間の？』

　眼を瞬まばたかせて書き尋ねる鈴穂。

　荒い息をつき声も出ない状態だが、拓人は大きく頷いて見せた。

　場所は――御堂高校屋上。

　現在だだっ広いコンクリートの平面上には、拓人達以外に人影は皆かい無むだった。

　まあ冬の屋上など、寒いばかりで人払いする以外には利用目的なんぞ全くない場所である。たとえいても授業をフケた生徒が給水塔の陰で煙草でもふかす位だろうが――わざわざ屋上に上る位なら、早々に学校から抜け出す者の方が多かろう。

　一時限目が終わり、休み時間に突入すると同時に拓人とタナロットは全力で教室を飛び出し――タナロットはついでに鈴穂の学級クラスに殺到、拉ら致ち同然に彼女の身体を抱えて――屋上までやって来たのである。

　当然これは明人対策の為だ。

　まさか教室の真ん中、それも本人も近くにいる場所で対策を練る訳にもいくまい。

　また何らかの形で明人が攻撃を仕掛けてきた時も、屋上ならば未だ教室に比べれば被害は少なかろう。いっそ学校から早退する事も考えたが、学校から出たら出たで通行人を巻き込んでしまう危険性がある。短い時間で最も確実に到達できる、人口密度の低い場所というのが屋上しか思い付かなかった、というのが実情だ。

『あ。鈴すず果かも出すね』

　言って鈴穂がペンダントを操作。

　蒼あおい光を受けて発生したもう一つの鈴穂の影がゆっくりと厚みを増し、それが地面から直角に折れ曲がって立ち上がる。瞬またたく間に影は色を帯びて、鈴穂そっくりの、しかし蒼い髪を持つ少女へと変化していた。

　鈴穂のもう一つの人格であり、彼女の中に共生している特殊な精霊――鈴果は、こうして短時間、短距離であれば、鈴穂から独立して活動する事ができる。これは〈ワルプルギス〉や〈アイギス〉同様に、〈学園〉から貸たい与よされたペンダントのお陰だ。

　この二重存在ドツペルゲンガーのような状態では鈴穂の持つ〈魔ま力りよく侵しん奪だつ能のう力りよく〉は発動しないが、その代わりに鈴果はタナロットと同等の膂りよ力りよくと頑がん丈じようさを持つ擬ぎ似じ神しん魔まとして活動する事ができる。

「あのいけ好かない野郎が来たって？」

　開口一番、鈴果はそう言った。

「うん。何を考えてるのかはわからないけど、僕等の教室に」

　拓人はようやく荒れていた息を整え終えて言った。

「転校生として――ね」

「一体何を考えてやがる？」

「わからないけど……とにかく鈴穂と鈴果にも報しらせておかないとまずいだろうって思って。あの使い魔の女の子二人はいないみたいだけど……」

『どうしよう』

　鈴穂が怯おびえの表情を浮かべながら言う。

　あの〈連盟〉の魔法使いとその使い魔に手もなく捻ひねられてしまったのは彼女等も記憶に新しい。ちょっとやそっと時と場所を改めた処で、勝てる相手ではないのは鈴穂にもわかっているのだろう。

「とりあえずファルチェを使って魔法通信で〈学園〉と連絡は取ったんだけど」

　拓人は腰の後ろから、携帯電話状態に擬ぎ装そうされたファルチェを取り出して言った。

「どうも通信状態が悪くて。誰か来てくれるみたいだけど――途中で途切れちゃって」

「それって通信妨害か？」

　顔をしかめて鈴果が尋ねる。

「……断言はできないけど……」

　魔法とは科学技術と異なり、常にほぼ百パーセントの確率で望んだ結果が得られる訳ではない。達人級の魔法使いならば確かにその確率は無限に百に近付いていく訳だが、拓人のような半人前となると、たとえファルチェの支援があったとしても、空間的、あるいは時間的に規模の大きな魔法は満足に機能する確率が下がる。

　また時刻や星辰せいしんの状態も多分に魔法の正否には影響するので、これまた『絶対』とは言えないのが現実だ。

　それはさておき――

「とにかく油断できないのである！」

　タナロットはタナロットで落ち着かないのか、座っている拓人、鈴穂、鈴果の周りをそわそわしながら歩き回っている。まるで檻おりの中で苛いら立だつ熊か虎のようだった。

　だが……

「そう身構える事もないと思うんだけどね」

　声は給水塔の方から聞こえてきた。

「――!!」

　身構える拓人の手の中でファルチェが瞬間的に光を発し、本来の形と大きさに戻る。

　鈴果も鈴穂を背後に庇かばい、タナロットと並んで給水塔の方に向き直った。

　屋上の端にぽつんとそびえる給水塔。

　その上端の縁に……悠然と腰掛ける人影があった。

「君達を叩き潰すつもりならこんな酔狂な真似はしないよ」

　そう言って――その人影、言うまでもなく明人は微笑を浮かべた。

　同時に音もなくその両脇に例の少女達――金髪の少女と銀髪の少女、アレフとタウが悠然と立って彼の左右を固めていた。やはりいつでも召しよう喚かんできるらしい。

「…………じゃあ」

　一同を代表して拓人が声を掛ける。

「一体何の為に？」

　そもそもこの明人という少年の行動は当初から意味不明だ。

　最初に出会った際も、何を思って戦闘を仕掛けてきたのか、拓人達を圧倒していたにもかかわらず、途中で引き上げてしまっている。まるで猫が鼠ねずみを嬲なぶっているかのように、相手の生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握っているにもかかわらず、とどめを刺さずに生かしておく――その発想そのものが拓人には理解不能だった。

　また……〈学園〉と〈連盟〉の関係を考えれば、全面戦争に発展する可能性もある為、互いに迂う闊かつなチョッカイの出し合いは、厳禁であるはずなのだ。

　それこそ拓人のような末端の魔法使い同士が小競り合いをするのはともかく、明らかに達人級とわかるこの明人という少年が、それも計画的に拓人達に干渉してくるとなれば、洒落しやれで済ます訳にもいかない。拓人が〈始源的神魔創造者〉と知っての事ならば尚なお更さらの事だ。

「無論――君に僕の仲間になってもらう為だよ。前にも言ったでしょ？」

「…………」

　拓人と鈴穂が身を強張らせる。

　以前の――明人の襲撃や、鈴果の暴走の一件で、拓人だけでなく鈴穂も〈始源的神魔創造者〉の能力を持っているのだという事はわかっている。自分達の力が世界を滅ぼしかねない爆弾であるという事を二人ともよく認識しているのだ。

　だからこそ、『その力を活かせる』などと言う人間に従う気は毛頭ない。押してはいけない核ミサイルの発射ボタンを押そう、と勧めるようなものだ。正気の人間とはとても思えなかった。

「よく考えてくれた？」

「……悪いけどそんな余裕なくてさ」

　珍しく、追い詰められた獣のような笑みを浮かべながら言う拓人。

　だが――

「ほらぁ。やっぱり駄目ですよ、御主人様。もっとはっきり期間を区切らないと」

　黒髪の方の少女が言った。

「そうだね」

　明人が頷く。

「じゃあ今――決断して貰おうかな」

「ちょっ――」

「言っておくけど、この間みたいにいきなり攻撃はやめておいた方がいいな」

　明人は楽しげに言いながら立ち上がった。

「此処にはか弱い一般人が沢山いるからね？」

　前回は明人が結界を敷いて拓人達をその中に取り込んでいた為、拓人達は周囲への影響を考慮せずに済んだ。

　だが――

「僕がどうして此処に来たか、わかるよね？　この、君の日常に」

「…………」

　唇くちびるを嚙かむ拓人。

　つまり明人はこう言っているのだ。

『学校の生徒や職員達を死なせたくなければ、今すぐ自分の手下になる事を誓ちかえ』と。

　無論、明人とその使い魔達の力なら、鼻歌交じりで学校にいる全員を皆殺しにもできるだろう。拓人達はたとえ身を守る事ができたとしても、双葉や葉月やその他数百人の何も知らない一般人達は、魔法使いの抗争に巻き込まれて無意味に死ぬ事になる。

　無論、此処だけ明人に従う振りをして切り抜けるという手もないではない。

　だが……魔法使いを相手に『その場限りの口約束』というものは成立しない事が多い。言霊ことだまを使って相手を縛る事や、魔法を組み込んだ契約の文言で相手の意識を縛るなどという事は、魔法使い達の間では別に珍しい技術ではないからだ。

「さて――どうする？」

　少し意地悪く笑う明人。

　表情を強張らせて一歩後ろに下がる拓人。

　悩んでいる時間はほとんどない。

　だが――

「――!!」

　突如として世界の色が変わった。

　拓人達以外のありとあらゆるものが動きを止め、世界が無音に満ちる。まるで写真のように風景が固められた世界で、全ての色彩が褪あせていき、白黒モノクロのみで全てが描き出されてゆく。

　プライマリ・ポータル。

　世界の一部を複写した上で世界そのものから切り取る技術だ。

　空間転移等の際にしばしば使われる魔法であり、前回、明人が拓人達を襲った際に使った結界も同様の技術によって創られたものだ。

　ただし今回は明人達の仕し業わざではないらしく――明人も、その脇の少女達も少し驚いた様子で周囲を見回している。確かに彼等の立場からすればこの場を現実世界から切り離してしまうのは全く意味がない。学校の中の人々を人質にとれなくなるからだ。

　そして……

「――間に合ったかな」

　何処か飄ひよう々ひようとした――真剣味に欠けた声が明人達の更に上から振ってきた。

　何もないはずの空中に腕を組んで立つ人影が一つ。

　一見すれば確かに美男子といえるだけの容よう貌ぼうでありながら、何処か不真面目そうに、いい加減そうに緩ゆるんだその姿のせいで、二枚目になりきれていない二枚目半の青年。だがその実力は〈学園〉の中でも屈くつ指し、魔法使い達の頂点とも言うべき〈十二席会議〉に席を連ねていても誰一人異を唱えないであろう達人級魔法使い――にも関わらず生徒と教師の中間点にいる困った男。

　ここ一番という時に一番良い所をさらっていくニクい奴。

　佐久間榮太郎準教師。

　通称――

「――先輩！」

　拓人が喜き悦えつに満ちた声を上げた。

　言うまでもなくこのプライマリ・ポータル――いや、隔かく離りの為の結界は周囲に被害を及ぼさない為に榮太郎が敷いたものだろう。明人は確かに並外れた魔法使いだが、それを言えば榮太郎も同様だ。

「あなたは？」

　明人が背後頭上を振り仰あおぎながら尋ねる。

「どうやら〈学園〉の魔法使いみたいだけど」

「そっちは〈連盟〉の魔法使いか――ふむ？」

　榮太郎は人差し指で顎あごをさすりながら言った。

「あれま。成る程な――〈連盟〉がいきなり大胆になる訳だわ。そっちにもいた訳か」

　にやりと何処か悪魔的な笑いを浮かべて榮太郎は続けた。

「〈始源的神魔創造者〉が」

「――!?」

　愕がく然ぜんと明人の方を振り返る拓人達。

　それはつまり――明人が、拓人や鈴穂の同類という事か。

　そしてそれは同時に、明人ならば、神や魔を――例えば不死身のはずのタナロットを文字通りの意味で殺せる存在だという事でもある。

「こりゃちょいと気を引き締めてかからないと駄目かな」

「……凄いね。ちょっと見ただけでそこまでわかるの？」

　明人が苦笑しながら言う。

「で――そこまでわかった上で僕に挑むと？」

「まあね」

　榮太郎は肩を竦めた。

　その瞬間――

「――!?」

　何かを察知したか愕然と明人の脇の少女二人が身構える。

　そして――轟ごう音おん。

　給水塔が一瞬にして爆裂ばくれつした。

　金属の外殻がいかくが裂けて四方八方に千切れ飛び、大量の水が降り注ぐ。空中に投げ出された明人は、しかしいつの間にか手元に呼び出していた魔法機杖を手に、微笑を浮かべたまま――唱えた。

「――顕あらわれよ〈白狼の顎あぎと〉！」

　次の瞬間、空中に発生した鋭い槍やりのようなものが、弾丸のような勢いで四方八方から榮太郎に殺到する。普通の人間ならば全身を数方向から串刺しにされて一瞬で果てていた事であろう。

　だが榮太郎は慌あわてない。逃げも避けもしなければ迎え撃つ動作すらしない。そんな必要などないとでも言うかのように彼は笑みさえ浮かべて空中に立っている。

　代わりに――

「――破っ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に彼の横の空間に出現した二つの影が、迫り来る凶器を叩き落とす。迎撃げいげきされた槍状のものは、あっさりと砕けて空中で煌きらめきながら消え去った。

　氷だ。明人が跳ね上がった水を瞬間的に凍結させ、槍状に塑そ形けいして榮太郎に射出したのである。そして榮太郎の脇に現れた二人がこれを手持ちの得物で打ち落としたのである。

　即すなわちエーネウスと――そして瑞ずい獣じゆう・白びやつ虎この化身たるミヤビ。

　巫み女こ服の裾すそをなびかせ、白銀の髪を舞わせながらミヤビは手にした日本刀を翻ひるがえし、榮太郎の脇に身構える。かつて暗殺者として活動していた彼女は飛び道具的な能力にこそ乏とぼしいが接近戦においてはエーネウスとも立派にタメを張れるだけの力量を持っている。

　そして――

　同時に、榮太郎の背後から更に高く高く三番目の人影が空中へと舞い上がる。

　セイレーンが一柱にしてミヤビの相棒――衝撃と魔声の使い手シンクラヴィア。












「イイイいいイイイイいいイイイイイイヤッはアッ！」

　歓声を上げながらシンクラヴィアが背中の黒翼を大きく打つ。

　久々の全力放出。

　風景すら歪ゆがめる程の強力な衝撃波は真っ直ぐ明人に向かって殺到し――

「――！」

　しかし彼には全く触れる事もなく四散した。

　彼の前に飛び出し、その身で衝撃波を受け止めたのは、言うまでもなく金髪と黒髪の少女達二人であった。しかも真正面から魔力含みの衝撃波を喰らったにもかかわらず、二人は全く堪こたえた様子もなく、にかりと獣じみた好戦的な笑みすら浮かべる余裕があった。

「小手先の技は効かないか？」

「効かないよ」

　榮太郎の言葉に明人が応じる。

「だが此処は俺が仕切った領域だ。しかも八対三じゃ勝ち目はないぞ？」

　榮太郎は底意地の悪い笑みを浮かべて宣う。

　確かに榮太郎、エーネウス、シンクラヴィア、ミヤビ、そして拓人、鈴穂、鈴果、タナロット、とこちら側はファルチェを数に入れずとも八名。対して明人は使い魔の少女達を含めて三名。確かに拓人達は榮太郎達の脚を引っ張りかねない半人前ばかりだが、それでも無力という訳ではない。

　形勢逆転だ。

　だが――

「そうだねえ」

　明人は腕を組んで考えるような表情を見せる。

「でも逃げるだけならできるかな？　例えば――八対六なら」

　明人がそう告げた瞬間。

「――ッ!?」

　巨大な銀色の壁が彼の前に出現していた。

　いや――違う。壁ではない。

　エーネウスやミヤビよりも、むしろ距離を取っていた拓人達の方が一瞬早くそれが何なのかを認識できただろう。

　それは巨大な剣だった。

　ずぶりと、榮太郎の造り上げた結界を空間ごと切り裂く――刃物。

　その剣身が、あまりに巨大過ぎる為に至近距離では壁に見えるのである。

「これは――!?」

　剣は空中の何もない処からいきなり生えていた。生えて、空間に切れ目を入れていた。




　――ぎぎぎぎぎぎぎぎぎっ――




　剣が――巨大な剣が降ろされる。

　強制的に切り裂かれた空間が悲鳴を上げ、切れ目から無数の亀き裂れつが世界中に向かって物凄い勢いで走っていく。

　一体これは何なのか。

『まさか……』

「これって……」

　鈴穂と鈴果が呆然とその剣を見上げる。

　大きさこそ、巨像と蟻あり程にも違うが……二人はその剣に見覚えがあった。忘れるはずがない。その剣を前に二人は命懸けで戦ったのだから。

　空間を切り裂く剣。

　それは――

「――ガントッ!?」

「まあよく考えてよ」

　使い魔らしき少女達と共に空中に浮かび上がり、剣の発生元――切れ目の方へと空中浮遊法で移動しながら明人は言った。

　彼の眼が向いているのは榮太郎でも剣でもなく、拓人と鈴穂であった。

「今日は邪魔が入ったし、邪魔者を片付けて話を聞くのには、少々準備不足だしね。近々、もう一度来るから、それまでに決心を固めておいてくれると、嬉うれしいかな」

　言いながら明人とその使い魔達は亀裂の根本へと移動。

「逃がすかッ!!」

　空を蹴ってそれに追い縋すがるミヤビ。

　彼女の手が白刃を操り、強烈な刺し突とつを放とうと――

「――っ!?」

　放とうとした彼女の眼の前の空間が砕け散る。

　元より亀裂まみれだったその空間を押し破って出てきたのは、剣とほぼ同じ縮尺サイズの巨大な――指先から掌てのひらの下端までが二メートルはあろうかという掌だった。

　轟――と掌が空気を強引に抉えぐりながら突き出される。

「げっ!?」

　壁の如き超巨大張り手に問答無用で吹っ飛ばされるミヤビ。

　慌てて急上昇――空中で相棒を受け止めたシンクラヴィアが、たたらを踏むかのようにばたばたと無様に翼を打ってよろめいた。

「どわったッタッタ!?」

「じゃあね」

　轟音と共に二本の巨大な腕が引き抜かれ、それと同時に、渦に巻き込まれる木の葉の如く、空間の裂け目に向かって明人達の姿も消えていく。

　やがて――

「――逃がしたか」

　榮太郎の呟きと同時に、結界は完全に破は綻たん。

　シュレッダーにかけられた写真の如く、細片に分離した世界の向こう側から、拓人達が慣れ親しんだ、本来の一般社会が出現する。擬似的な世界の断片は、くるくると回りながら溶けるようにしてそれぞれ消滅していった。

　代わりに……榮太郎の右の手の甲が、まるで煙草の先でも押し付けられたかのように、タンパク質の焦げる異様な匂においと、一筋の煙を立ち上らせていた。強制的に結界を破られ、その反動が榮太郎の肉体に来たのだろう。

　気がつけば、無論、榮太郎達は空中になど浮いておらず、普通に屋上に立っていた。給水塔も傷一つない。あれはあくまであの結界内の出来事であって、現実ではない。術を張った者が死んだり意識を失ったりすれば、その中の出来事は現実事象と共鳴を起こしてその結果を持ち込む場合もあるが――大抵は、それは夢の中の出来事と同じく、現実とは遮しや断だんされたままだ。

「先輩――」

　慌てて栄太郎達の処に駆け寄る拓人達。

「拓人、鈴ちゃん――厄介やつかいなのに眼を付けられたな」

　苦笑を浮かべて自分の左手で右手の甲を撫なでる榮太郎。

　それだけで彼の右手に穿うがたれた火傷は跡形もなく消え去っていた。まあ榮太郎程の魔法使いになれば何をして見せても驚くには値しない。

　とはいえ――

「あれって一体……」

　虚こ空くうを不安げに見つめながら尋ねる拓人。

　だが榮太郎はひどく気楽な口調で言った。

「さて。俺もまああいつが〈始源的神魔創造者〉だってのはわかったんだが、〈連盟〉側の内部事情まではわからないからな。一体何を考えているのやら」

「…………」

「ま――いくらなんでも今日はもう来ないだろ」

　肩を竦めて言う榮太郎。

　その時――ようやく時間が流れているのを世界が思い出したかのように、休み時間の終わりを告げる鐘かねが校舎に響き渡った。
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　玄関の開く音に彰彦は顔を上げた。

　反射的に時計を見れば未だ十二時にもなっていない。少なくとも拓人が帰ってくる時間ではないはずだった。

　だが――

「……ただいま」

　呟くように言って部屋に入ってきたのは、確かに彼の息子である。

「た――拓人？　どうしたんだ、未だ午前中――」

「……早退した」

　学校で何かあったのか……何処か憔しよう悴すいした様子で拓人は投げやりに言うと、そのまま真っ直ぐ自分の部屋に入って扉を閉めた。

「あ……おい……？」

　彰彦が関与する余地などまるでない。

　少しでも息子との会話を円滑えんかつにしようと、予め考えておいた下らない冗句ジョークを引っ張り出す暇さえなかった。

「…………」

　まるで断絶の象しよう徴ちようであるかのように閉ざされた扉を見つめながら、彰彦は俯うつむいた。

　体調が悪いのか。あるいは虐いじめにでもあったのか。それとも不良化の兆ちよう候こうか。

　幾つもの不吉な想像が脳のう裏りを過よぎる。

　もし想像の通りならば励はげますなり叱しかるなり何なりしてやるべきだ。それはわかっている。親なのだからそうしてやるべきなのだ。

　だが――果たしてその資格が自分にあるのか。

　最も肩を寄せ合い、励まし合うべきだったその時に、逃げた自分に。

「…………本当は……」

　今回の帰国はただの休暇ではない。

　拓人に大事な話をする為に帰ってきたのだ。だが彰彦は未だにその事を言い出せないでいる。今更父親面をしようとしている自分が、ひどく愚おろかに見える。みっともなくて情けなく見える。息子にはっきりと拒こばまれる事が怖くて――言いたい事も、言うべき事も、何も言えない自分が此処にいる。

「…………拓人」

　呟いて彰彦は扉を叩くべく拳こぶしを握って掲かかげ――

「…………」

　しかしその拳は力なく降ろされた。





＊






「ほらほらこれも食べなさいね～美お味いしいわよ～？」

「みゃっ！」

「これなんかもう……ああっ、それはアタシんだ、タナ郎っ！」

　出された山盛り――というか最早それは『鬼盛り』とでも形容すべき感じで大皿の上にこんもりと積み上げられていた――の昼食をタナロットと鈴果は調子よく食っていた。喰っていたと言うより飢えた獣のよーに怒ど濤とうの勢いで貪むさぼっていた。

　羽瀬川家……鈴穂の実家である。

　純和風建築の鈴穂の実家では、テーブルというものがない。それに付随する椅子もない。代わりに畳敷きの部屋に置かれているのは卓袱ちやぶ台だいで、昼食は基本的にその卓袱台の上で食べるのがこっちの羽瀬川家の習わしであった。

　ちなみに。

　和食というと一番普通の人間が先ず最初に連想するのは小鉢だの小皿だのに盛られた青菜の白和えとか、金平ゴボウとか、小芋の煮付けとか、焼き魚とか……その手の『お惣そう菜ざい』だろう。裕福な生活をしている人間なら、いわゆる会席料理の類を連想するかもしれないが、これらとて、基本はそう変わらない。

　だが……卓袱台の上は今、そうしたイメージからはかけ離れた状態になっていた。

　料理自体は同じだ。

　だが量が違う。全然違う。

　普通の人間は直径六十センチ近い大皿の上に山を造るよーな小芋の煮っ転がしを見た事はあるまい。焼き鮭などは切り身ではなく一匹丸ごとがどでんと舟盛り用の舟に乗っけられて卓袱台の半なかばを占せん拠きよしていた。他の大皿にも普通に喰えば数十人分とも思えるような量が載っけられている。

　これは言うまでもなく全部、この家の主婦・秋あき穂ほが作ったものだ。

「みゃ――っ！」

「てめえそれはアタシんだってんだ！」

　その膨大ぼうだいな量の昼食が――しかし瞬く間に量を減らしていく。

　既に白米だけでも五合近い量が二人の少女の口の中に消えているのだが、一向に彼女等の食べる速度は緩まない。それなりに咀そ嚼しやくし味わって食べているのにも関わらず、彼女等は大食い選手権の優勝者も青ざめる勢いでおかずを、御飯を、お茶を、自分の胃袋の中に送り込み続けていた。

「タナちゃんも鈴果もいい食べっぷりねえ。嬉しいわ～」

「みゃみゃみゃ」

「んぐんぐんぐんぐ」

「鈴穂は食が細いからちょっとつまらないのよね～」

「んみゃんみゃんみゃ」

「んぐんぐんぐんぐ」

「思い出すわ～。昔ね、おばさんの友達に、タナちゃんや鈴果みたいにそれはそれはよく食べる子がいたのよ？」

「みゃ？」

　首を傾げるタナロット。鈴果も眼を瞬かせながら手を止める。

　その頰についた飯粒を指先で取ってやりながら、秋穂は続けた。

「今のタナちゃんや鈴果と同じくらいによく食べたわね～」

『それ本当に人間？』

　既に十人分は平らげたというのに、一向に衰おとろえないタナロットと鈴果の食べっぷりに辟易へきえきした様子で鈴穂がそう書き示す。

「勿論、違うけどね」

　秋穂は平然と言った。

　今でこそ平凡――では全然ないような気もするがともかく――な専業主婦という肩書きの秋穂だが、かつては〈学園〉において〈破壊魔〉の渾あだ名なを冠される強大な魔法使いだった。

　今でも〈学園〉内で語りぐさになっている事を思えば、彼女が天使やら悪魔やら精霊やら、そういう人間以外のものと親交があってもおかしくはない。

　あまり昔の事は秋穂も喋しやべりたがらないので、鈴穂としても突っ込んだ事を聞いた事はなかったのだが――

『そういえば母さん』

「――なに？　おかわり？」

『違うわよ。母さんは彰彦伯父さんの事もよく知ってるわよね？』

「そりゃまあ」

　再び昼食の征服に取りかかり始めた少女達二人を楽しげに眺めながら秋穂は頷いた。

「元々が従い兄と弟こだし……お父さんのお兄さんでもある訳だし。お互い物心ついた頃から知ってるわよ。場合によったらお母さん、お父さんじゃなくて、彰彦さんと結婚してたかもしれないわね」

『そうなんだ』

「といってももう十三の頃にはお母さん、お父さんと付き合ってたけどね。うふふ。お父さんたらねえ――」

『その辺りの話は多分百回位聞いたけど』

　鈴穂はうんざりした表情で母のノロケ話を遮さえぎった。

『彰彦伯父さん、何だかタクちゃんとぎくしゃくしてて……』

「ああ……まあそうでしょうね」

　あっさりと秋穂は頷いた。

『そうでしょうねって……』

「あの人もああ見えて不器用な人だから。今更どうやって息子に接して良いのか、わからないんでしょうね……自分が息子を棄すてたって思ってるのよ」

『でも』

　一瞬躊躇ためらってから――しかし鈴穂は書いた。

『実際に、彰彦伯父さんはタクちゃんを残して』

「それはその通りだけど。でも――本気で棄てたのなら、日本に戻ってきたりはしないでしょうし、ぎくしゃくもしないでしょう？　彰彦さんも後悔こうかいしているのよ。元々アメリカに行く時も未み練れんたらたらだったし」

『そうなの？』

「ええ。見送りに行ったから覚えているけど。でも同時に、亜あ紀き美み姉さんの事もあったから、タクちゃんの事をちゃんと考えてあげる余裕もなかったんでしょうね。どう扱って良いのかわからなくて、下手に扱って息子まで壊こわしてしまうのが怖くて、だから逃げた――多分、そんな処」

　秋穂は珍しく短い溜め息をついた。

「それがわかっていたから、私も、タクちゃんの戸こ籍せきをうちに移さなかったのよ」

『……そっか』

　拓人は一時期、鈴穂の実家で育てられていた。

　この為、鈴穂の父・武彦と、鈴穂の母・秋穂を、事実上の両親として育った時期が彼にはある。良くも悪くも、拓人が鈴穂の事を一人の異性である前に、姉か妹のように考えてしまうのもこの時期、本物の家族のように育ったからだ。

　確かに半ば息子を棄てて外国に逃げるような親の処に戸籍を残しておくより、いっそ鈴穂の実家の方に拓人の戸籍を移しても良かった。あくまで戸籍など書類上の事であって、移しても移さなくても実質的な生活には何の影響もなかったろうが――移さなかった事にはそれなりにきちんとした理由があったのだ。

『どうしたらいいんだろう』

　鈴穂は膝の上にノートを置いて考え込む。

　だが――

「駄目よ。余計なちょっかい出しちゃ」

　秋穂は言った。

「こういう事は本人達の問題だから。本人達が自分の意志で解決しないと」

『そうかな』

「そうなの」

　言って秋穂は微笑んだ。

「それでもしタクちゃんが傷ついたり、苦しんだりしたのなら、慰なぐさめてあげなさい。鈴穂の方がお姉ちゃんだもんね？　でもその前に余計な手を出したら、駄目」

『……わかった』

　鈴穂はそう書いて――頷いた。
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　扉を叩く音に拓人は顔を上げた。

「――入っていいか？」

　遠慮がちな声に拓人は数秒逡巡し――そして言った。

「どうぞ」

　頭の片隅でまるで他人同士の会話みたいだと思う。

　口調。台詞せりふ。声音。表情。何がいけないという訳でもないのだが、何処か空々しい感じがして仕方がない。でもじゃあどういう会話なら親子らしいのかと言われればわからない。鈴穂の両親――秋穂や武彦と同様に接すれば良いのかもしれないが、それも何処か抵抗があってできない。

「…………」

　彰彦は何処か曖昧な笑顔を浮かべて拓人の部屋に入ってきた。

　息子に向ける表情ではないと思う。思ってしまう。まるで見知らぬ他人の機嫌をそこねないようにと気を遣っているかのようだ。

　だがそれも当然だ。

　拓人が生まれて十八年。その内、半分の時間を離れて暮らしてきたのだ。今の彰彦は拓人の趣味も好きな食べ物も知るまい。彼の拓人に関する知識は十年近く前で止まっている。それはもう確かに他人も同然だろう。

「あー……あのな」

　所在なげにその場に立って頰を掻かきながら、彰彦は言った。

「言おう言おうと思ってたんだが……」

「なに？」

「拓人――一緒にアメリカに行かないか？」

「……え？」

　眼を瞬かせて聞き返す拓人。

　実を言えば全く予想しなかった訳ではない。そんな事もあるいは言い出すかも――とは思っていた。それこそいかにも親子の間で交わされそうな話題であったから。

　だが――

「高校を卒業したら、父さんと一緒にアメリカに住まないか、と言ってるんだが」

「…………それは……でも……」

「いやあ、アメリカはいいぞ、うん」

　彰彦は急に明るい声を出して言った。

　本人は気付いていないのかもしれないが、明らかにそれは無理矢理の明るさだった。

「土地も安いしちょっと田舎に行けば空気も綺き麗れいだしな。食べ物は大味だがやっぱり安いし。なんといっても女の子も可愛い。金髪だぞ金髪。スタイルもいいしな。いやあ、父さんアメリカに行って十歳は若返った気分だよ。はっはっは」

「…………でも」

「日本よりもずっと実力主義の社会だしな。やる気があればどんどん出世も金稼ぎもできるし、新しい商売で一発当てて、なんてのもアメリカじゃ珍しくない。スケールの大きな国だよ、あそこは」

　まるで何かの熱に浮かされたかのように――口早に彰彦は言った。

「どうだ、拓人、お父さんと一緒にアメリカン・ドリームを――」

「――嫌だ」

　気がつけば拓人は叫ぶようにそう答えていた。

　こんなにも自分が悩んでいるのに。こんなにも自分が苦しんでいるのに。

　何も知らずにお気楽な事ばかり言って――

「……た、拓人？」

「嫌だって言ってるんだ！」

　いや。違う。

　違うのだ。父は別に気楽に彼を誘っているのではない。

　むしろ――

「僕には僕の生活があるんだよ！」

　むしろ恐怖と戦いながら、わざわざ日本に帰ってきてまで――

「この日本で！　いきなりそんな、帰ってきてアメリカに来いだなんて――そんな」

　駄目だ。言ってはならない。

　わかっているのに――停められない。

「自分勝手にも程があるよ！」

「…………」

　口をつぐむ彰彦。

　わかっていた。

　父が――ひどく自分に気を遣っていたのは。

　殊こと更さらに明るい軽薄けいはくな口調で言ったのも、できるだけ重苦しくならないようにと配はい慮りよしての事なのだろう。元々彰彦はそんなにスチャラカな性格ではない。少なくとも十年前まではそうだった。その程度の事は拓人も覚えている。

　そもそも彰彦が日本に帰ってきたのも、これを告げる為だったのだろう。その為だけに彼は一週間の休暇を取って、戻ってきたのだ。

　息子との関係を――やり直す為に。

　だが……

「悪いけどアメリカには父さん一人で帰って」

　違う。

　そんな事が言いたいんじゃない。

　でも――止まらない。

「それもできるだけ早く」

「…………」

　彰彦は何か言いかけて――しかし声は出す事もなく彼は口をつぐんだ。

　重苦しい沈黙が部屋の中に満ちる。

　そして……

「――そうか」

　彰彦の口調はむしろ穏やかだった。

「そうだな。すまん。今更――確かに虫が良すぎたか」

「……別に今更とかじゃない」

「いや。まあ……とにかくわかった。済まなかったな」

　それだけ言って――彰彦は部屋を出て行った。

　ぱたんと音を立てて扉が閉まる。

「…………」

　肩越しに振り返って拓人は扉を見つめながら――しかし『これでいいんだ』と自分に言い聞かせた。

　そう――これで良いのだ。

　拓人の今の状況では、彰彦さえも明人が人質に取りに来る可能性がある。少なくとも今は彰彦は側そばにいるべきではない。父には多少不快な思いをさせても早めにアメリカに帰って貰うべきなのだ。

　無論、明人のような達人級の魔法使いにとっては日本もアメリカも大差なかろう。だが、それでも拓人の側にいなければ巻き添えを食う可能性は減るし――仲が余り良くないとわかれば、人質に取られる可能性も減るはずだ。

　だがその事情を彰彦には説明できない。

　それどころか――

「いや……駄目だ。こんなんじゃ……」

　呟いて拓人は唇を嚙んだ。

　駄目なのだ。父を遠ざけるだけでは足りない。それだけでは双葉や葉月や周りの人々も父と同じように巻き込まれたり、人質に取られたりする可能性が残る。

「やっぱり……僕は……」

　一般社会から去るべきではないか。

『自分はもうこの一般社会に未練はない』『だから人質なんかにしても意味がない』そう自らの行動を以て周囲に示す事が、魔法使い専業の道に入る事が――それが結局は、父や、双葉や葉月達を守る事になるのではないか？

　だが――それには沢山のものを切り捨てる必要がある。

　拓人の中にある愛すべき日常のほとんどを、捨て去る必要がある。彼の日常を構成する、何気ない――しかしどうしようもなく輝かしくて貴重な諸もろ々もろのものを。

　特別になりたかった。

　最初はただそれだけだった。

　だから深くは考えていなかったのだ。

　特別とは――普通の延長にあるものではない。

　それは深く広い断絶だんぜつの向こう側にあるものだった。

「……僕は……」

　拓人は一人部屋の中で頭を抱えていた。
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　モニターの上に映っているのは一人の少年の映像だった。

　――氷室明人。

〈連盟〉の魔法使いにして拓人や鈴穂と同じ〈始源的神魔創造者〉。

　だが――

「うーん……？」

　榮太郎はモニターの前で腕を組んだ。

　画面の中には明人の写真だけではなく、幾つものグラフやら数値やらが書き込まれ、別に開いたウインドウでは幾つもの項目が箇条書きに並んでいる。

　榮太郎が明人とやり合ったのは実際の時間にすれば精々が一分余りの事である。

　だがこの抜け目ない魔法使いは、その間に幾つかの計測器を作動させていた。元々研究の徒の組織である〈学園〉の制服には、計測機能を持った魔法式が何種類か縫い込んである。いつでも何処でも資料を集められるように――だ。

　そして榮太郎はその機能を使って明人の魔力その他を一通り記録してきたのだ。

　無論、あの場で明人を完全に倒せるとは榮太郎も思っていなかった。

　殊更に追わなかったのもその為だ。また――現時点で明人が〈連盟〉の中においてどういう立場にいるのかがわからない以上、自衛以上の迂闊な手出しは、〈連盟〉側に大義名分を与える事にもなりかねないという懸け念ねんもあった。

「どうなさいました？」

　榮太郎の斜め後ろに立ってエーネウスが尋ねてくる。

「妙だな。いや――妙というより……」

　榮太郎はキーボードに指先を走らせて次々と表示される数値を切り替えていく。

「何処かで見たような数字が――」

「何処かで見たような？」

「ああ。いや――それだけじゃなくてな。何というか、物凄くチグハグだ、これは」

　榮太郎は明人の資料を改めて画面の上に並べた。

「肉体年齢は恐らく十八歳――拓人と同じ位だが。しかしあり得ないな、この魔法式の処理速度や、魔力の集中効率。単なる数字だけ見れば寒河江教授並だぞ？」

「それは単にあの少年が天才という事なのでは？」

「いくらなんでも限度があるさ。魔法で加齢止めてるって様子でもないしな」

　エーネウスから紅茶のカップを受け取りながら榮太郎は言った。

「そもそもこいつの生体情報がどうもな――何処かで見た数値の並びなんだが」

「誰かに似ているという事ですか？」

「そう誰かに――」

　言いかけて。

「――あ」

　榮太郎は呟くと、カップを置いて、キーボードを素早く操作。

「御主人様？」

「馬鹿か俺は。自分で言ったのにな――」

「…………？」

　首を傾げるエーネウス。

　榮太郎はモニターの画面を左右で二分割。右に明人の数値を並べ、左に、改めて呼び出した数値を並べていった。

「これは……」

　確かに似ている。

　全く同じという訳ではない。数値の一つ一つは全く別物だ。

　だがそこに出ている生体としての情報を示す各種数値――その主な部分は遺伝情報の関連だったが――は、非常に似通った変遷を示していた。

　恐らく各種項目を折れ線グラフか何かにすればもっとわかり易いだろう。

　そこに描き出される線の形はきっと恐ろしく似通っているはずだ。

「ふん。やっぱりそうか」

　にやりと笑いながら榮太郎は言った。

「御主人様。これは――」

「〈連盟〉の連中――やってくれるぜ」

　榮太郎の前のモニターには――氷室明人の数値と並んで、羽瀬川拓人の数値がずらりと提示されていた。
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　少し頭を冷やそうと思った。

　どうにも部屋の中にこもっていると陰々滅々とした方向に思考が偏っていくような気がする。場所を変えて外の空気を吸って、嫌な方向にばかり偏っていく気持ちを何とか立て直したかった。

「……ふう……」

　下に下りるエレベーターの中で拓人は溜め息をつく。

　すると――ぽん、と小さな爆音がして彼の腰の後ろ、ベルトに差し込まれていたファルチェが人型形態を採った。

「先輩♪」

「とりあえず父さんのいない場所では、お芝居はいいから」

　苦笑して言う拓人。

　エレベーターが一階に着いて――二人は並んでマンションの玄関をくぐった。

　あまり時間が経っていないように思ったが、既に辺りは夕暮れの気け怠だるい色に染まっている。腕時計で確認すると時刻は午後六時過ぎになっていた。

　ひょいと前に出てファルチェは拓人の顔を覗のぞき込む。

「お悩みですね～？」

「……まあね」

　携帯電話に擬装された状態とはいえ、ファルチェはずっと拓人の側にいて彰彦とのやり取りも聞いていたのだ。今更隠しても仕方なかろう。

「僕はどうしたらいいんだろうね……」

　とりあえずマンションの側にある自動販売機に歩み寄る。

「何か飲む？」

「……ではホットココアを」

　ファルチェの要望に従い、ホットココアを買い、自分用にはホットのミルクティを買う。

　拓人とファルチェは自動販売機の横に立ちながら、それぞれ両手で缶を包み込むようにして温かい飲み物で喉のどを湿らせた。

「――私は」

　しばしの沈黙を置いてから、ファルチェは言った。

「拓人様の道具ですから――道具には、御主人様の御判断に影響を与えるような事を言う権利も能力もありません」

「……そういう言い方は何か、嫌だな」

　手の中の缶を見つめながら拓人は呟くように言った。

「申し訳ありません」

　小さく肩を竦めるファルチェ。

「でも本心ですよ。道具とは人の望みを叶かなえるものであって、人を左右したり、人を縛ったりするのは本意ではありませんもの」

「…………」

「拓人様――」

　ファルチェはそっと囁ささやくように言う。

「私は拓人様が好きです」

　さすがにこういう場面で面と向かって言われると気恥ずかしい気持ちになる。

　既に拓人はファルチェの口調が変わっているのに気付いていた。

　普段の何処かのんびりおっとり溶けたような喋り方は、言ってみれば彼女がそう敢あえて振る舞っているだけの演技だ。この魔法機杖の変化した少女は、ここ一番――という本気の時には、うってかわって理知的な口調になる事を拓人は既に知っている。

「拓人様を拓人様としてお慕したいしています。だから、私の意見なんかで拓人様を左右したくないんです。拓人様が拓人様であられる事が私の望みですから――拓人様に考えて頂いて、拓人様に決断を下していただきたいんです」

「ファルチェ……」

「結局、拓人様がどうしたいか――です。私はそれを全力でお支えするのみ」

「……そっか」

　拓人は溜め息をつくように言う。

　確かにこんな大事な事を他人に決めて貰おうとか、他人に解決策を教えて貰おうなんていうのはムシが良すぎる話だろう。自己決定は魔法使いの基礎中の基礎だ。自分自身の立ち位置も決められない奴が魔法なんて使えるはずもない。

　そんな事を思って拓人が自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべた――その時。

　爆音が暮れなずむ街並みを揺ゆるがした。

「――なんだ!?」

　愕がく然ぜんと爆音の方向を――自分達の家であるマンションの方を振り返る拓人。

　その壁の一部からきらきらと輝きながら窓硝子ガラスの破片が落下する様と、そしてもくもくと黒い煙が吐き出されているのが見えた。

　それは――拓人達の部屋の場所だ。

　一瞬、頭の中が真っ白になった。

「――父さん!?」

　拓人は咄とつ嗟さに駆け出す。

　同時にファルチェも彼を追って走ると――併へい走そうしながら言った。

「御主人様」

「……！」

　拓人は走りながら右手を突き出す。

　とん、と地を蹴ったファルチェは空中でするりとその体たい軀くを折りたたみ――まるでコンピュータ・グラフィックのモーフィングを見ているかのように、少女の身体は瞬く間に一本の魔法機杖に変化して拓人の右手に収まった。

「まさか――」

　エレベーターを待っている時間が惜しい。

　階段を駆け上りながら拓人は考える。

　まさか――明人がもう拓人を絡め取る為に次の手を打ってきたのだとしたら。

「父さん!!」

　この瞬間ばかりはわだかまりも悩みも何もかもを忘れ――拓人はただただ父の元へと急いだ。
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　息子に拒まれた彰彦はぼんやりとリヴィングでテレビを見ていた。

　何をする気も起こらない。何をして良いのかもわからない。もう四十にもなって情けないとは思うのだが――あるいは自分は十年前のあの日から全く成長していないのではないかとも思う。息子を弟夫婦に預けて逃げた、あの日から。

　だから――

『――他人の本心なんてわからない』

　画面の中では映画の主人公が決然と喋っていた。

　彰彦も見た事のある映画だ。アメリカン・ヒーローもの。彼はこの手の物語が好きでアメリカに定住するようになってからは、積極的にテレビ、映画のＤＶＤを集めたり、グッズを集めたりするようになっていた。

　だからこの映画も何度も何度も見た。日本語吹き替え版は初めてであったが。

　映画の中ではちょうど――黒衣の主人公が窮きゆう地ちのヒロインを救い出した処だった。

　悪を倒す為に名を隠し、顔を隠し、時には道化じみた行動さえ採り、自分の周りの人間が戦いに巻き込まれぬように、わざと彼等に嫌われるような暴言を吐いてまで、男は名声なき戦いを続ける。

　戯たわけ者を演じる彼を見て幼馴染みのヒロインは事情も知らずに呆れる。

『これは本心じゃないんだ』――そう弁解しようとする彼にヒロインは言った。

『他人の本心なんてわからない。でも心は行動に顕れるわ』

　やがて幼馴染みのヒロインは顔を隠した主人公に窮地を救われる。

　命の恩人の名を知りたがる彼女に――主人公は言うのだ。

『他人の本心なんてわからない』

　名を告げず。顔も見せず。

　ただその言葉を。

『だが――その心は行動に顕れる！』

（……心は行動に顕れる……か……）

　単純だが――何故かそれは心に響く言葉だった。

（……俺の行動は……拓人にはどんな風に見えていたのだろうか……）

　それが本心であろうとなかろうと、他人はその者の行動からしかその者を理解できない。それは見る者にとっては真実以外の何物でもないのだ。『本当は違うんだ』などと弁解してみても意味がない。

　だから――わかり合いたいのなら行動する事を躊躇ってはならない。

　誠意を示すのなら一度で諦あきらめてはいけない。

「……拓人が戻ってきたらもう一度話をしてみるか」

　彰彦は呟く。

　今更、体裁だの何だのを気にしている場合ではない。

　格好悪くても、情けなくても、たとえ一時、息子に軽蔑けいべつされようとも、悔くいの残らぬ全力の行動で示すべき事を示さねばならない。

　それで駄目なら未だ諦めもつくというものだ。

　そんな事を彰彦が考えていると――

「おや。『バットマン・ビギンズ』ですか。ビデオを録画しておけば良かったかな」

　不意に聞き覚えのない声が背後から投げられる。

　愕然と振り返った彰彦は、そこに三つの人影を見た。

　背の高い優やさ男おとこと。妖艶ようえんな美女と。そして背は低いが肩幅の広い禿はげ頭あたまの男と。

「な――なんだ君等は」

　思わず問いながらも間の抜けた事を言っているという自覚が何処かにあった。

　オートロック式のマンション、しかも此処の部屋にまで無断で入ってくる相手だ。真っ当な人間ではあり得ない。まさかこの連中も拓人の友人や彼女という訳でもあるまい。

「ちと貴方に用がある者ですよ。正確には用がある人の使い、ですが」

　背の高い優男が気き障ざな仕草で肩を竦めて言った。

「大人しくついてきてくれれば手荒な――」

　芝居がかった口調で誘拐犯の定型文句を口にする男。

　彼は――

「――おぶっ!?」

　不意に横から飛んできた塊に激突されて吹っ飛んだ。

「ぬがああああああああああああっ!?」

　面白いように軽々と宙を飛び、壁にぶつかってから、もんどり打って倒れる。

　塊の方は男の身体を蹴って跳ね回り――

「――なんだ!?」

　――そして最終的に彰彦を庇うような位置に両手を広げて着地した。

「……こ……子供っ!?」

　呆然と彰彦が呟いたのも無理はない。

　それは身長一メートル余りの、メイド服を着た小さな小さな人影だった。手は短く脚も短く、挙げ句には胴体まで短い。頭は大きく、しかも何の冗談か、その頭部にはまるで犬か猫のように動物的な尖とがり耳が生えていた。

　この場に拓人がいたらその正体に気付いただろう。

　プチネウスである。

　拓人達の処に、榮太郎が監視として放っていた一体だ。ついでに言えば鈴穂達に盗聴内容を送っていた盗聴器そのものでもある。基本的にこの人工的な擬似精霊はちょっと大きめの縫いぐるみの振りをしてリヴィングの片隅に座っていたのだが――さすがにこの状況を見過ごせないと判断したらしく、擬装をかなぐり棄てて侵入者の顔面にドロップキックをかましたのである。

「…………」

　プチネウスはささっとステップを踏んで適切な足場を確保すると、その短い手を己の衣装に掛けた。

　ばっ――と広がる布地。

　次の瞬間、まるでマントを払うかのようにプチネウスの衣装は傍らに投げ捨てられ、黄色と黒の警戒色丸出しのツナギを着たケモノミミ幼女がそこに立っていた。

「…………」

　すたーん、すたーん、と独特のステップを踏みながら、プチネウスは短い手足を動かしてファイティング・ポーズをとる。どうやら戦う気満々のようだ。全体的にデフォルメの効いた体軀なので今一つ緊迫感がなかったりするが。

「生意気にトラック・スーツ着てるよ、この子」

　三人組の中の一人――女が苦笑じみた声で言う。

「格闘なら負けないって？　だが生憎とうちのガントも格闘なら負けないよ。まあこっちは武器ありだけどね」

　女の言葉が終わると同時に禿頭の男が腰をやや沈めながら前に出る。

　男は――左腰に提げた剣の柄に右手をかけた。

　プチネウスはというと、何処から取り出したのか、ヌンチャクをひゅんひゅんと振り回してからぴたりとその棒状部分の片方を脇の下にたばさんで構えてみせる。

　互いに戦闘準備万端。

　いつでも必殺の一撃を繰り出せる状態だ。

　だが――

「――お前に勝ち目はない」

　禿頭の男がぼそりと言った。

「お前の同類は斬った事がある」

「…………」

　プチネウスは無言。

　そして。

「――ッ！」

「――!!」

　鋭い呼こ気きと共に双方の攻撃が逬ほとばしる。

　どちらが先に動いたのか、彰彦には見分けがつかなかった。

　だが結果は一瞬の後に明らかになった。

　いつの間にか入れ替わっていた双方の位置で、禿頭の男は悠然と剣を鞘さやに収め、対してネコミミ幼女はがくりとその場に膝をつき――そしてずるりとその上半身が下半身から滑り落ちる。

　次の瞬間――

　轟音。そして閃光せんこう。

　ケモノミミ幼女の身体は爆発していた。

「うおっ――!?」

　思わず頭を抱える彰彦。

　だが――爆風も衝撃も彼の処までは届かなかった。

　まるで透明な硝子の壁でもあるかのように、それらは彰彦に届く手前で揃そろって止まり、横方向へと拡散していったのである。

「危ないね――どういう神経してんだか。これじゃ守ってる相手まで巻き込んじまう」

　呆れたように女が言う。

　彼女は部屋の片隅を振り返りぞんざいな口調で続けた。

「さて。ミハイル、いつまで寝てんだい。引き上げるよ」

「……うう」

　最初にドロップキックを喰らった男が呻きながら身を起こす。

　彰彦は無駄とわかりつつも身構え――そしてもう一度尋ねた。

「き……君達は一体……」

「悪いけど説明は私らの仕事じゃないんだわよ」

　女はそう言い――何処からか取り出したロープを、これ見よがしにしごいて見せた。
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「――父さん!!」

　扉が開かれたままの玄関から室内に飛び込む。

　思ったよりも遙はるかに室内の被害は少なかった。

　音と光は派手でも、実際的な破壊力はそんなに大きなものではなかったらしい。さすがに窓は割れていたが、お陰で立ちこめる煙は既に半ば以上が戸外へ放出されていた。

　だが――

「…………一体、何が」

　呟きながら拓人は部屋の中を見回す。

　室内の壁や家具がいくつか焦こげて、小物の類が散乱している以外には、特に何も異様なものは見当たらない。爆発の原因が何だったのかはわからないが、とりあえず脅きよう威いらしい脅威は感じられなかった。

　代わりに部屋の中にいるはずの彰彦の姿もなかったが。

　無論、死体があるよりはマシだが――

「…………これは」

　リヴィングの端――壁に一枚の紙が小型のナイフで固定されていた。

　Ａ４程の大きさの紙面には極太マジックで書いたと思しき文字が並んでいる。

『父親は預かった　返事を告げに来られたし　氷室明人』――と。

　ナイフを抜いて紙を裏返すと、これまた御ご丁てい寧ねいにも呼出場所の住所と呼出時間とそして簡単な地図までが書かれていた。

「くそっ…………！」

　遅かった。そして甘かった。

　氷室明人の行動は拓人の想像よりも遙かに早くえげつなかったのだ。

「僕の……せいだ……!!」

　まるで紙そのものが氷室明人であるかのように強く強く握りしめて――拓人は吐き捨てるように、慚ざん愧きの言葉を吐いた。










　第四章　戦隊なんですけど。







　ふと身を屈かがめて床に落ちていた布を拾う。

　それはプチネウスの脱ぎ捨てたメイド服だった。

「……ちと荷が重かったか」

　呟つぶやくのは榮えい太た郎ろうである。

　彰彦あきひこの拉ら致ちからおよそ十五分後――拓たく人とのマンション。

　爆発から五分後には榮太郎達が駆け付けてきたものの、勿もち論ろん、既すでに拉致犯人達の姿は何ど処こにもなく、意気消沈した拓人とその隣となりで困惑こんわくの表情を浮かべているファルチェがいるだけだった。

　更にその十分後には事情を知らぬままにやってきたタナロットと鈴すず穂ほがマンションの状態を見て愕がく然ぜんと立ち尽くし――そして現在に至る。

　マンションの中はとりあえず十体余りのプチネウス達が片付けており、拓人達はダイニング・ルームのテーブルについていた。『まずは茶でも飲んで落ち着け』と榮太郎が言ったからである。

「――で。襲ってきた連中は確認してないのか？」

　自分もプチネウスの衣い装しようを確認後、テーブルにつきながら榮太郎が尋ねる。

「僕が来た時にはもう……」

「ですが」

　拓人の隣でファルチェが片手を挙げて言った。

「魔力偏へん差さが――おかしいです」

「うん？」

「プチネウスの発していた魔力しか感知できません」

『それって――やっぱり』

　鈴穂がノートを示す。

『あの超能力者の人達が来たって事なんじゃ』

　学校の屋上での一戦で、鈴穂は見覚えのある剣を見ている。

　あれは――正月に旅行に出掛けた際、麻ま雪ゆきの一件で戦った相手の武器に似ていた。

　空間転移能力を刃に載せて万物を空間ごと切り裂く男・ガント。

　大きさこそ巨大ロボ並にでっかくなってはいたが、鈴穂も、そして彼女と記憶を共有する鈴果も、間違いなくあれはガントの剣だと主張していた。

「まあその可能性は高いわな」

　榮太郎は頷うなずく。

「あの人達って……〈学園〉が捕まえてたんじゃ」

　拓人達との戦闘に敗れた後、あの超能力者三人組は〈学園〉に拘こう束そくされていたはずだ。

　だが――

「逃げた」

　榮太郎はあっさりと言った。

「それは確認されてる。その後の足取りはつかめてないが……一応プロフェッショナルみたいだったから、わざわざ仕返しとかには来ないだろうとは思っていたんだがね。まさかこうなるとは」

「……何にしても、どうしたらいいのか……」

　肘ひじをついて組んだ手に額を当てながら拓人は言う。

　今すぐにでも助けに行きたい。その気持ちは間違いない。

　だが――どうやって？

　たとえ明あき人と本人やその使い魔が出てこないとしても、あの三人の超能力者は魔法抜きで戦えるような相手ではない。だがそうなるとどうしても彰彦の前で魔法を使わざるを得ないだろう。

　だが彰彦に記憶操作の魔法は使えない。

　そして〈学園〉は自己の秘密を守る事さえできない魔法使いを、許さない。

　結局――そうなれば拓人は〈学園〉から除名される事となり、それでも尚なお、魔法使いとしての道を歩もうとするのならば、独自に研鑽けんさんを積むか、さもなくば〈学園〉以外の組織に――それこそ〈連盟〉にでも所属するしかない。

　結局、彰彦を助け出せたとしても、明人の思惑通りに追い込まれていく事になるのだ。

　しかし彰彦をそのまま放置しておく訳にもいかない。

「…………」

　場の空気がひたすら重くなる。

『でも、例えば、佐さ久く間ま先輩とか、別の人なら』

　魔法の事やその他諸もろ々もろを気付かれずに彰彦を助け出せるのではないか。

　一いち縷るの望みを託した視線が榮太郎に集中するが――

「悪いがこれが駄目でな」

　榮太郎は肩を竦すくめた。

『駄目って。先輩でも無理なんですか？』

「無理じゃないさ。だが実は――昼間の御み堂どう高校での一件の直後、上層部の方からお達しがあってな。今現在は〈学園〉と〈連盟〉の関係がかなり微妙な時期だから、迂う闊かつな手出しはするなって事になってる」

『でも』

「わかってるよ。氷ひ室むろ明人の方から――〈連盟〉側からちょっかいを掛けてきたのは。だが今回に限って言えば実行犯はあの超能力者三人だろう？　これが〈連盟〉の差し金だっていう証拠はないんだよ。いや、氷室明人の仕し業わざだという証拠があったとしても、現状じゃあ『羽は瀬せ川がわ拓人と氷室明人の私闘』って事にしたがるだろうな。〈学園〉には慎しん重ちよう派というか消極的な人間が多いからな――できれば〈連盟〉とは事を構えたくないってのが本音だろう」

　元々の考え方の違いである。

『魔法使いを一般人が認めないならば、認めざるを得ない世の中にすれば良い』――という理屈から魔法使い達による一般社会支配を提唱する〈連盟〉。

『魔法使いを一般人が認めないならば、一般人の目の届かない処ところに隠れれば良い』――という理屈から秘密主義を基本とする〈学園〉。

　それが正しいか間違っているかはさておき――現状の維持を目的とする〈学園〉と現状の改変を目標とする〈連盟〉と、積極的姿勢なのは言うまでもなく後者だ。

　現時点では〈学園〉の人数や戦力の方が大きい為に、微妙な均衡状態が造られているものの、〈学園〉側から〈連盟〉にちょっかいを出してこの均衡を崩くずすのは望ましくない。〈連盟〉が力を付けてきているのならば尚更だ。

　だから――

「だからな。まあ相談とか受けるのはいいんだが、実際の行動に〈学園〉側のサポートは期待できない。特に教師やそれに準じる立場の者は、上層部――〈十二席委員会〉から今回の一件には不介入を貫つらぬくように、とのお達しが来ている」

「…………」

　拓人は――無言。

『そんな、酷ひどいです』

　代わりに鈴穂がそう書くが――しかし顔を上げて拓人は首を振った。

「いや。確かに僕の問題ではあるんだよ。自分で解決せずに周りにどうにかして貰おうなんて虫が良すぎる。普通の――平凡な平等さが欲しいのなら、そもそも魔法使いの世界に入るべきじゃないんだ」

『でもタクちゃん――』

「と……まあ、そういう建前になってる訳だが？」

　榮太郎が肩を竦めて言う。

「物事には大抵抜け道というのが、あるわなあ？」

「…………」

　きょとんとした表情を浮かべて顔を見合わせる拓人、鈴穂、タナロット、ファルチェ。

　にたりと笑う榮太郎。

　まるで、かつて一人の碩学せきがくを甘言かんげんを弄ろうして地獄へと落とした悪魔のように。あるいは愚おろかな女を騙だまして禁断の林りん檎ごを食わせた蛇のように。

　彼は意味ありげに笑いながら――言った。

「要するに――誰だかわからなければいいんだよなぁ？」

「……あの先輩」

　ふと――束の間だがいつもの拓人に戻って彼は表情を引きつらせた。

「なんだか猛烈に嫌な予感がするんですが」

「気のせいだ」

　榮太郎はにやにやと笑いながら断言した。
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　経済論理とは残酷ざんこくなものだ。

　その論理が支配する世界においては、利益率というただ一つの数字が全てを決する神である。それ以外は何もない。一見、別の数値に左右されているように見えても、最終的には儲もうかるか儲からないかが全てを決める。そこに善悪はない。ただ事実としての数字のみがある。金がなければ生きていくのも難しいこの現代社会において――それは正邪の区別などない処に厳げん然ぜんと君臨くんりんする。

　そして……それは夢を売る商売も例外ではない。

　不況となれば先ず最初に影響を受けて衰退すいたいするのが娯楽産業である。無駄を許さず必要さえ切り詰める状況で、腹の足しにすらならない夢などに金を払う酔すい狂きような人間はごく少数だ――まあオタクと言われる人種などは食費を削ってアニメＤＶＤを買ったりもするが、それは全体から見れば少数派である。

　故ゆえに経済の悪化と共に壊こわれ、潰つぶれ、そして棄すてられた夢の残ざん骸がいは枚挙に暇いとまがない。

　例えば――

「しかしまあ……こりゃまたいい趣味だこと」

　あちこちにそびえる黒く大きな影の群れを見渡しながらマリエラは呟いた。

　時刻は既に夕暮れを越えて夜にさしかかりつつあり――茜あかね色いろだった世界はゆっくりと墨を混ぜたかのように黒く濁にごった色合いに変化していく。冬の寒風吹きすさぶそんな宵よい闇やみの中で、滅亡の日を待つ恐竜達のように、悄しよう然ぜんとただ立ち尽くす無数の巨体が、ひどく寂さびしげな印象を醸かもし出していた。

　いずれもが遊具だ。

　メリーゴーランド。ジェットコースター。ゴーカート。フリーフォール。

　遊園地ならではの、数々の巨大な機械式の遊具が今はもう動く事もなく、広々とした敷地のあちこちに鎮ちん座ざしている。そもそもが人の眼を惹ひき付ける為の派手な形状と色彩をしているだけに、それらが、見る者もない廃墟じみた場所で野ざらしのまま朽くちていく様は、ひどく哀あい愁しゆうを漂ただよわせていた。

〈ドリーム・ファクトリー〉。

　日本経済が不況に陥おちいって随分になるが――不況前に組み立てられて動きだし、不況に突入しても最早止められなくなっていた計画というものも実は随分ある。この遊園地建設計画もその一つだ。

　中途半端に官民共同で行われた計画の為、互いに互いを牽けん制せいしあって止めるに止められず――出資会社の一つが破産した為に計画は頓とん挫ざ。結局、莫大ばくだいな建設費用を費ついやした割には、まともに開園する事は一度もなく、巨額の赤字だけを残してしまった遊園地である。

　この為、かつての関係者達はこの遊園地を本来の名で呼ぶ事はない。

　多くの者は微苦笑や溜め息を共にこの巨大な夢の跡地をこう呼ぶ。

〈ドリーム・セメタリー〉と。

　それはさておき――

「まあ余計な邪魔が入らないってのは確かでしょうがねぇ」

　と言ったのは傍かたわらのミハイルである。

　二人が立っているのはこの遊園地の中央部に建てられた目玉のアトラクション――即すなわち〈デモン・キャッスル・コースター〉の上である。

　屋内型ジェットコースターは既に珍しくないが、これもその一つだ。実物大に造られた魔王の城のセットの中を、ジェットコースターが目まぐるしく駆け抜ける。乗客達は登場人物の一人となって、悪の魔王に囚われた姫君が助け出されるまでを目撃するという仕組みだ。

　設計者が何をトチ狂ったのか、この魔王の城、やたらに凝っていて、セットどころか本物の城さながらの造りになっている。何でも実際にあるドイツの城をコピーした造りになっているとかで――お陰かげでマリエラとミハイルがいるような、テラス部分なども普通に人間が歩いて登ってくる事ができる造りになっていた。

　まあこういう余裕だか酔狂だかわからない仕事ぶりが積もりに積もって、赤字を膨ふくらませたのであろうが――

「どうにもあの明人ってガキ、信用ならないっていうか――色々隠してるっていうか。見た目通りの年齢じゃない気がしますが。ガキにしては、けれん味が過ぎる」

「まあ信用ならないって意味では前の雇やとい主も似たり寄ったりだったけどねぇ」

　とマリエラは肩を竦める。

「何にしても私らは言われた事をするだけさ。他に能もないしね」

「そりゃそうですが――しかしリベンジとはね」

「人質とっといて雪辱戦リベンジも何もないだろ」

「そりゃそうですが、ガントの旦那だんなはそれなりに思う処もあるんじゃないですか？　タイマンなら達人級の魔法使いにだって負けない自負はあったでしょうし」

　言って背後を振り返るミハイル。

　テラスの奥まった場所には、ぐるぐる巻きにロープで縛られた彰彦と、そして床に直接あぐらをかいて肩に剣を立て掛けたガント――更にその両脇には何やら骨格標本のような骸がい骨こつが二体、それも何故か兜かぶとと剣と盾たてを装備して立っていた。

　この骸骨兵士、言うまでもなく元々はこの『魔王の城』の備品である。

　ただし――今は違う。

　ある種の魔法具を取り付けられたそれらは、ＡＳＨＩＭＯを開発している本田技研の技術者が真っ青になるような高い二足歩行能力を備えるに至っていた。命じれば綱渡りだろうが宙返りだろうがしてのけるだろう。

　ちなみに魔法具は明人から渡されたものだ。

　他にも三人は明人から幾つかの魔法具を渡されている。一度拓人達に破れた経験のある彼等が余裕を持って彼等を待ちかまえているのも、その魔法具によって自分達の戦力が増強された事を確信しているからだ。

　だが――

「――敗北は敗北だ」

　聞こえていたらしく、ガントは言った。

「あの娘に思う処はない。俺の――未み熟じゆくをただ恥じるのみ」

「はあ……」

　頰を掻き――そして顔をしかめるミハイル。プチネウスにドロップキックを食らった場所なのでまだ少し痛むのだ。

「されど再戦の機あればやはり全力で倒す。それが仕事だ。俺の思惑は関係ない」

「まあガントの旦那ならそうでしょうな」

　苦笑を浮かべるミハイル。

　その時――

「――来た」

　ガントが呟く。

「そのよーですな」

　テラスから身を乗り出してミハイルが言う。

　懐ふところから取り出した双眼鏡を目元に当てながら彼は笑う。

　だが――

「いやはや健けな気げですな。お父さんを助け…………………………」

　そこでミハイルは黙り込んだ。

「――ミハイル？　どうした」

　マリエラが怪け訝げんそうに尋ねる。

　双眼鏡で視線を飛ばした先に一体何を見たのか……ミハイルはがっくりと肩を落として呻うめくように言った。

「あいつら……真面目にやる気があるのか？」
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　沈みゆく夕陽を背に彼等はやってきた。

　見る者によってはある種のＢＧＭでも幻げん聴ちようとして耳に捉えたかもしれない。

　造成途中で放ほう棄きされた荒れ地――その地平線の向こうにたゆたう夕陽。

　そこを行く……五つの人影があった。

　赤。青。黄。緑。そして――何故かピンク。

「天が呼ぶ、地が呼ぶ、視聴率が呼ぶ――」

　誰が呼んだか正義の味方。

　魔法を使い悪を討つ。

　五人揃そろって――




「魔法ッ！　戦隊ッ！　――マジ●ンジャー！」




「――それはまずいと思いますけど～」

　と――赤の色調をベースにしたコンバットスーツとヘルメットを被って敢かん然ぜんと宣のたまうタナロットに、ファルチェが突っ込んだ。こちらも同じ仕立てのコンバット・スーツにヘルメットという姿だが色の基本が緑である。

「みゅ……まずいのであるか？」

「もう本放送は終わりましたけど～やっぱり版権とか色々の問題で～」

「みゅう。大人の事情は複雑なのである」

　タナロットは腕を組んでそう言うと、気を取り直して言った。

「という訳で●ジレンジャーは駄目らしいので、みゅー………………」

　悩む事――約三十秒。

　タナロットはぽん、と拳こぶしを掌てのひらに打ち付けて言った。

「魔法特捜マジスワットでいくのである！」

「それはまたちょっと元ネタがマイナーですねえ～」

「この間ケーブルでやっていたのである！」

　えっへん、といった調子で胸を張るタナロット。

「でも～ブルー●ワットって～戦隊シリーズじゃなくてメタルヒーロー系じゃなかったでしょうか～？」

「みゅ……？　そうなのであるか？　むう……ヒーローも奥が深いのである……」

　額に手を当てて懊おう悩のうするタナロット。

「……なんでもいいけど早く何とかしよう…………」

　ヘルメットの中でげっそりした表情を浮かべつつ、拓人は言った。

　そう。

　今更説明するまでもない事であるが、この仮装コスプレ――もとい変装は、榮太郎の発案であった。

『要するに誰が誰だかわからなければいいんだよな？』

　と宣った彼は、ごそごそと何処かから取り出した衣装一式を示して言った。

『という訳で拓人達にはこれを貸してやろう！』

『なんなんですか、それは』

『コンバットスーツだ！』

『やけに色とりどりですね』

『伝統だからな』

『……なんの？』

『ええい細かい事にツッコミ入れてる場合じゃないだろうッ!!』

　――ってな訳で。

　秘密とは名ばかりの何処かの戦隊みたいに、極彩色ごくさいしきのコンバットスーツと顔を隠すヘルメットに身を包んだ拓人達は、彰彦救出にやってきた訳であるが。

「ううう……」

「みゃ、どうしたのであるか!?」

「…………」

　ノリノリのタナロットが――元々彼女は日曜の朝、通称ヒーロー・タイムに早起きしてその手の番組を見るのが大好きである――拓人を振り返って言ってくる。ちなみに身元を隠すのを徹底てつていするという事で、今回の作戦行動中は、それぞれ名前ではなく色分けで呼ぶ事になっている訳だが。

　タナロットが赤。

　鈴果が青。

　ファルチェが緑。

　まあ此こ処こまでは順当と言えば順当な配色ではある。元々それぞれの髪の色がそういう配色になっているのだから違和感もない。

　で――鈴穂が黄というのもまあ、まだわかる。

　拓人は知らなかったが、最近の戦隊モノでは黄色は必ずしも力持ちの大飯ぐらい、という配役ではないらしい。何でも榮太郎によると黄色というと優やさしい色合いという事で女性に割り振られる事も多いのだそうだ。

　だが――しかし。

　しかしである。

　確かに大方の戦隊モノには大体一人ないし二人の異性が混じっている。いわゆる紅一点というやつだ。まあ野郎ばかりで組織された戦闘集団というのも華はながないのだと言われればその通りだろう。

　でもって今回の面めん子つの中ではただ一人拓人だけが性別が異なる。

　とはいえ――

「気合いを出すのである、スワットピンク！」

　タナロット――スワットレッドが勇気づけるように声を掛けてくる。

　その名の通りピンクのコンバットスーツを着せられた拓人に。

　ピンク。

　漢字で書いたりすると『桃色』。

　これはさすがに如何いかがなものか。

　拓人としては気力をがしがしとグラインダーで削られるような気分だった。

　何より、いくら顔を隠す為とはいえ、この格好で父の前に出るのかと思うと、もう一生後悔こうかいしてもいいから全てなかった事にして帰りたくなる拓人であった。

「ねえ……やっぱり取りかえっこしない？　衣装」

「駄目なのである！　こればっかりはタクト――もといスワットピンクの要望でも聞けないのである！　そんな暇もないのである！」

「ううう……」

　呻く拓人。

　正論と言えば正論なので最も早はやどうしようもない感じだった。

　その時――

「拓人。来たぞ！」

　とスワットブルー――もとい鈴果が叫ぶ。

　彼等の立つ〈ドリーム・ファクトリー〉の正門前。

　錆さびた鉄の軋きしむ音と共にそこが開いて――多数の黒い人影が溢あふれ出てきた。

　その数――およそ三十。単純な数で言えば六倍だ。

　しかもよく見ればそれらはいずれも異い形ぎようの姿をしていた。

　間違いなく拓人達を迎撃げいげきする為に配置された戦力だろう。まさかこんな場所と時間に仮装パーティをしている連中がいるとも思えない……まあ拓人達自身はさておいて。

　そういう訳で――

「……あああああ……もうどうとでもなれっ!!」

　泣き叫びながら、拓人は戦闘態勢を取った。
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　薄闇に閉ざされた――そこは密室だった。

　ある程度の暗視が利く者ならば、そこがある種の執しつ務む室しつであるという事は理解できたであろう。大きな机が真ん中に置かれており、その周りを十と重え二は十た重えと円状に――まるでかつて人身牛頭の怪物を閉じ込めたとされる迷宮のように、何十何百という書架が並んでいる。

　灯りは天窓から滑り落ちる月光のみ。

　だが魔法に通じた者ならばそれが偽いつわりの――永遠に天央に固定された『照明』であるのだと気付くだろう。そこは本来の世界を模モ倣デ元ルとしながらも、超越的な理と法によって造られた全く別の領りよう域いきであった。

　執務机の処には人影が一つ座っている。

　偽りの世界で偽りの月光に照らされるその姿は、しかし平凡な中年男の姿にも見えた。

　髪を整髪油で綺き麗れいに撫なで付け、単眼鏡モノクルを左目に嗔はめ、やや古めかしいスーツを帯びたその格好は――古き良き時代の紳士を思わせる。

　だが……

『――ローリングス卿きよう』

　ふわりと中年男の執務机の前に小さな光が顕あらわれる。

　それは身長二十センチほどの、少女の姿をしていた。背中には光り輝く昆虫の如ごとき羽根を背負い、しかしそれは飾りなのか、あるいは昆虫のそれとは別の機能を持っているのか、羽ばたく事もなく、ただ幻のようにふわふわと男の眼前に浮かんでいる。

『第六次精霊兵器開発計画が予定より三割程遅れておりますが。如何致しましょう？』

　男の所属する組織――〈連盟〉でしばしば使用される伝令用の人工精霊は、その姿に似合わぬしわがれた声で言った。これは元々人工精霊の声ではなく使用者が録音した声だからである。

「――構わない」

　男は淡々とした口調で言った。

「現状維持だ」

『了解しました。復唱します。『構わない。現状維持だ』』

「…………」

　男の無言を許諾きよだくととったのか、人工精霊はすっ――と、顕れた時と同様に音もなく闇の中に溶けていった。

　男は微動だにしない。

　そして……

「――ふむ？」

　怪訝そうな声は男の頭上から聞こえた。

　……何時からそこにいたのか。

　天窓に、まるでニンジャの如く逆さまに立つ少女が一人。

　見るからにゴージャスな感じに波打つ金髪と、何やら不健康そうなクマを眼の下に備えたその少女は、軽く天窓を蹴り――ふわりと身に帯びた黒いフリル付きのドレスの裾すそを揺ゆらしながら男の執務机の上に降り立った。

　大天使ガブリエルである。

　ある種の感覚の鋭い者や、それなりに魔道を修めた者ならば、間違いなく無意識の内に身構えてしまうだろう。彼女の言葉を借りれば『大半の力は別の処に置いてきてある』はずだが――それでも尚、彼女自身が望む望まぬに関わらず、側そばにいる者を一方的に威圧する程の強大な魔力が彼女の内には宿っていた。












　しかし――

「…………」

　机の上に土足のブーツで降り立ったゴスロリ大天使を見ても男は無反応だった。

　表情は変わらない。身じろぎすらしない。

　ガブリエルは――男を見下ろしながら呟くように言った。

「――こ奴もか」

「――構わない」

　男は言った。

「現状維持だ」

「…………アガりん」

　何もないはずの虚こ空くうを振り返ってガブリエルは言った。

「こちらも同じぢゃ。これは人事異動や粛しゆく正せいなどというものではないぞ」

『――ふむ？』

　少女の前にぽん、と音を立てて四角い平面が開く。

　まるでパソコンの画面のウインドウのようだったが、それは全く何もない虚空に、突とつ如じよとして浮かんでいる二次元平面だった。

　そこに映っているのは長い金髪の美形である。

　大悪魔――アガリアレプト。

『〈連盟〉の主だった幹部の半分近くがコレか――』

「ほとんどが精神支配をされて傀儡かいらいか――さもなくばこうして殺されておるかぢゃな」

　ガブリエルは改めて男を見下ろしながら言った。

「構わない。現状維持だ」

　男はやはりそう繰り返す。

　その眼は虚うつろで、眼の前の少女は無論、無限遠の彼方にすら――何処にも焦点が合っていない。真正面から観れば寝ぼけているかにも見えたかもしれなかった。

　だが……

「構わない。現状維持だ」

　ガブリエルの声に自動反応する男の背後。

　そちらに回ってみると男の状態の原因がわかるだろう。

　男の後頭部。

　本来、脳髄が収められているはずのそこは、ごっそりとえぐり取られていた。

　神経の細い者なら吐はき気を覚えるであろうその頭ず蓋がいの虚ろには――代わりに複雑怪奇な紋様を刻んだ紙札カードが一枚、突き刺さっている。それが恐らく、既に死した男の口を操って定型的な言葉を喋しやべらせているのだろう。

「これでは〈連盟〉は瓦が解かいしたも同然ぢゃな」

『ふむ？』

　画面の中で美形が首を傾かしげる。

『ならば一体――〈学園〉の連中は、何と事を構えているのか？』

「さてのう」

　少女は爪先で男の肩を軽く押す。

「構わない。現状維持だ」

　男はそう言いながらゆっくり傾いていき――そして地面の上に倒れた。

「構わない。現状維持だ。構わない。現状維持だ。構わない。現状維持だ。構わない。現状維持だ。構わない。現状維持――」

　壊れた蓄音機のようにぶつぶつと同じ文句を繰り返す死体。

『どうする？』

「できる限りは我等は不干渉の立場を維持するつもりぢゃったが――さて。これはそうも言っておれんかもしれんな。とりあえず戻る」

『了解した』

　ぽん、と再び音を立てて平面が消滅。

「まさかとは――思うがな」

　倒れた死体を見下ろしながら呟くガブリエル。

　彼女の声に反応し、虚ろな眼をした死者の顔が言った。

「構わない。現状維持だ」
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　宗教学や歴史に詳しい人間ならば常識であるが……人間側から見た神や仏、あるいは魔や妖あやかし、精霊といった『超常のもの』の分類は、実は結構あやふやな処がある。

　戦争だの何だので宗教が一つひっくり返るだけで、それまで神様として祀まつられていたものが悪魔として忌いみ嫌われる事になる――などという話は枚挙に暇がないし、時の為政者やら権力者やら宗教団体幹部の都合によって解釈なんぞはころころ変わる。

　その結果として、ただ一柱の神が慈悲深い善神の側面と、悪あつ鬼きの如き魔神の側面を同時に兼ね備えたりもするし、相反する行動をとったり、相互矛む盾じゆんする要素、名前を備えたりもする。何かの集団に属している場合でも、その集団の名前が変わったり規模が変わったりするのも別に珍しくない。

　例えば――阿あ修しゆ羅ら。

　阿修羅と言えば最も有名なのは『八はち部ぶ衆しゆう』であろう。

　別名『天竜八部衆』。

　元々、阿修羅は古代インドの破壊神であるが、仏教思想の中に取り込まれてからは仏法を保護する護法善神という扱いとなり、他の七つの神と共に八部族に再編成された。

　これが天竜八部衆である。

　ところが――阿修羅の名は別の処でも見る事ができる。

『二十八部衆』。

　これは千手観音せんじゆかんのんの眷属けんぞくとされており、千手観音のお経「広こう大だい円えん満まん無む礙げ大だい悲ひ心しん陀だ羅ら尼に神しん呪じゅ」を唱え尊ぶ者を守護するという集団だ。東西南北・上下に各四部、北東・東南・北西・西南に各一部ずつ配されており、合計で二十八部衆となる。

　まあ要するに沢山の神様仏様を並べて権威付けしようとした際に、比較的有名な処から掻き集めて体裁を整えた、というのが実情であろう。そういう場合には、確かに有名な『阿修羅』なんぞは都合がいい。

　という訳で。

　本来は敵であるはずの帝たい釈しやく天てんとかと一緒にくくられて阿修羅も二十八部衆の一人として、京都は蓮華王院の三十三間堂なんかに像が祀られていたりするのである。

　だもんで……

「わあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　悲鳴を上げる拓人。

　戦いは最初から大混戦の様相を呈ていしていた。

「わはははははははは！　どうです、パワーアップした私の力は！　その威力、実に以前の三・五倍！」

　遊園地の正面ゲート前にある広場の真ん中で、ミハイルは勝ち誇っていた。

　超能力者・ミハイル。

　その能力は『精神感応』である。

　自らの精神を使って他の存在の精神に接触し、これに影響を及ぼす。いわゆる『テレパシー』と呼ばれているものの一種である。ただし……これを催さい眠みん術じゆつの親戚しんせきのように思っていると、その者は大変な目に遭あうだろう。

　彼の精神感応は世界そのものに作用する。

　言い換えれば――彼の精神支配は世界をも騙す。

　ミハイルの意識がそのまま世界の物理界面に映り込むのだ。その結果として、時間的空間的な制限はあるものの、彼の想像の産物が、現実の存在として虚無から生み出される事となるのである。

　以前のミハイルがその能力を駆使して造り上げた『兵隊』は八体。

　彼はその八体に天竜八部衆の名と外見を与え、『八部衆』と呼んでいた。

　でもって今――

「さあ、私の物量作戦の前に平ひれ伏ふすがいいのです！」

「そんなのありかあああああっ!?」

　そう叫ぶ拓人達を取り囲むのは、二十八体の――仏像であった。

「さあ、行くのです――那な羅ら延えん堅けん固ご、東方天とうほうてん、毘び楼る勒ろく叉しや天てん、毘び楼る博ばく叉しや天てん、毘び沙しや門もん天てん、梵天ぼんてん、帝たい釈しやく天てん、畢ひ婆ば迦か羅ら王おう、五ご部ぶ浄じよう居ご天てん、沙しや羯が羅ら王おう、阿あ修しゆ羅ら王おう、乾けん闥だつ婆ば王おう、迦か楼る羅ら王おう、緊きん那な羅ら王おう、摩ま侯ご羅ら迦か王おう、金大王こんだいおう、満仙王まんせんおう、金こん毘ぴ羅ら王おう、満善車王まんぜんしやおう、金こん色じき孔く雀じやく王おう、大だい弁べん功く徳どく天てん、神じん母も天てん、散さん脂じ大たい将しよう、難なん陀だ竜りゆう王おう、摩ま醯けい首しゆ羅ら王おう、婆ば藪す仙せん人にん、摩ま和わ羅ら女によ――」

　そこまで言って。

「…………」

　ばたり――ミハイルがいきなり倒れる。

　同時にぴたりと仏像二十八体の動きも止まった。

「…………？」

　一体何事か……？

　拓人達の側は未いまだ誰もミハイルに直接攻撃など仕掛けていない。

　怪訝そうに見つめる拓人達の前で――しかし彼はすぐに身を起こした。

「はあはあはあはあ……」

「…………」

「ふふ。さすがに一気に言うと息が続きませんね。これも身に過ぎた能力の代償という事ですか――」

　息を整えてから……何処か黄昏たそがれた風に微苦笑を浮かべてミハイルは言った。

「…………」

　沈黙する拓人達の間を夜風が吹き抜けていく。

　やがて――一同を代表して鈴果が哀れむように言った。

「…………お前……馬鹿だろ」

「だ――黙りなさい、馬鹿と言う方が馬鹿なのです！」

「小学生かお前は」

「ええい――とにかく二十八部衆の無敵の人海戦術、味わうが良いのですッ！」

　ミハイルの叫びと共にわらわらと動き出す二十八体の仏像（モドキ）。

　拓人達はそれぞれこれらを迎撃する。

　少しでも人手を多くするべくファルチェが人間形態を採っている為に、拓人とファルチェは素手の状態だが――榮太郎の貸してくれたコンバット・スーツは、見た目はともかく機能的には倍力機能まで備えた本格派である。拳だけでも充分に戦闘能力を発揮できる。

「なにが人海戦術だ、烏う合ごうの衆なんざメじゃねえっ！」

「戦闘はね、物量なのですよ！」

「アメ公みてーな事言ってんじゃねえっ!!」

　喚きながら鈴果が〈ワルプルギス〉を最大出力で起動。

　プラズマの刃が十メートルにも伸び、一気に仏像数体を斬り飛ばす。

　しかし……

「――！」

　鋼鉄をも溶断するプラズマの刃は、しかしまるで立体映像を斬ったかのように仏像達の身体をすり抜け、虚むなしく空を斬った。

　無論、仏像達は全く平気な様子で近付いてくる。

「ははははは、効きません、効きませんよ、忘れましたか!?」

　高笑いするミハイル。

　そう――彼の想像の産物である二十八部衆は、彼にとって何処までも都合が良い兵隊なのである。撃たれようが斬られようが傷は負わず、しかし二十八部衆側の攻撃は全て本物として作用する。時間限定、空間限定とはいえ、その限定範囲内においてそれは現実のものと変わらない。

　敵の攻撃は全く効かず、こちらの攻撃は全て効く。

　はっきり言って反則だ。

　こんな兵士三十体弱に囲まれれば、どんな軍隊でも潰滅かいめつせざるを得ないだろう。

「他の二人が出るまでもありません！　まあ羽瀬川拓人と羽瀬川鈴穂はクライアントの要望ですから殺しはしないように留意しますがね！　他は知りませんよ！」

「やかましいわっ!!」

　叫ぶ鈴果。

　とはいえ――

「このっ！　このっ！　ぬわっ!?」

「みゃみゃみゃみゃみゃみゃっ!!」

『きゃーっ!?　きゃーっ!?』

　……当たり前と言えばどうしようもない位に当たり前だが、善戦も虚しくマジスワット達は押し寄せる仏像軍団の前に劣勢れつせいを強しいられていく。いつしか彼等は互いに背中合わせになって、仏像軍団に周りを包囲されていた。

　そして――

「……よし」

　拓人が右手を翳かざす。

　同時に彼の横で『えいえいえいえい』と毘沙門天と戦っていたファルチェが小さく頷き、とん、と地を蹴り拓人に向かって跳ぶ。その姿が変形して杖の形となり彼の掌に収まったのは次の瞬間であった。

　更に――

「～～～～ッ」

　間髪入れず素早く口の中で呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

「〈幻弾ファントム〉ッ!!　×10!!」

　その叫びと共に発生した総計十発の思念弾がまるで花開くように全方位に着弾。

　それぞれが強烈な衝撃と共に爆煙を発生させる。

　だがどれだけ強力だろうと所詮は物理攻撃――不死身の二十八部衆に効くはずもない。

「ははははは、無駄無駄――そんなもので――むっ!?」

　勝ち誇った笑い声を放っていたミハイルは、しかし顔をしかめて黙り込んだ。

　舞い上げられた粉塵ふんじんが視界を閉ざしていくのに気付いたからだ。

「何処に行った!?」

　無論、視界を閉ざされた程度でミハイルの二十八部衆は何ら痛手を被こうむったりはしない。

　そもそもミハイルは二十八部衆を創り出しているだけで、直接操作している訳ではない。ミハイルの側からそれぞれが見えていようが見えていまいが関係ないのだ。

　だが――

「――しまった、逃げるつもりか!?」

　はたと気付いてミハイルは叫んだ。

　よく考えれば――拓人達は別に格好通りの正義の戦隊とかじゃないので、敵を前にして殲せん滅めつしないといけないという法はないのである。特に今回、彼等の目的は彰彦の救助であろうから、二十八部衆とわざわざ戦って戦力を消耗させる必要なんざないのだ。

「ぅおのれッ！」

　ミハイルは手にしていた透明な髑どく髏ろの模型に意識を集中する。

　これは――今回の戦いに使えと明人から渡された魔法具であった。

　一応、ミハイル専用に設計されているらしく、魔法具でありながらも超能力者たる彼の能力を増幅ブーストしてくれる。本来は八体が限界であった兵隊を彼が二十八体にまで増やす事ができたのは、この頭蓋骨型のアイテム――〈バブルヘッド〉のお陰だ。

「迦楼羅王！」

　鳥の頭と翼を持つ仏像――迦楼羅王が跳躍し、その背の翼を大きく広げる。

　瞬く間に本来の大きさを超えて巨大化した翼は、その一打ちで大きく立ちこめる煙を薙なぎ払い、視界を確保した。

　そして――

「みゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「なにいっ!?」

　真っ直ぐ突っ込んでくる小柄な人影が一つ。

　タナロットである。

　両手に自分専用の格闘戦魔法具――〈パンチ・アウト〉を装備した未分化魔神は、地を蹴ってミサイルのように突撃。

　無論その目標はミハイル本人である。

「吶喊とつかんンンンッ――なのであるッ!!」

「ぬわあああっ!?　ええと那羅延堅固と満善車王と金色孔雀王ッ!!」

　悲鳴じみた声を上げながらも適当に思い付いた仏像を呼び寄せ、防御。

　タナロットの拳は轟音と共に三体の仏像に突き刺さり、それを吹っ飛ばす。

「みゃああっ!!　砕け散れなのである！」

　だがタナロットの叫びも虚しく仏像は即座に復元され、むしろ突撃技を出した後の隙すきだらけの彼女に向けて飛び掛かった。ちなみに仏像がいつものように攻撃そのものを透過させなかったのは、背後にミハイルが居たからだ。

「みゃっ！　ずるいのである！　ただでさえずるいのに、もっともっとずるいのである！　当社比三・五倍もずるいのである！」

　幾ら力が強くても一人は一人。五体も六体も七体も八体も沢山の仏像に飛び掛かられては到底さばききれるものではない。

「やかましい、この化け物！　そもそもお前等みたいなのと戦うのに卑ひ怯きようもへったくれもあるか！」

　ドキドキしながらも――一瞬防御が遅れていたら、ミハイルはそれこそお星様になりかねないような勢いでぶっ飛ばされていただろう――言い返すミハイル。

「押し包め、那羅延堅固、東方天、毘楼勒叉天、毘楼博叉天、毘沙門天、梵天、帝釈天、畢婆迦羅王、五部浄居天、沙羯羅王――はあはあはあはあ――」

　胸元を押さえながら深呼吸。

「それから――阿修羅王、乾闥婆王、迦楼羅王、緊那羅王、摩侯羅迦王、金大王、満仙王、金毘羅王、満善車王、金色孔雀王、大弁功徳天、神母天、散脂大将、難陀竜王、摩醯首羅王、婆藪仙人、摩和羅女ッ!!」

「みゃーっ!?」

　二十八体の仏像に揉もみくちゃにされるタナロット。

　無論、タナロット自身は魔神なので、ナイフで突かれようが銃で撃たれようがハリセンでしばかれようが全く平気だが、さすがに次から次へとのしかかってくる仏像の――しかもこちらの攻撃は全て素通りしてしまう――群れをかわしきるだけの体術は、さすがの彼女にもない。

「はあはあはあはあ……………か……考えようによっちゃ有り難いぞ、仏像に埋もれるなんて普通はできないからな！　喰らえ――」

　ミハイルは傲ごう然ぜんと叫んだ。

「肉弾昇天押しくらまんじゅう!!」

　あまり喰らいたくない名前の必殺技であった。

「みゃああああああああああああああああああああああっ!?」

　ぐもぐもと押し合いへし合いする仏像の群れの中に、タナロットが埋もれていく。

　パンチアウトを付けたその右手が苦しげに空に向けて伸ばされ――しかしそれもあっという間に二十八部衆の山の中に埋もれていった。

「わははははは、どうだ参ったか、参りましたか！　参ったならごめんなさいと言いなさい！　そうしたらちょっとは手加減してあげますっ!!　ははははは！」

　高らかに笑うミハイル。

　だが――

「ははははは――……はっ!?　そういえば他の連中はどうなった!?」

　どうやらタナロットにかまけて拓人達の事をすっかり失念していたらしい。

　超能力者ミハイル。

　これでなかなかうっかりさんであった。

「おのれ。だがこれで奴等の最大戦力は押さえましたよ……当初の目的通りにね。後はまあ、姉あね御ごと旦那に任せましょうか」
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　その頃――拓人と鈴穂はミハイルをタナロットに任せて先を進んでいた。

　実はあの三人の超能力者が嚙かんでいる事がわかっていた時点で、拓人達はある程度の作戦を打ち合わせしてあったのだ。とりあえずミハイルはタナロットに任せるというのも、予あらかじめ決まっていた事である。

　二十八体に増えているとはさすがに思っていなかったが、ミハイルが幾体もの兵隊を作って数で押してくる戦法に出るのはわかっていた。この場合、どうしても脆ぜい弱じやくな人間の身体である拓人や鈴穂ではとてもではないが相手をしきれない。一対一でならともかく、三対一や四対一になった場合、無傷で敵をさばききる事はほぼ不可能に近かった。

　この為に、最も頑強なタナロットがミハイルの相手をすると決まっていたのである。

　少なくとも彼女の場合、未分化とはいえ魔神なのでとりあえず死ぬ事はないし――相手が超能力で戦っている限りは封印される事もなかろう。その意味ではミハイルの仏像軍団とはまた別の意味でタナロットも不死身なのだった。

　そして――

「――！」

　拓人と鈴穂は急制動を掛けて立ち止まった。

　そこは――巨大な観覧車を支える頑強な土台の傍らであった。

　青白い月光が観覧車越しに降り注ぎ、地面の上に奇妙な……まるで万まん華げ鏡きようを思わせる幾何学模様の領域を描き出している。

　そしてその中に短たん軀く禿とく頭とうの男が剣を携えて黙然もくねんと立っていた。

　ガント――空間を斬る超能力者。

『タクちゃん』

　鈴穂がノートを示す。

「うん。わかってる。でも――」

　拓人は一瞬、不安げな表情を浮かべたが、それを無理矢理に消して笑った。

　ヘルメットのせいで肉眼では互いの顔は見えないが、内側に設けられた通信用ディスプレイで互いの顔は確認する事ができる。

「何度も言うけど、気を付けて。危なくなったらすぐ逃げて」

『わかってる』

　鈴穂は頷いて――ノートを投げ捨てた。

　拓人は大きくガントを迂う回かい、鈴穂は真っ直ぐにガントに向けて、それぞれ全力で走っていく。ガントが出てきた場合は鈴穂が相手をする――これも予め打ち合わせされていた事であった。

「…………」

　ガントは無言のままだ。

　特に拓人を追おうという様子もない。ただ静かにその場に立って近付いてくる鈴穂だけを見ている。

「…………」

　鈴穂はガントの前――距離にして二メートル余りの処で立ち止まった。

　実の所、ガントにしても鈴穂にしても間合いはあまり関係がない。ガントの能力は空間転移刃のフィールドを伸ばす事で剣の剣身よりも遙はるかに遠い場所の物体を切断できる。また鈴穂の〈ワルプルギス〉の力場刃も同様の機能を持っている。

　だがあまり距離が離れれば相手の細かな動きが見えにくい。

　そういう訳で鈴穂が選んだのは二メートル強という距離だったのだ。

「……二刀か」

　ガントが呟く。

　鈴穂の右手には〈ワルプルギス〉が握られている。そして左手には〈アイギス〉が握られている。共に重量としてはそう大したものではない。故にこそ鈴穂でも苦労なく扱える。

　もっとも端はたで見ている程に二刀を扱うのは簡単ではないのだが。

　試しに右と左の指先で、右は『Ａ』左は『Ｂ』と、それぞれで違う文字を書いてみればわかる。何の引っ掛かりもなくできる人間はほとんどいない。

「――正直に言えば」

　ガントがふと思い出したかのように言った。

「娘。お前と戦うのは気が進まない」

「…………」

　当然だが鈴穂は無言。

「再戦できるのは嬉しい事ではあるが――俺の技能は文字通りに必殺だ。勝利は即ちお前の死となる。素人の、しかも娘の身で一度は俺を退けてのけたお前を、殺すのは忍びない。何とか殺すのを避けたとしても、腕に当たれば腕が落ち、脚に当たれば脚が落ちる」

　ガントの口調に恫喝どうかつの響きはない。

　慢心でも憤ふん怒ぬでもなくただただ事実を事実として告げているのだ、この男は。

　そう。

　この男の空間転移を応用した切断能力はありとあらゆるものを切り裂く。

　鋼鉄であろうと金剛石ダイヤモンドであろうと例外はない。空間の内に存在し実体を持つものである限り、彼の刃は全てを切り裂く。

『神に逢うては神を斬り仏に逢うては仏を斬る』――ある流派はこれを以もつて剣の極意とするとも言われる。無論、これは単に心構えを謳うたったものに過ぎないのだろうが、威力に関してのみならばガントのそれは文字通りの意味を含む領域に達していた。たとえ神族だろうと魔族だろうと、彼の剣の前には為す術もなく輪切りにされてしまうのだ。

「なればこそ退ひけ。さすれば追わん」

「…………」

　鈴穂は――恐怖に表情を引きつらせながらも、首を振った。

「……それも『自分が自分の好きな自分である為に』か」

「…………」

　頷く鈴穂。

「その覚悟――見事だ」

　わずかに腰を落としてガントは剣の柄に手を掛ける。

　鈴穂も同時に〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉のスイッチを入れる。安全確認その他のシステム・ヴォイスが起動を告げ――それぞれの剣身にほのかな光が宿った。

「――行くぞ」

　ぐつぐつと泥を煮るような声でガントが告げた。
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　彰彦が何処に囚われているかは予め魔法探知で把は握あくしていた。

〈ドリーム・ファクトリー〉敷地内のど真ん中でどでんと鎮座する巨大な『魔王のお城』――〈デビル・キャッスル・コースター〉。不景気のあおりをもろに受けて完成直後から廃城となる運命を背負わされた巨大建築物は、恨うらめしげにいびつな影を地に刻みながら拓人を睥へい睨げいしている。

　そして――

「――来たかい」

　そのテラスの上に超能力者三人組の頭目格――マリエラが立っていた。

　息を切らしながら城の前に立つ拓人を見下ろしながら、若じやつ干かん呆あきれた口調でマリエラは台詞せりふを投げ降ろしてきた。

「とりあえず私らのクライアントからの伝言メッセージを伝えておくよ」

「――伝言？」

「『大変だね、日常を引きずっている人は。さっさと切り捨ててこちら側の人間になれば良かっただろうに。歓迎するよ？』――だそうだよ」

「…………」

　拓人は表情を険しくしてマリエラを睨にらみ上げた。

　馬鹿にされているのだ。無論――それはマリエラの言葉ではないのだが今の拓人には他に睨むべき相手もいない。

「ま……私らのクライアントに従うつもりはないようだね」

　ちらりと正面玄関と、観覧車の方に視線を向けながらマリエラは言った。

「しかしまあ思い切ったね。私らが親父さん殺すかも、とは思わなかったのかい？」

「思ったけど」

　拓人はファルチェを握りしめながら言った。

「でも父さんを殺したら僕を仲間に引き入れるなんて絶対不可能になる。だから余程の事がない限り、父さんを殺したりはしないはずだ」

「……甘いね」

　苦笑を浮かべるマリエラ。

「大甘だよ。あんた、母親はいないそうだけど。でも他にも人質にとれる人間は沢山いるよ。学校の時みたいにね。あんたの気持ちが折れるまで、人質にとっては殺し、とっては殺し、なんて事もできるんだ、何十人でも何百人でもね。それも、一本一本生きたまま手足を引きちぎっていくような、とびっきり惨むごい殺し方でさ。アタシ等を含めてあんたが相手にしてるのはそういう連中だよ？」

「…………」

　黙り込む拓人。

　さすがにそこまでは考えていなかった。

　根本的に価値観が違うのだろう。考えが甘かったとしか言いようがない。

　だが……だからといって今更『そうですか。それじゃ』と帰る訳にもいかないが。

「ま――いいさ」

　溜め息をついてマリエラは肩を竦めた。

「私らのクライアントもこうなる事は予測していたみたいだしね。とりあえず親父さんは無事だよ。精々がんばんな」

　言って――マリエラの瞳ひとみが突如、拓人に向けて焦点を絞り込む。

「――！」

　咄嗟に横に跳んだ拓人をかすめ、不可視の力が地面に炸さく裂れつ。

　轟音と共に地面のコンクリートが直径五メートルもの円状に陥没かんぼつした。

　マリエラの超能力の仕業だ。

　サイコキネシス――念Ｐ動Ｋ。

　それはイメージとしては比較的有り触れたもののように見える。実際にそう複雑な能力でもない。書いて字の如くものを動かす思念の力だ。

　だが彼女のそれの出力は今の一撃を見てもわかる通り、普通の超能力者のそれに比べると桁外けたはずれだ。それはいとも容易たやすく鉄を曲げる。岩を砕く。最大出力で解放すれば一撃で重戦車でもぺしゃんこに叩き潰せるだろう。

「……くっ」

　走りながら素早く呪文詠唱、ファルチェの増幅機能に載せて拓人は〈念弾〉を発射。

　だが――

「さすがに馬鹿の一つ覚えにやられてやる程、アタシは甘くないよ」

　微妙に角度をずらしつつ発射された扇状に広がった五発の〈念弾〉は、大きな弧こを描きながらマリエラに向かって飛行。だがマリエラの解放した高密度の念動が爆散する防壁となってこれを迎撃――空中に四散させた。

「さて――そいじゃ」

　にんまり笑いながらマリエラは言った。

「聞き分けのない坊やをお姉さんが躾しつけてやろうかね」
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　意外にも――相手の少女は対たい峙じして早々、ガントに背を向けて逃げ出した。

「む……？」

　ガントは一瞬呆あつ気けにとられたものの、すぐに気を取り直して彼女を追い始めた。

　どうやら此処で戦うつもりはないようだ。何か地の利を活かすような作戦でも考えたのか、迷う事なく鈴穂という名の少女は夜の遊園地を駆けていく。この遊園地は建築後一度も開園されてはいないが――インターネットで資料を漁あされば何処にどんな遊戯施設があるかはすぐにわかるだろう。

（罠わなか？　ならば）

　鈴穂を追って走りながら薄く薄く――本当に微かすかにガントは笑った。

　罠ならば罠ごと切り崩すのみ。

　やがて鈴穂はとある建物の中に飛び込んだ。

「…………成る程」

　呟いて――ガントも躊躇ためらう事なくそこに脚を踏み入れる。

　鈴穂の考えている事は建物の正面に掲かかげられていた看板を見た瞬間にわかった。

『ミラージュ・マンション』

　今風の名前が付いてはいるが、それは要するに『ミラー・ハウス』の一種だった。鏡と硝子ガラスを巧みに使い無数の幻像を生み出す光の迷路。

　ガントが中に入った途端――そこは無数の虚像を生み出して彼を幻惑する。合わせ鏡の中で大小無数の彼と鈴穂が向かい合い、あるいは背を向け、ばらばらの方向を向いて剣を構える。

　恐らく鈴穂はまともな剣の戦いでは勝てないと踏んでガントを此処に誘い込んだのであろう。確かに眼に頼っている限り此処では相手の位置を特定するだけでも至難の業わざだ。

「――だが」

　ガントは呟いて前に出る。

「所詮……虚こ仮け威おどしだ」

　背後から襲うのでもない限り鈴穂に勝機はない。

　共に武器は剣――間合いはさておき斬るには同じ直線上に立たねばならない。ならば何処にどのように鈴穂が見えていようと彼女が剣を振り上げる動作を示したその瞬間、彼女自身もガントの剣撃に身を晒さらさざるを得ないという事になる。

「…………」

　そもそも――ガントの剣も鈴穂の剣も互いに防ぐ術はない。

　そして防ぐ事のできない刃は避けるしかない。

　だが間合いの摑つかめない――伸張可能な刃となれば、どれだけ後ろに下がってもその切っ先が届けば斬られる可能性は残る。しかも互いの刃は剣撃の速さや重さにかかわらず触れるものを切り裂く必殺の刃。ならば相手の攻撃はあくまで太た刀ち筋すじを見切って避けるしか身を守る方法がない。

　そして……どれだけ身体が柔軟かつ敏びん捷しようでも切っ先の動く速さには敵かなわない。

　故にそうそう何度も互いに攻撃する余裕はないだろう。むしろ勝負は初撃で決まる可能性の方が遙かに高い。

（そんな事はこの娘も理解しているだろう）

　ひらりひらりとまるで妖精のように、幻像と実像が入れ替わり立ち替わり視界をかすめていく鈴穂を見据えながらガントは考える。

（ならば――）

　初しよ手ての一撃、相手がそれを放つ一瞬を見極め、攻撃によって生じる隙へと強引に切り込むのが最も確実な勝利の方法だ。

　ガントは鈴穂の事を全く見くびってはいなかった。

　一度は彼に勝った娘だ。無論、単純な剣の技では鈴穂は彼の足元にも及ばなかったし、実際にガントを制圧したのは、麻雪と呼ばれる精霊兵器の方だった。

　だがそれでも鈴穂は一度ガントの初撃をかわしている。

　そしてそれは勝ちを拾うに充分の余裕を鈴穂に与える事になるのだ。

「…………」

　ガントは全身の感覚を総動員して鈴穂の動きを見極める。

　虚像。虚像。虚像。実像。虚像。実像。虚像。虚像。実像。虚像。虚像。虚像。

　無数の鈴穂がからかうように舞い踊る。

　何処かにプリズムの類たぐいでも仕掛けられているのか――時にそれらの像はただ映り込むだけでなく七色に変化してガントの感覚を欺あざむこうとする。

　だが……

　呼吸。構え。視線。その他全てを把握してガントは彼女の攻撃に転じる瞬間と刃の軌跡を予測する。見切ってしまえば勝負は一瞬。どれだけ大量の虚像が生まれようと鈴穂は一人である。

　そして――

「…………」

　これは違う。これも違う。違う。違う。違う。違う。

　そして――

（――今！）

　視界の端で鈴穂が剣を振り上げる。

　間違いない。実体だ。

　彼は一瞬にしてそちらに向き直り、踏み込みながら剣を鞘から走らせ――

「隙ありいいいいいいいいいいいいいいいいぃ――ッ!!」

　と叫んだのは無論……ガントではなかった。

「なっ!?」

　珍しくその巌いわおのような顔に驚きの表情を刻んだガントの横面に、硝子をぶち破りながら突っ込んできた少女の靴底が炸裂する。

「ぬがっ――？」

　見事な鼻血のアーチを描いて吹っ飛ぶガント。












　…………一瞬前までの超シリアスな雰ふん囲い気きが見事に台無しであった。

「なんだ……と……？」

　呟きながら身を起こそうとするも、その瞬間にはもう、青い髪をした鈴穂――いや鈴果が彼の上に馬乗りになっていた。

　剣を――！　と思ってもどうやら顔面を蹴られた瞬間に手放してしまったらしく、柄の感触が掌から消えている。

　でもって――

「隙あり！　隙あり！　隙あり！　隙あり！　隙あり！　隙ありいいぃ――ッ！」

　どかどかどかとガントをぶん殴る鈴果。

　こうなってはただの暴行である。

「ぬぐおおおおおおおっ!?」

　言うまでもない事だが――鈴穂がこの『ミラージュ・マンション』を対決の場に選んだのは一対一と見せ掛けておいて、ガントの気付かぬ間に二対一の戦いに持ち込む為だ。眼の前で鈴果が出現すればさすがのガントもそれなりに警戒するだろうが、この無数の鏡像が入り乱れる『ミラージュ・マンション』の中ならばいつの間にか鈴果が増えていてもガントに気付かれない可能性が高い。

　卑怯と言うなかれ。『戦うときは卑怯な手だろうと無ぶ粋すいな手だろうと使って全力でやれ』と鈴穂に示し唆さしたのは前回戦ったガントである。そもそもエージェント稼業で喰っているガントと鈴穂では基本的な戦闘能力は比べるべくもないのだから、こうでもしないと勝ち目など全くないのである。

「わははははは！　隙あり！　隙あり！　隙あり！　隙あり！　隙あり！　隙あり！」

『鈴果、あの、その位で』

　さすがにボコられるガントが気の毒になってきた鈴穂がプラカードを振る。

「隙ありぃ！　…………はあはあ……」

　妙に爽さわやかな表情で手を止める鈴果。

「やー。すっとした」

『あの……手加減、したわよね？』

　恐る恐るといった様子でそう書いて尋ねる鈴穂。

　元々タナロットと同等の膂りよ力りよくを持っている鈴果である。本気でぶん殴なぐったらいくら見た目頑強無比なガントであろうとも頭蓋骨が陥没かんぼつするだろう。

「大丈夫、大丈夫。殺さない程度には手加減した――と思う」

『思うって何よ思うって』

「…………」

　鈴果は身体を傾けて、倍近い顔に腫はれ上がっているガントの口元に耳を寄せる。

「うん。息はしてる。オッケー」

「…………」

　そんな大おお雑ざつ把ぱで良いのだろうか。

「大丈夫だろ、こいつ頑がん丈じようそうだし」

『……とりあえず治療用の呪じゆ符ふ貼っておいた方がいいと思うけど』

「そかな」

『多分』

　鈴穂は溜め息をついて――榮太郎から分けてもらった応急手当用の呪符を懐から引っ張り出した。
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　途中――妨害でもあるかと思ったが、意外にも何もなかった。

　一気に階段を駆け上がりテラスにまで到達する。

　だが――

「…………！」

　テラスにはただ一人悠ゆう然ぜんとマリエラが佇たたずんでいた。

　彼女の側にいると思っていた父の姿は何処にも見受けられない。最初に魔法探知で探った際には確かに此処にいたはずなのだが――どうやら移動させられてしまったらしい。

　拓人の愕然とした様子から何かを察した様で、マリエラは苦笑を浮かべて言った。

「ああ……親父さんは尖塔せんとうの処に移しておいたよ」

「…………」

　相手の様子を窺いながらも拓人はいつでも魔法を放てるように身構えた。

　ファルチェの中に予め圧縮詠唱状態で保存されている魔法なら、発射命令を唱えるだけで相手に向かって解き放つ事ができる。

「まあ特別な意味はないよ。私の念動はあんまり細かい制御が利かないってのは知ってるだろ？　巻き添え喰わせても悪いかなって思っただけ」

「親切……ですね」

「必要もない怪け我が人にんや死者を出すのは二流だからね」

　マリエラは肩を竦めた。

　ふと――拓人はこの三人の超能力者に好意のようなものを覚えた。

　彼等は確かに敵側にいる存在だし、現に拓人の父を人質に取るなどと言う卑劣な真似にも手を貸しているが……彼等自身は思った以上に常識的というか、物事のケジメはきっちりとつけているようだった。冷酷ではあるかもしれないし卑怯でもあるかもしれないが、少なくとも無意味に残忍でも残酷でもない。

「……できたら戦いたくはないんですけど」

「それは無理。信頼第一の仕事だからさ、私らみたいなのは」

　言いながらマリエラは前に出る。

「つー事で遠慮なく行くよ！」

　マリエラの念動が――唸る。

　強大な力の塊が触れる空気を跳ね飛ばしながら押し寄せる。それはさながら見えない爆発のようではあった。

　咄嗟に横に跳ぶ拓人をかすめ、不可視の鉄槌てつついが炸裂。

　轟音と共に城の壁が吹っ飛んで穴が開く。

「…………くっ……〈念弾〉！」

　走りながら〈念弾〉を解放。

　拓人の周囲に生じた魔力弾が回転しながらマリエラに向かって飛ぶ。

　だがこれらは全て瞬間的にマリエラの展開した念動がやはり打ち落とし、彼女自身は髪の毛一本揺らしてもいない。

（くそ……）

　単純で大きな力は――強い。

　それは純然たる強力さであり、ムラがない分、付け入る隙も少ない。

「〈念弾〉！　〈念弾〉！　〈念弾〉！」

　続けざまに攻撃系魔法を連射しながら走る拓人。

　だが、やはり全くマリエラには通用しない。彼女は薄笑いさえ浮かべ、一歩も動く事なく拓人の放った攻撃を打ち落とし続けている。

（どうする……？　どうする……？　考えろ、考えろ――）

　実の所――マリエラ対策だけは拓人達も思い付かなかったのだ。

　彼女の力はひたすらにシンプルだ。

　それ故に文字通りの矢継ぎ早に力押しで来られれば、防ぐ方法も返す方法もない。無論、彼女の力よりも大きな力を集めて対抗する魔法はあるものの、それにはそれなりの呪文詠唱と集中が必要となる。

　これが『能力』と『技術』の違いである。

　彼女は自らの手足のように――半ば無意識にでもその念動を使うが、拓人の魔法はそうはいかない。意識を集中し、それなりの手順を踏まねばその力を使う事ができない。

　では――

　所詮『技術』では『能力』に勝てないのか？

（そんな事はない！）

　自分に言い聞かせながら、拓人は鼠ねずみのように逃げ回る。

　そして――

「坊や。足元が甘いよ」

「――！」

　マリエラの台詞と同時に――足の裏の感覚が変化した。

「わああああああああああっ!?」

　返ってくるはずの抵抗が消失し、脚が空中を踏み抜く。

　次の瞬間、拓人はマリエラの念動の連打で周囲を破壊され、脆もろくなっていた床ごと、階下へと崩落ほうらくしていった。

「〈柔壁ジェリコ〉！」

　ファルチェの中に予め組み込んであった基本的な防御魔法が発動。

　拓人の周囲に衝撃吸収力場が展開して彼を包み込み、落下の衝撃と――そして降り注ぐ瓦が礫れきから彼を守る。だがそれでも吸収しきれなかった衝撃に、拓人は全身が痺しびれる感覚を覚えた。

「うぐっ……」

「おーい。坊や、生きてるかい？　よく考えたら坊や殺しちゃったら駄目なんだよね」

　穴の上から階下に落ちた拓人を見下ろすマリエラ。

　だが――

「……うん？」

　ふと怪訝そうに背後を振り返るマリエラ。

　彼女の視線はすぐ側を通っていたものに――城の内部には似つかわしくない、巨大な生物の背骨のような鋼鉄の構造物に向けられる。それはうねりながら城の中を這はい回り――そして奥にわだかまる闇の中へと消えていた。

〈デビル・キャッスル・コースター〉のレールである。

　それが微かな音を発している。

　遠い地鳴りのような――遙か彼方から響ひびいてくるかのような音を。

　それは次第に大きさを増していく。速度まで増していく。加速度的に等比級数的に速さそのものを増しながら迫り来る――何か。

　言うまでもない。

　それは――

「――！」

「だあああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　次の瞬間。

　闇の中から躍おどり出て咆吼ほうこうと共に突っ込んでくる――影。

〈デビル・キャッスル・コースター〉のコースターである。

　その先頭に乗っているのは鈴穂と鈴果であった。鈴穂は〈アイギス〉を、鈴果は〈ワルプルギス〉を構え、まるで騎兵槍と盾を構えて突撃する騎士のように、真っ直ぐマリエラに向けて突っ込んでくる。

「のわっ!?」

　咄嗟に横に飛び退のくマリエラの足元を、十数メートルに伸張した〈ワルプルギス〉の刃が切り裂いていく。元々マリエラの念動を受けて脆くなっていた床はこの一撃で完全に均衡を失い――崩落。

「わわわわっ!?」

　マリエラ自身も立ち位置を失って落下する。

　だが――

「こんの!!」

　落下しながらもマリエラの放つ念動がコースターを襲う。

　異音と共にレールがひしゃげ、コースターが宙に浮く。

　だが鈴果と鈴穂は〈アイギス〉の防御力場に守られ――吹っ飛びはしたものの、彼女等は傷一つなく一階下、拓人の落ちたのと同じ床の上に転がった。

「拓人!!」

〈ワルプルギス〉を構えながら鈴果が叫ぶ。

「何やってんだ、彰彦伯父さんの処へ行け！」

「――鈴果」

　眼を瞬かせて身を起こす拓人。

「早く！　アタシらの目的はこいつらを倒す事じゃないだろ!?」

　そう。その通りだ。

　だからこそ拓人はタナロットや鈴穂達に敵を押し付けるような真似までして此処まで上がってきたのである。ならば此処で鈴果の言う通りぐずぐずしていて良いはずがない。

「…………ごめん！」

　そう言い――そして拓人は父のいる処に向かって走り出す。

「お待ちッ！」

　叫びながら瓦礫の中から身を起こしたマリエラが念動を解放。

　だが――

『駄目』

　鋼鉄の軋きしむかのような異音が辺りに響く。

　マリエラの念動は、拓人に届く前に大きく展開された力場によって阻まれていた。

　鈴穂の〈アイギス〉である。

　ガントの空間そのものに作用する能力は遮しや断だんできなくとも、マリエラの念動はこの〈アイギス〉でも何とか防ぐ事ができる。

「……無粋だね、お嬢ちゃん達」

　マリエラが苦笑を浮かべながら言う。

「折角坊やと蜜月を愉たのしんでたのにさ」

「ふざけんな」

　鈴果がじり、と前に出ながら言う。

「拓人と蜜月を愉しむのはアタシだ」

『違うでしょ』

　とりあえずツッコミを書き示してから、鈴果も〈アイギス〉を構えて前に出る。

「魔王の城に乙女騎士二人か。じゃあさしずめアタシゃ悪い魔女って処かね」

　むしろ楽しげに言いながらマリエラが両手を広げる。

「悪いけど坊やみたいに優しくはしてあげらんないよ？」

「うるせえ、年とし増ま」

「…………」

　ぴきり……とマリエラの額に血管が浮かぶ。

「お嬢ちゃん……今、なんて言った？」

　無理矢理取とり繕つくろった笑顔のあちこちを痙けい攣れんさせながらマリエラが言う。どうやら鈴果の一言は彼女にとって禁句であったらしい。

　ここぞとばかりに凶猛な笑みを浮かべて畳み掛ける鈴果。

「年増つったんだよ。何だったらもっとわかり易く『おばはん』って言ってやろうか？」

「ぐ……ぬ……ぬぬ……」

『ちょ、ちょっと鈴果』

「年増は年増らしくもちっと地味な格好しやがれ。いい歳して赤のコートなんか着て馬鹿じゃねえの？　似合ってるとでも思ってんのか。そーゆーのが赦ゆるされるのは二十代までなんだよ。年増が嬉しそうに若作りとかしてんじゃねえ！」

　何かに耐えるように俯きながら、ぷるぷると怒りの余り震ふるえるマリエラ。

　彼女に〈ワルプルギス〉を突き付けて――鈴果はとどめを刺すように叫んだ。

「ババアが若くてぴちぴちのアタシらに勝とうなんざ、二十年遅いんだよ！」

「わ…………」

　マリエラは笑顔を浮かべた。

　微妙に震えながら。

　額に血管を浮かべたまま。

　彼女はそれでも笑顔を取り繕い――

「…………私は未だ二十代だあああああああああああああああッ!!」

　――きれずに、いきなりキレた。
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　気がつけば――彰彦は、まるでどこかの御お伽とぎ噺ばなしかアニメに出てくる姫君のように尖塔の上端にある小部屋の中に囚われていた。

　四メートル四方程の空間には東西南北を向いた大きな窓が開いているが……構造物として存在するのは階下から続く階段とそれら四つの窓だけであった。

　他には何もない。窓から見える風景から判断する限り、どうも遊園地の中にある城のセットの一部らしかった。元々実際に使われる事を想定した場所ではないのだろう。

　場の殺風景さを補う為でもなかろうが、彰彦の側には二体の骸骨がヘルメットを被り、剣と盾を手にして立っている。ファンタジーものの中ではお馴染みのスケルトン・ソルジャーであろう。

「…………なんなんだ、一体」

　何やら尋じん常じようでない事が起こっているのはわかる。

　ややこしい事に巻き込まれたらしい。しかしマンションで出会った三人組の言動やその前後に起こった意味不明の不可思議な幾つかの現象を思えば――単なる誘拐ゆうかいだのテロだのとは違うような気がした。

　そんな事を考えていると――

「――大丈夫ですか!!」

　階段を伝って階下から声が飛び込んでくる。

　彼は表情を輝かせて声を出し――

「おおい、此処だ、助けっ……………………」

　――その途中で目を丸くして凍り付いた。

　階下に続く階段。

　窓を覗のぞけば外部に続く唯一のその道を登ってきたのは、やたらに派手なショッキング・ピンクの怪人だった。

　怪人――だろう。もしくは変態か。変人か。他に表現のしようがない。

　衣装としては、既に三十年もの伝統を持つ某特撮ヒーローの系譜……集団で寄って集たかって一人の怪人をボコにするアノ手のやつだ……のそれに似ている。大人が着るには少々恥ずかしい感じだが、だがまあそれは本当の問題ではない。

　本当の問題はいかにも『女の子向けです』と言わんばかりの色を着ているその人物の声と肩幅と身長が、どう見ても男――十代後半の少年のものだという事だった。

　まあ実際のお子様向けイベント等では、いわゆる『ピンク』の中身も細身のおっさんだったりもするのだが――さすがにこの緊迫した現場でこんな格好をしている男性となると、『そういう趣味』としか考えようがない。

「き……君は……一体……」

　と言いかけて。

（――まさか）

　彰彦はそのピンクの声に聞き覚えがある事に気付いた。

　ヘルメットのせいでその声は微妙にくぐもり、多少聴き取りにくくなっているが――

「……まさかタク――」

「わ、私の名は！」

　彰彦の台詞に覆おおい隠すようにその怪人は喚いてから、しかし何やら葛かつ藤とうがあるのか、言葉を切って身を震わせる。

「私の……名は……」

「いや、だからお前、タク――」

「違う！　違うんですッ！　私の名は、名は、名は…………」

「何やってんだタク――」

「私の名は……！」

　ヤケクソのように声を上げてその人物は言い切った。

「スワットピンクッ!!」

「――はあ？」

「私はスワットピンク！　ピンクなんです！　他の何者でもありませんッ!!　いいですねッ!?　ハァハァハァハァハァ……」

　半なかばヤケクソのノリで言い切ってから、がっくりと膝をつく――スワットピンク。

　その姿はまるで何か大事なものを失ったかのような感じであった。

　その時――

「あ…………な……なんだ!?」

　彰彦が声を上げる。

　先程までてっきり飾りだと思っていた二対の骸骨兵士がぎっちゃこがっちゃこと音を立てながら動きだし、スワットピンクに向けて攻撃態勢を採った。

　しかし――

「〈念弾〉×10――！」

　スワットピンクがそう叫ぶと、彼――だろう多分――の翳した何やらでっかい杖のようなものから十個の光の弾が滲にじみ出て、次の瞬間、骸骨兵士達に殺到する。

　骸骨兵士達はこれを盾で弾はじいて防御。

　だが――

「〈聖槍グングニル〉ッ!!」

　叫ぶや否や杖を構えて突撃するスワットピンク。

　どうやら先の攻撃は牽制だったのか、構えた杖の先端から光の剣のようなものが逬り、それが〈念弾〉とやらを防ぐ為に体勢が崩くずれかけていた骸骨兵士の髑髏に突き刺さる。

　ぱんっ！

　と何かの弾ける乾いた音がしたかと思うと、いきなり刺された骸骨兵士は脱力、そのまま剣と盾をも落としてその場に崩れ折れる。まさしく魔法が切れたかの如く、それまで絶妙なバランスをとって人型として成立していたそれは、ばらばらの骨片となって床に堆積たいせきした。

　旋せん回かいするスワットピンク。

　咄嗟に彼が掲げた杖にもう一体の骸骨兵士の剣が食い込んだのは次の瞬間であった。

「うわったった――ってああ、ごめんファルチェ!?　大丈夫!?」

　何やら謝っている様子だが――一体誰にであろうか。

「く――〈念弾〉!!」

　更に先程と同じ光弾の一撃。

　だがこれは骸骨は首を振っただけで直撃を避けた。

　しかし――

「……！」

　驚いて彰彦は眼を見張った。

　空中でその光の弾が軌道を無理矢理曲折させ――骸骨兵士の頭上から襲い掛かった。

　近付く脅きよう威いにどういう理屈でか反応した骸骨兵士は盾を頭上にかざすが……これもまた剣を押し込みながらでは無理な体勢ではあった。

「だあっ!!」

　スワットピンクが骸骨兵士の肋骨ろつこつを蹴り飛ばし、致命的に体勢が崩れた処を、再び杖の先端に生み出した光の剣で刺し貫く。

　骸骨兵士は先の一体と同様――まるで夢から醒さめたかのように、平凡な骨となってその場に崩れ落ちた。

「……だ、大丈夫ですか」

「いや、君こそ大丈夫か」

　ぜいぜいと息を荒げながらも休む事なく、彰彦に駆け寄ってきて彼の戒いましめを解こうとするスワットピンクに彰彦は言った。

「大丈夫です、ええもう正義の味方ですから」

　やっぱりヤケのように言って彰彦を縛る縄をほどこうとする。

　だが――

「……くそ……何か仕掛けてあるな……」

　結び目が複雑なのか、あるいは他に理由があるのか、なかなか解けないようだった。

　彰彦はしばし躊躇った後――そのピンクの怪人に声を掛けた。

「……ええと。スワットピンク君、だっけか？」

「なんですか？」

　彼の傍らにしゃがみ込み、半ば上の空といった調子で応じてくるスワットピンク。どうやら縄を解くのに相当な集中力を使っているらしかった。

「君はどうして私を助けてくれるんだ？」

「どうしてって当たり前だろ、親を人質に――」

　そこまで言いかけて。

　はたと気付いたのか、スワットピンクは顔を上げて言った。

「私は正義のスワットピンクです！　ええと、悪があればこれを討ち、ええとええと、困った人がいればこれを助けるのが、その、ええと、魔法特捜マジスワットの使命なのです！　いやもうホントに！」

「そ……そうか」

「そうです！　他には何もありません！　全然ありません！　マジで！」

「…………は、はあ」

　曖昧に頷く彰彦。

　そして――

「なあ。スワットピンクさん。それやりながらでいいから、ちょっと聞いてくれ」

　微苦笑を浮かべながら彰彦は言った。

「……なんです？」

「まあ何というか――世間話なんだけどね。私には息子が一人いてさ」

「…………」

　一瞬、スワットピンクの手の動きが止まったが――

「――それで？」

　と促うながしてきた。

　彰彦は苦笑を深めて続ける。

「私は、昔ね……一度息子の処から逃げてしまったんだよ」

「…………逃げた、ですか」

「そう。逃げたんだ。情けない話だけどね。言い訳させて貰えば、私もまあ未だ若かったんだろうさ。ぶっちゃけ、妻に逃げられてね。挙げ句に何処の誰ともわからん男と一緒に死なれてしまって……周りの連中には嘲あざ笑わらわれるわ、哀れまれるわ、色々といたたまれない感じになってたんだな」

「それは…………」

　スワットピンクは言葉を選んでいるかの様子でしばし逡しゆん巡じゆんしてから、言った。

「……災難でしたね」

「でもって家に帰れば帰ったで、息子がいる。妻の面影を残していた上に、妻がいなくなったショックで放心状態の息子がな。正直、どうして良いのかわからなかった。男親ってのは結局、女親に比べると子供との――特に男の子との繋つながりは希薄になりがちだ。十と月つき十日とおかもかけて自分の腹の中で子を『実感』として育ててきた母親と、ただ、それを傍らで見ている父親となら、差が出て当然だな」

「…………」

「なんだか、放心状態の息子を見るのが辛つらくてな。私のせいだって言われてるみたいで」

「そんな事！」

　スワットピンクは手を止めて叫んだ。

「そんな事は――……そんな事はないと、思います。息子さんは――別にきっと、そんなつもりでは……」

「まあそうなんだろう。私の勝手な思い込みさ。それに気付くのに、私は十年近くも掛かった。いや、違うか。気付いてはいたのかもしれないが、より楽な結論に私は逃げたんだよ……自分が一番辛くて哀かなしい被害者だと思い込む事にね。全く、浅ましい話だ」

「…………」

「本当なら……」

　窓越しに宵闇の空を見上げながら彰彦は言った。

「本当なら、寄り添って、親一人子一人、支え合うべきだったんだ、親子なんだから。哀しいなら、辛いなら、それを分け合うべきだったんだ。勝手に私は『親だから、大人だから、子供には一方的に寄り掛かられるだけなんだ』と思い込んでいたんだな」

　肩を竦める彰彦。

「でも大人とか子供とか関係ない。寄り掛かり、寄り掛かられる事で、立つ事もできる場合もあるんだよ。大人が子供を救う事ができるように、子供が大人を救ってくれる事だってある。だから、私は逃げるべきではなかった。倒れそうな息子を支えてやると同時に、息子に寄り掛かって踏ん張る事だってできたはずなんだ」

「…………」

　スワットピンクは――無言。

　だが構わず彰彦は続けた。

「実はね……私は再婚するつもりなんだ」

「え……？」

「アメリカである女性と知り合ってね。正直、もう結婚なんてこりごりだと思ってた。だけどまあ――色々あってその女性との間に子供ができて。まあ未だ三カ月でできたばかりなんだが――とにかく、生まれてくる子に、父親のいない生活なんかさせたくないな、と思ったら、ようやく気付く事ができた。自分が日本に残してきた息子に、どんな酷い事をしてきたのかを」

「…………別に……酷くは……」

「酷いさ。置き去りにしたんだからね。息子にすれば棄てられた、って思ったかもしれない。十歳にも満たない子供がそんな事をされればどんな気持ちになるか。私はこの歳になってようやくわかったんだよ」

「…………」

「だが――だからこそ、もう一度やり直したかったんだ、私は。アメリカで新しい妻と子を持つ事になっても、私と息子の繋がりが切れた訳じゃないんだと、まだ、やり直す機会はあるんじゃないかと思いたくて、日本に帰ってきた。できれば息子をアメリカに連れて行って、今度こそ一緒に親子として、生活しようと思った。幸さいわい、妻になる女性は、快く私の提案を受け入れてくれたよ。むしろそうするべきだって――ね」

「でもそんな……今更」

「そう。今更、虫のいい話だってのはわかっていたんだがね。それでも――このまま、逃げたまま、置き去りにしたまま、まるで他人みたいになってしまうのは、嫌だったんだよ」

　溜め息を一つ。

　そして彰彦は続けた。

「だってやっぱり親子なんだから」

「……そう、ですか」

「うん。だがまあ、息子には息子の生活がある。だから駄目だったら駄目で、それでいいんだよ。結局、何でも最後は『気持ちの持ちよう』だからね。アメリカと日本、離れていても自分が羽瀬川拓人の父親である事を、忘れなければ、何とかなるんじゃないかって。そう思う。思えるようになった」

「…………」

　スワットピンクは黙って縄をほどくのに専念している。

　だが――

「多分、息子さんも、そう思うと思います」

「そうかい」

「ええ――きっと」

「なら良かった。日本に帰ってきた甲か斐いがあったよ」

　彰彦は笑った。
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「――でええいッ!!」

　その頃。

　マリエラと鈴穂＆鈴果は、半ば膠こう着ちやく状態に入っていた。

「面倒臭いッ!!」

　苛いら立だたしげな声と共に念動が唸うなる。

　吹っ飛ぶ壁。歪ゆがむ鋼鉄のレール。

　視界に入るものを片っ端から破壊していきながら――しかし未だに彼女は二人の少女を倒す事ができないでいた。破壊しまくった挙げ句に自分までフロアの崩落に巻き込まれそうになり、別の階や別の部屋に移動し……そして同じ事の繰り返しだった。

　マリエラの力は強大だがたった一つ明確な欠点がある。

　同時に二方向にその力を行使できないのだ。強大であればあるだけ、その制御には集中力を必要とする。要するに彼女の能力はシングル・タスクなのである。同時に二つの力を使い分けて、別々の攻撃や防御を行う事ができない。

　その意味で、彼女が最も苦手なのが、こうした一対多の戦いなのである。

　力の強さはそれこそ戦車軍団とでもタメを張れそうな程なのだが、左右から挟きよう撃げきされるようにして、しかも身軽な相手にちょこまかちょこまかとゲリラ戦を仕掛けられると、とてもではないが対応しきれない。

　全方位に――円陣の形に念動を発動させれば防御位は隙なく可能なのだが、さすがにこのまま攻撃で全方位全てを吹っ飛ばすとなると、消耗が激しすぎる上に、自分自身も破壊に巻き込まれる可能性がある。何より、前回はそのパターンでできた隙をつかれて見事に倒されてしまった。

　故に――

「こっちだ年増ッ！」

『年増！』

「やかましいわッ！」

〈ワルプルギス〉を持った鈴果が攻撃を、〈アイギス〉を持った鈴穂が防御を担う――それはわかっているのだが、元々が同じ顔の少女達な上に、入れ替わり立ち替わり、物陰から現れたり、コースターに乗って突っ込んできたり、ゲリラ戦そのものの戦い方をしてくる少女達を前にしていると、どっちがどっちかわからなくなってくる。

　しかも〈ワルプルギス〉の方は攻撃に完全特化しているようだが、〈アイギス〉は〈アイギス〉で単に防御しかできないというものでもない。

　かつて西洋の騎士達の間には、剣で相手を斬る以外にも、盾で相手を叩き伏せる技があったと言われるが――〈アイギス〉の場合も、その力場壁を展開する際に発生する斥せき力りよくを使って小石を飛ばしてきたり、あるいは展開する力場の動きそのものでマリエラを叩いてきたりする事が可能なのだ。

　つまり鈴穂も鈴果も一撃でマリエラをノック・アウトする術すべがあるのだ。

　まして鈴果と鈴穂はマリエラを倒すつもりは実はない。

　ただ時間稼ぎをしているだけだ。その意味では、彼女はマリエラと真正面からぶつかる必要など欠片かけらもなく、ただただ、攻撃を仕掛けては逃げ、仕掛けては逃げ、というヒット＆アウェイを繰り返しているだけでいい。

　お陰で、マリエラは城の中を転々としながらもこの双子――というか何というか――に延々と翻ほん弄ろうされっぱなしなのである。

　だが……

「まったく、ガントも情けないッ！　こんな小娘共の足止めもできないのかっ!?」

　さすがに理性も限界に来たらしい。

　彼女は片手を右耳に添え、奥に差し込んでいた補聴器型の通信機を操作した。

「ガント！　ガント、生きてるかい？　ミハイル、もう面倒だ、アレやるよアレ！」

『姐あねさん――あ、アレやるんですか？』

「姐さんって言うな！　ああもうこの小生意気な小娘共、まとめてぶっちめてやるよ！」

『……命令のままに』

『――了解……した』

　ミハイルとガントの声が告げてくる。

　マリエラはにんまりと笑うと、懐から小さな人形を取り出した。

　ずんぐりむっくりの、一見すれば縫いぐるみのような形状。

　しかもよく見ればそれはサングラスに禿頭――ガントの姿によく似ていた。

　ミハイルの〈バブルヘッド〉と同じく明人から貸与された魔法具である。

　これらもマリエラ達超能力者の使用を前提として作られている特殊な魔法具だ。

　その効果は――

「見て驚けッ!!　今週のハイライトだよっ！」

　そう叫び――何が『今週』なのかは思いっきり謎だが――マリエラはそのガント人形を高々と空中に放り投げた。
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　……〈ドリーム・ファクトリー〉の片隅を住処にしていた浮浪者の平ひら沢さわ与よ一いちさんは後に警察の事情聴取を受けた際、こう語ったという。

「なんだかばたばたどかんどかん騒がしい音がしてたんですけどね、まあたまに暴走族とかヤンキーとかが来て爆竹とかで騒いだりすることはあったんで、まあとばっちり喰わないように隠れてたんですが、まさかあんなものが出てくるとは」

　――あんなものとは？

「でっかい巨人ですよ巨人。もうビルみたいな。いや、本当です、噓うそなんかついてませんってば！　本当にこう、ぴかーっとなにかがあのお城、ええと〈デビル・キャッスル・コースター〉でしたっけ？　とにかく、それの側で光ったかと思うと、何か二筋の光が飛んできて」

　――光が飛んできた？

「ええ。多分、『ミラージュ・マンション』と、あとは正面ゲート辺りからかな。とにかく、それで一際でっかい爆発があったかと思ったら――そこに……」

　――そこに？

「観覧車ともタメ張れる位のでっかいおっさんが……！」

　――わかりました。御協力、感謝します。

「あ、いや、あんた、お巡りさん、信じてないでしょ？　いやでも本当にね？」

　――いやいや信じてますよ。ところで、平沢さん。貴方、逮捕状が出てるんですが。

「――へ？」

　――貴方の鞄かばんの中から、覚醒剤かくせいざいとか、色々出てきましたので。じゃあ別室でまたじっくりお話お聞きしましょうかね。

「いや、ちょっと待って、いや、だから――」

　そういう訳で。

　平沢与一（36）の証言は、覚醒剤でラリパッパだった人間の幻覚という事で処理され、警察官の意識からも忘れ去られていくのだった。
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　もうちょっとで縄に掛けられた魔法を解除できる処だった。

　彰彦の拘束に使われていたそれは、一見ただの荒縄ながら、防御系――というか現状維持の魔法が掛けられていて、単純に斬ったり解いたりができないようになっていた。拘束を解くにはまずその魔法を解除してしまわなければならないという仕組みである。

　ファルチェの力をも使い、ヘルメットの霊視機能を使って魔法式構造を解析し、それなりの時間を掛けてようやく――といった処まで拓人はその処理を終えていた。

　後は本当に縄を解くなり、切るなりすれば済む。

　そう思って拓人は一旦手を休めて安あん堵どの溜め息をついた。

　だが――

「……え？」

　何処かで轟音が響く。

　同時に……アトラクション用の模造物レプリカとはいえ、鉄筋コンクリート造りのそれなりに堅牢けんろうなはずの城が、轟音と共に細かく震動し始めた。壁のコンクリートに亀き裂れつが走り、ぱらぱらと天井からも細片が剝はがれ落ちてくる。

「なに……なに？」

　慌てて振り返って外を見る拓人。

　その眼前に――

「なああああああああああああああああああっ!?」

　巨大な掌てのひらが広げられたのは次の瞬間だった。

　咄嗟に横に跳んで直撃は避けたものの――親指部分に引っかかった拓人は軽々と吹っ飛ばされて壁に激突する。だが悶絶もんぜつする拓人などまるで気にした様子もなく、巨大な手はそのまま伸ばされて、未だ縛られたままの彰彦をむんずと摑んだ。

「――！」

　痛みを堪こらえて身を起こす拓人。

　だが彼が咄嗟に攻撃魔法を唱えようとしたその時には、既に遅く――手は彰彦を握ったまま後退し、尖塔の外へと出て行く処だった。

「くそっ！」

　下手に撃てば彰彦に当たる。

　掌がぶち抜いて広げた窓の際にまで行って外を見た拓人は――

「…………ッ!!」

　そこで唖あ然ぜんとなった。

「あーっはっはっはっは！」

　其処に居たのは高笑いするマリエラと。

　その隣となりに立ってやはりにやりと笑みを浮かべているミハイルと。

　そして――

「…………なんなんだ、あれ……」

　悠ゆう然ぜんと立ちはだかるガントだった。

　ただし――身長、およそ二十メートル余りの。

「恐れ入ったか！　小娘共！　それから羽瀬川拓人！」

　マリエラが勝ち誇った笑みを浮かべながら言った。

「これぞ我等三人の究極合体奥義ファイナルフュージョン！　勝利の鍵ッ！　ガント・ザ・ジャイアント・ギガンティック――略して〈ＧＧＧ〉だッ！」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとそれを見つめる拓人。

　それはまあ――確かに、ガントでジャイアントでギガンティックだったりした。

　何故わざわざガント？　とか、〈ＧＧＧ〉はさすがにまずいんじゃないかなあ？　正しく英語読みするならギガンティックじゃなくてジャイガンティックじゃないの？　とか、色々ツッコミどころはあるのだが、多すぎて最早何にツッコんで良いのかよくわからない拓人であった。

「拓人……！」

　声に振り返ると、鈴穂と鈴果が慌てて駆け寄ってくる処だった。

「御免、拓人――拓人が伯父さん救出するまであの年増、引き付けておくつもりだったんだけど」

「――年増って言うなッ！」

　地獄耳らしいマリエラが怒鳴って寄よ越こす。

　だが鈴果は無視して言った。

「あの年増が、いきなりキレて……それでなんだかいきなりあんなものを」

「……というか一体、なんなんだ、あれ……巨大ロボ？」

「わからない。年増のやる事だし」

「…………」

「許せん年増。年増の癖くせに」

「……鈴果……わざと言ってるでしょ」

「なにが？　年増を年増って言ってる事？　ははは、拓人、年増を年増って言って何が悪いんだよ、年増年増年増年増年増年増年増」

〈ＧＧＧ〉の肩に乗ったマリエラが喚いた。

「年増トシマ言うなアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

「――あ。年増が怒った。更年期障害かな」

「やかましいッ！　こんの礼儀知らずの小娘共！　怒りの鉄拳受けてみろ!!」

　マリエラが拓人達のいる尖塔を指差して叫んだ。

「必殺！　ガント・スパイラル・ストライクッ!!」

　轟、と夜気を抉えぐり抜いて繰り出される巨大な鉄拳。それっぽい名前が付いている割にはただ力任せに拳でぶん殴るだけだが――まあ一応微妙に拳に回転なぞ入ってはいたが――さすがにその巨拳のもたらす破壊力は絶大だった。

「わああああっ!?」

　咄嗟に逃げようとして――しかし前後左右には逃げ場のない尖塔の上、しかも階段を下りている暇ひまなどさすがにない事に気付く拓人達。

　そういう訳で。

　身も蓋ふたもない攻撃は尖塔ごと悲鳴を上げる拓人達をぶっ飛ばした。
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　轟音と共に〈デビル・キャッスル・コースター〉の城が崩れていく。

　まるで砂の城である。

　元々マリエラの念動攻撃の乱発でネズミに食い荒らされたチーズの如く穴だらけになっていた城が……尖塔を突き抜け、城本体にまで達した〈ＧＧＧ〉の拳の一撃で限界を超えたのである。

　最早、抵抗らしい抵抗もなくコンクリートは粉こな微み塵じんに砕かれ、鉄筋や鉄骨と混じり合ってがらがらと崩れていく。

　巨大化ガント――もとい〈ＧＧＧ〉恐るべし。

　パンチの一撃でこの威力。マリエラが勝ち誇るのも無理はなかった。

〈ＧＧＧ〉。

　これはマリエラ達の為に明人が用意した特製の魔法具の発動形態であった。

　本来、超能力者の力の増幅や変質は、魔法使い達の領分ではないが、中にはそれを専門に研究している変わり者もいる。実を言えば鈴穂のリボンもそうした変わり者と、超能力者の共同研究によって作られたものである。

　で――

　今回明人がマリエラに渡したあの〈ガント〉人形は、彼等三人の超常能力を統合して一つの形にまとめ上げる為のものとして設計されていた。

　身体運用の技術に三人の中で最も優すぐれたガントを核として、彼をミハイルの作り出した『身体』の中に入れて接続、更にはマリエラの力でもってそれを補強して動かすシステム。

　要するに、操縦者の役をガントが担当し、筐体フレーム及び強ア化ー装マ甲ー、そして機体の各種制御をミハイルの能力が担当し、それらを統合して動かす為の発動機エンジンの役をマリエラが担当するのである。

　それぞれが特化した技能を担当する分、発揮できる力は単なる足し算ではなく、掛け算として何倍、あるいは何十倍にも達する。〈ＧＧＧ〉は実質的に、戦車軍団だろうが艦隊だろうが真正面からぶつかってもこれを殲滅可能な攻撃力を持っていた。

　これが今回、マリエラ達の用意していた切り札である。

　だが……

「……どうだ小娘ッ！　年増呼ばわりした事を後悔するがいい！」

「……姐さん、姐さん」

　マリエラの肩をつつきながらミハイルが言った。

「だから姐さんと呼ぶなと言っとろーがッ！」

「すんません。いやしかし――いいんですか？」

「なにがっ？」

「これじゃあの小僧と娘っ子まで瓦が礫れきの下敷きになってませんか？」

「…………」

　勝利に酔っていたマリエラの表情が凍り付く。

「確か、殺しちまったらまずかったんじゃなかったでしたっけ？」

「…………」

　まあそういえばそんな事も言われていたような。

「――ガント」

　マリエラは呻くように言った。

「掘って」

『……わかった』

　巨大ガントの胸の奥の方からガントのくぐもった声が応じる。

　そして――〈ＧＧＧ〉は砂遊びをする幼児のようにその巨体を屈めると、ちまちまと指先を使って城の残骸を掘り始めた。
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　気がつけばそこは――何処かの建物の中だった。

「――みゃ？」

　眼を瞬かせてタナロットは左右を見回す。

　彼女の記憶は二十八部衆にのしかかられた処で途切れていた。さすがのタナロットも仏像二十八体の押しくら饅まん頭じゆうは堪えたのか、気絶していたらしい。

　暗い為によくわからないが、幾つものテーブルや椅子が並んでいる処を見ると遊園地に付属するレストランか何かなのだろう。一度として使われる事のなかったテーブルや椅子の群れが空虚を抱いて佇む様は――何というかそれなりに不気味ではあった。

　そして……

「あ、拓人――もといスワットピンクなのである！」

　と喜びの声を上げて駆け寄るタナロット。

　壁際には拓人とそして鈴穂の姿もあった。鈴果はどうやら鈴穂の中に戻っているらしく姿はなく、ファルチェは杖の状態のまま拓人に握られている。

　どうやら拓人達も一瞬気絶していたようで――タナロットが軽く揺さぶると、短い呻き声を上げながら彼等は眼を開いた。

「あ……あれ？」

「大丈夫であるか？」

「タナロット……あれ？　僕等、なんかでっかいガントに……」

　首を捻ひねる拓人。

　どうやらどうして自分達が此処にいるのか、わからないらしい。

　まあそれはタナロットも同じではあったが。

　しかし――

「――危ない処だったな」

　暗闇の奥からそう声がする。

「――みゃっ!?」

　思わず身構えるタナロット。

　しかし声の主は悠然とその闇の奥から歩み出て、言った。

「俺が助けなければどうなっていた事か」

　闇の奥から出てきたのは二つの人影であった。

　黒い衣装を着た長身の男性と――そしてメイド服を着た上にケモノミミと尻尾を備えたメイドさんと。激しく既視感を刺激しまくる輪郭りんかくなのだが――

「…………」

　眼を瞬かせるタナロット達。

　激しく既視感を刺激して刺激してしょうがない容姿――しかしその二人は顔に舞踏会で付けるかのような、あるいはサドったりマゾったりする時にボンテージコスチュームと一緒に付けるかのような、目元を隠す仮面を付けていた。

「……先輩？」

「違う！」

　拳を握りしめてその仮面の男は言った。

「佐久間榮太郎ではない！　敵か味方か、誰が呼んだか魔法仮面一号！」

「……二号です」

　何故かものすごーく嫌そうにメイド服の仮面が言った。

「……つーか二号っていうと、なんかそこはかとなく退廃的たいはいてきでいいよな」

「…………」

　メイド仮面――もとい自己申告によれば魔法仮面二号さんは、黙って何処からかモップと槍が合わさったような武器を取り出すと、思いっきり一号の後頭部を殴った。

「……えと。先輩……ですよね？」

「違うと言っとろーがッ!!」

　魔法仮面一号はがばりと起きあがって言った。

「〈学園〉の人間は羽瀬川拓人の私闘には手を貸さないのだ！　よって俺は佐久間榮太郎などではないのだッ!!」

「私もエーネウス・ザ・バージェストではありません」

　と片手を挙げて魔法仮面二号さんは言った。

「――とりあえずそういう事にしておいてあげてください」

「違うったらちがうんだもん!!」

　ぶんぶんと駄々っ子のように拳を上下に振って力説しながら榮太郎――ではなくて魔法仮面一号は言った。

「ちなみに技の一号力の二号だ」

「はあ……」

「やっぱこう、悩む少年の前に現れる人生の先輩って意味じゃ、タカセ君にコレクションの中からディスクア●マルとか音角とかグッズ借りて、どっかの鬼になるのもちょっと惹かれたんだが――やっぱ二十九話以降が俺的にはちょっとな」

「……………」

「あるいはそっちに合わせて伝説の宇宙戦士として登場するのもアリなんだが――あの名前とデザインはさすがにちょっとなあ……」

「何の話ですか、何の。っていうかタカセ君って誰!?」

「聞きたいか？」

「いや、色々とまずそうなので聞きたくないです」

　拓人は溜め息混じりに言った。

「それはさておき――あれ、何なんでしょう」

「うん？　あの巨大ロボもどきか？」

　榮太郎――ではなくて魔法仮面は明後日あさつての方角を振り返る。

　恐らくそこに〈ＧＧＧ〉がいるのだろう。

「まあ見ての通りのものだろな。あの三人の超能力者の力を統合してわかり易い感じに制御してるんだろ。なかなか強力だぞ。相乗効果で戦闘力は十倍とか二十倍とかそんな数字になってんじゃないかな」

「……くそ……」

　絶望的とも言うべき数字に拓人が俯く。

「……もうちょっとで……助けられたのに……」

『タクちゃん……』

　気遣わしげな表情で鈴穂がそう指し示すが、拓人はそちらを見る気持ちの余裕さえないようだった。拳で床を叩いて彼は慚ざん愧きの念の色濃く滲む声で言った。

「……やっぱり僕は……さっさと一般社会と縁を切るべき……だったんだ……」

「そうなのか？」

　きょとんとした口調で魔法仮面一号が言った。

「――え？」

「そうなのか？」

　魔法仮面一号は繰り返した。

　よく考えろ――とでも言うように。

「そうなのか……て。でも」

「お前……そんな考えしか、できないのか？　縁を切るとか切らないとか。棄てるとか棄てないとか。二者択一しかないのか？」

　呆れた口調で魔法仮面が尋ねてくる。

　それは特に責めるような口調でもなく、ただ一緒にレストランに入った連れに、注文する料理の品目を確認するかのような――ひどく何気ない口調ではあった。

　しかし。

「…………そうか」

　はっとした様子で拓人は顔を上げた。

「そうですね」

「そうとも」

　腕を組んで魔法仮面一号は言った。

「そんなつまんない考え方をしたくて、お前は魔法使いになったんじゃないだろ？」

「はい……！」

　今度こそ迷いなく拓人は頷いた。

「そうですね。そうでした。一度は自分で言った事です。忘れてました」

『タクちゃん……』

　鈴穂が安堵に潤うるんだ眼で拓人を見つめる。

　何かを得て。代わりに何かを切り捨てて。そんな生き方をしたくなくて魔法使いの道を選んだ拓人の気持ちを一番理解しているのは、彼女であったろう。その懊悩の全てを彼女は間近で見てきたのだから。

「有り難う御座います、先輩」

「そやから先輩ちゃうって」

　何故か大阪弁で否定する魔法仮面はさておき――いちいちツッコんでいたら夜が明ける――拓人は口元に拳を当てて考え込む。

「何にしても、今は父親を助けるのが先です。でも――どうしたらいいのか。時間があまりないのが辛いですよ」

「はっはっは」

　魔法仮面一号は平然と笑って言った。

「スワットピンクよ。お前は、この俺が、単に颯爽と登場し、お前達を都合良く助けちゃったりする為だけに出てきたと思っているのか？」

「え……？」

　眼を瞬かせて声を漏らす拓人。

「……っていうか単にコスプレして乱入したかっただけなんじゃ……？」

「違うわっ!!　こんな事もあろうかとな、常日頃から用意していたものがあるのだ！」

「そ……そうなんですか………………ああ!?」

　そこで拓人も思い出したらしい。

　あの雪原でミハイルの阿修羅と大格闘した巨重を。

「方々の御意見を取り入れてより強力に、より面白く、より萌もえっぽい上に燃えまで付け加えて大改修した我等が切り札！」

　ぐっ――と拳を突き上げて魔法仮面一号は叫んだ。

「今こそ呼べ、声を大にして！」

「カモン――」

　あまり気乗りしない様子で魔法仮面二号さんが言い……

「メガネウースッ!!」

　魔法仮面一号が嬉々として叫んだ。
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　その頃――〈学園〉の片隅。

　佐久間榮太郎の研究室。

　突然びーびーと鳴り響く警報音と共に、ぱたんと壁の一部が回転して黄色い警戒灯が現れる。連日、上司や榮太郎のわがままにこき使われてヘタっていたミヤビとシンクラヴィアは、しかしその音と光にびくりと反応して起きあがった。

「んん～……？」

　眼をこする二人の前で、更にがこんと本棚が回転して何やら操作卓が展開し、ちかちかと作動ランプの光るパネルが出現する。

「あー……なんだッケ、こレ」

「確か……」

　ぶつぶつ言いながらも二柱の神魔は席につくと、教えられた通りの手順で操作卓をいじり始める。

『ほーすげーと、おーぷん、ほーすげーと、おーぷん』

　何処からか響くシステムボイスと同時にミヤビ達の前のディスプレイに光が灯り……何やら工場だか格納庫だかよくわからない場所を、レールに沿って運ばれていく巨大な物体が映った。

　例によって例の如く、ミヤビとシンクラヴィアには、一体何の理由からこんな設備があるのかは、さっぱりわからなかったが――

「最近、あまりもー気にならなくなってきたわね、この手のノリにつきあわされるのに」

「そうネ」
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　時間は少し前後するが――

「――え？　言い訳？　違いますってば！　本当なんですよ！　いやだから寝ぼけてなんかいませんって！　本当！　うちの眼の前にちょっとした山があるのは川崎さんだって知ってるでしょ？　ええ、そうですよ。それが――いきなり、こう、ゴゴゴって！　左右に開いて！　いやだから本当にこう、どっかの特撮戦闘機の発進シーンみたいに！　山が二つに割れて！　そう！　でそっからね、なんか黒と白に塗られた巨大な飛行物体がですね……え？　やってません、クスリなんかやってませんてば！　本当ですって！　マジですってば！　どうやったら信用して…………え？　なに、え？　どういう事ですか、もういいって、もういいって、いや、だから別に原稿遅れた言い訳じゃなくてね？　もしもし？　もしもし？　川崎さん？　もしもし、ちょっと！」

　――とかなんとか。

　担当編集者の権限で、とある作家の小説シリーズの打ち切りが決まったりなんかしていたが、それはまた別の話。

　ついでに言えば、時をほぼ同じくして、『山』を『ビル』とか『市民プール』とかに置き換えた、同様の『寝言』を言って、友人知人に正気を疑われる人々が何人か出ていたが、まあそれも別の話ではあった。

　つるかめつるかめ。
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「――なんだ？」

　轟とどろく爆音に振り返るマリエラ。

　巨大ガントやミハイルも彼女につられてその音の方向を振り返った。

　そこには――

「……な…………」

　呆然と声を漏らすマリエラ。

　彼女等の見つめる空中――そこには何というか、物理法則とか航空力学とか、そういうのを敢然と無視しまくった巨大な鋼鉄の塊が浮かんでいた。

　申し訳程度に各部からジェット噴射らしい炎がちょろちょろと出ていたりはするが、んなもんで空に浮かべるのなら、オットーリリエンタールもライト兄弟もモンゴメリもゴダードも苦労はしなかったはずである。

　しかも……それは三つあった。

　何やらごてごてといびつな形状の三つの物体は、唖然とマリエラ達が見守る中、空中でそれぞれジェット噴ふき噴き定位置を確保。

　次の瞬間、更なる轟音と共に――

「…………」

　衝突した。

　いや――違う、これは。

「合体!?」

　その通り。

　にょいにょいと伸びたアームがそれぞれ握手するかのようにがきんがきんと音を立てて結合、それらのアームの導きに従って本体が更にがっちりと結合し、三つの鋼の塊は瞬く間に一つの鋼の塊となる。

　更にそれらは装甲を開き、あるいは変形させ、内蔵していた部分を展開し、あるいは折りたたみ、次々に形を変えていく――

「…………」

　やがて――最早声もなく見守る三人の超能力者の前で、がっきょんと音を立てて胴体からフリル付きのヘッドドレスを付けた頭が出現。キメ、とばかりにその両目が光る。

　それは――巨大なメイドさんだった。

　超合体魔術ロボ。

　メガネウス。

「……なあ。ミハイル」

　ぽつりとマリエラは言った。

「何でしょう？」

「一体何の理由とか必然性があって、あれはわざわざ三体に分けたものを、また合体させるなんて恥ずかしい真似してんのかね？」

「姉御姉御。私らもあまり他人の事言えませんが」

「……姉御って呼ぶな」

　そんな彼等の台詞が聞こえているのかいないのか、全長二十メートルの巨大メイドは、スカート状装甲の間から何やら取り出して――

『でゅわっ』

　――とか何とか言いながら顔に装着した。

　眼鏡である。

　どうやら重要アイテムらしかった。

「ひょっとしてアレと戦うの？　アタシら」

「……そのようで」

　疲労感漂ただよう口調で言うマリエラに――やっぱり疲労感漂う声でミハイルは応じた。
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　轟音と共に巨大な剣が鞘から滑り出る。

　学校の屋上で、榮太郎が敷いた結界――閉鎖空間を切り裂いたあの巨大剣である。言うまでもなくそれはガントの能力を増幅したもので、空間ごと全てを切り裂くその威力はそのままであった。

　刃渡り十メートルにも達する巨大剣による居合い。

　人間に十倍する巨体にもかかわらず、閃光せんこうの如く逬ほとばしったそれは、軽やかにサイドステップして――まあ実際には足元のメリーゴーランドとかを踏み潰していたりするが――避けたメガネウスの前髪をかすめて虚空に抜ける。

　だが――

『おおおおおおおおおおおッ！』

　翻ひるがえった上に軌道修正、雪な崩だれ落ちるような怒ど濤とうの巨大斬撃ざんげきがメガネウスを追う。

　だがメガネウスはこれもサイドステップでかわす。

　メガネウスの横で、鉄骨を組み合わせて作られたフリーフォールの筐きよう体たいがずるりと斜めにずれて――そして轟音と共に倒れた。

　以前の阿修羅戦の時にも増して――怪獣大決戦の様相を呈している。

「……うわぁ」

　メガネウスの操縦席――何故か拓人、タナロット、鈴穂、鈴果、そしてファルチェと五人分の席がきっちり置かれているそこで、拓人は補助モニターの映像をちらりと見て呻いた。モニターの中にはメガネウスの足元が映っており、そこでは倒壊したフリーフォールの鉄骨が周りの遊具を巻き込んで壮絶な破壊をもたらす光景が克明こくめいに映っていたりする。

「だ、だ、大丈夫なんですか、これ」

『大丈夫だ！』

　別のモニターの中で榮太郎――ではなくて魔法仮面一号が例によって自信満々に言った。

「そ、その根拠は？」

『大丈夫だ！』

「…………いや、あの、根拠」

『大丈夫だ！』

「…………」

『大丈夫だったら大丈夫、百人乗っても大丈夫！』

「どこの物置ですか。そうじゃなくて――」

『元々廃棄された遊園地ですから人はほとんどいませんし、たとえ誰かいたとしても先の騒動で逃げる人は逃げていると思います』

　と――画面の向こうでげしげしデスキンで魔法仮面一号を小突いて黙らせてから、魔法仮面二号さんは言った。

『また――この〈ドリーム・ファクトリー〉は既に解体が決まっていますから、たとえ全壊させてもそう問題にはならないかと』

「……そうですか」

「みゃーっ!!」

　安堵の溜め息をつく拓人のすぐ前で、タナロットが吼ほえる。

　基本的にメガネウスの操縦は、一番反射神経が優れているタナロットの担当になっている。では他の面子が何をしているのかといえば何もしていないのだが。

　魔法仮面一号によると『様式美だ』そうだ。

「みゃっ！　みゃっ！　みゃああああっ！」

　タナロットの操るメガネウスは、手近にあった観覧車をひっ摑むと、めぎめぎと音を立てながらこれを土台から引っぺがす。

「喰らうのであるッ!!」

　タナロットの叫びと共に観覧車をぶん投げるメガネウス。

　直径十メートルを超える巨大円盤がまるでフリスビーのように軽々と〈ＧＧＧ〉を目指して突っ込んでいくが――そんな馬鹿正直な攻撃を真正面から喰らうガントでもない。当然の如くに翻った〈ＧＧＧ〉の剣が撃墜した。〈ＧＧＧ〉は驚くべき事に回転しながら飛来する観覧車を剣の切っ先で引っかけ、自分に当たる前にその軌道を最小限の注力で逸そらしてみせたのだ。

〈ＧＧＧ〉に激突するはずの観覧車は、その傍らの地面に突っ込んで、爆裂を起こしたかの如く、もうもうたる土砂の煙を立ち上げる――

「みゅう。なかなかやるのである」

「タナロット。斬られたら防げない。気を付けて――」

「わかっているのである!!」

　わかっているのかいないのか――メガネウスが真っ直ぐ突進。

　やはり当然の如く〈ＧＧＧ〉はこれを迎え撃たんと剣を――

「みゃあああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　タナロットの雄お叫たけび、もとい雌め叫たけびと共にメガネウスが加速。

　そいでもってスカート状追加装甲の中に組み込まれていたロケットモーターが点火、更にその巨体を加速。加速。加速。加速。加速。

『ぬうっ!?』

　迎撃する居合いの一閃いつせん。

　だが――必殺の斬撃が逬った時、〈ＧＧＧ〉の前に巨大メイドさんの姿はなかった。

『上だ！』

　ミハイルの声と同時に〈ＧＧＧ〉は頭上を振り仰ぐが、それすらも遅い。

　空気をぶち抜きながら空中で巨体が一回転。轟音と共に着地したメガネウスは、その両手を伸ばしてがっきりと〈ＧＧＧ〉の胴体を締め上げていた。

『むうっ!?』

　この体勢では剣は振れない。

　そして――

「みゃああああああああああああああああッ!!」

　そのままバックドロップ。

　仰のけ反ぞる巨大メイドさんに抱えられ、〈ＧＧＧ〉は遊園地全域を揺るがす轟音と共に脳天から地面へと突っ込んでいた。
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「無茶しやがるな……あいつ等は！」

　頭をさすりながらミハイルは言った。

　彼と――ガント、マリエラ、そして彰彦は〈ＧＧＧ〉の内部、胸部に設けられた空洞の中にいた。

　いくらなんでも肩に乗ったままで怪獣じみた巨体同士のガチンコバトルに付き合っていたら、命が幾つあっても足りない。そういう訳で本来はガントを格納する為の空間を少し広げ、その中に退たい避ひしているのであるが――

「……こっちに人質がいるのを忘れてんじゃないのかしらね」

　やっぱり頭部をさすりながら言うマリエラ。

　核として内部で固定されているガントはともかく、他の三人は今のバックドロップを喰らって空洞内を逆さまに落下、天井で脳天を痛撃していた。縛られたままで受け身のとれない彰彦などはとっくの昔に気絶している。

　そんな中――

「――勿論」

　ガントでも、ミハイルでも、マリエラでも、ましてや彰彦でもない声がする。

　それは――

「忘れてないですよ」

「――!!」

　愕然と振り返る三人の超能力者の視線の先。

　そこに空洞の内壁を突き破って薄く光る刃が生えていた。

　それが〈ワルプルギス〉の力場刃だと最も早く気付いたのは、やはりそれを何度か間近で見ているガントであったろう。

　力場刃はごそりと〈ＧＧＧ〉の内壁を切り分け、そこから拓人と鈴穂の姿が現れる。

「貴様等……！」

　そこでようやく三人はメガネウスがバックドロップをかました本当の理由に気付いた。

〈ＧＧＧ〉を固定して動けなくした上で、その巨体の創り出す死角に紛まぎれて拓人達が接近、中の彰彦を救い出す為だ。

　本来ミハイルの〈八部衆〉――否、〈二十八部衆〉は、必要な瞬間だけ物質化する仮想的な存在だ。この場合には剣だろうが銃だろうがレーザーだろうが猫手パンチだろうが、一切の物理攻撃が効かない。

　だがこうやって巨大ガントの為の筐体としてその能力を行使している間は、別だ。当然ながら常に物理的実体を備えるように設定しておいてやらねば、その巨体故の破壊力が全く生かされない事になるし、何より中にいるミハイル達が危ない。

　ならば――当然、〈ＧＧＧ〉の身体は物理的な破壊力が通用するという事にもなる。そしてその場合には〈ワルプルギス〉や〈アイギス〉を使えば掘り進めるのも道理。

　しかも――

「小こ癪しやくな――！」

　念動の力を解き放とうとしたマリエラが愕然と凍り付く。

　そう――彼女の力は現在、〈ＧＧＧ〉の維持に使われている。という事は、下手に念動を使えばその瞬間に〈ＧＧＧ〉が解除されてしまいかねないという事だ。そうなれば巨大メイドさんが黙ってはいまい。

　逡巡は一瞬だった。

　だが――

「〈幻弾〉!!」

　拓人の呪文が炸裂し、狭苦しい空洞の中で跳ね回る。

「どわああああああああああああああああああああっ!?」

　狭苦しい空洞の中で、閃光と衝撃が跳ね回り、マリエラ達を翻弄する。殺傷能力は込められていなかったらしくそれらはマリエラ達に傷を負わせる事もなく、すぐに収まったが――

「…………ぬあっ!?」

　気がつくと、既に彰彦の姿も、拓人や鈴穂の姿も、そこにはなかった。

「お……おのれっ!!　馬鹿にしてっ！」
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　轟音と共にアーチ状態から脱し、〈ＧＧＧ〉から身を離すメガネウス。

「――撤退てつたいするよ！」

　拓人は叫んだ。

　既に彰彦を回収した以上、三超能力者に付き合って戦う必要はない。

　メガネウスは〈ＧＧＧ〉から距離をとり、ごんごんごんとメイドさんにはあまり似合わない音を立てつつ、再び合体を解いて帰き還かんする為のシークエンスに入ろうとしていた。

　だが――

『逃がすかああああああああああああああああああッ!!』

　マリエラの怒号と共に、身を起こしざま、〈ＧＧＧ〉が剣を振る。

「――！」

　地を這うような低空で逬る空間断裂。

　合体を解いて変形しようとする途中だった為に、動きが遅れ、メガネウスはもろにその斬撃を喰らってしまった。

　轟音と共に倒れる巨大メイドさん。

　その脚部――向こうずねの辺りで、メガネウスの両足は綺麗に切断されていた。人間サイズならばさぞかし猟りよう奇き的てきだろうが、まあ巨大ロボなのでそんなに気色悪くはない。

　ただ――

「――みゃっ!?」

　タナロットが咄嗟に次に来る攻撃をかわそうとするものの、やはり、足首を失った機体が満足に立ち上がれるはずもない。

　そこへ――続けざまに逬る〈ＧＧＧ〉の斬撃。しかも二連。

　容赦ないそれらの攻撃は更にメガネウスの両腕を肘から斬り飛ばし、その運動能力を完璧に奪った。轟音と共にメガネウスの腕が転がっていき――近くにあったレストランとお化け屋敷を押し潰す。

『……制圧できる時に制圧しとかなかったあんたらの甘さを悔くやみな』

　マリエラの声が勝ち誇った様子で響き渡る。

〈ＧＧＧ〉は剣を片手に、地面に横たわる巨大メイドの前に立った。

　メガネウスは合体を解いて逃れようとするが、しかしあちこちを破損した状態では上う手まく変形できないのか……結果的にはびくんびくんと痙けい攣れんするようにその巨体を動かしているだけである。

『……よくもここまで手こずらせてくれたもんだよ。全く感心するね』

　鼠を前にした猫が舌なめずりするかのように、嬲なぶるような口調でマリエラが言った。

『だがそれも此処までだ。何処に操縦室があるのか知らないけど、三十センチ刻みに刻んでやるからね！　特に蒼い髪の小娘ッ!!』

『いや、あの、姐さん、落ち着いて、殺したらまずい――』

　どうやら内部の声は全て拾うようになっているのか、少し困惑した口調でマリエラを宥なだめるミハイルの声が混じる。

『姐さんって言うな！　……ってそうだったか。まあいい、とにかく、あんたらにはもう勝ち目はないさ。観念して――』

〈ＧＧＧ〉が悠然と剣を振り上げる。

　だが。マリエラ達は忘れていた。

　剣だのバックドロップだの――肉弾戦ばかりをしていたので、自分達が、何を相手に戦っていたのかという事を。相手はジェット噴き噴き飛んできて、合体とか変形とかしてしまう巨大ロボットだという事を。

　そういう訳で当然――

『――へ？』

　呆然と間の抜けた声を漏らすマリエラ。

〈ＧＧＧ〉の眼の前で――メガネウスのスカートがぶわっと大きく開いたからだ。

　正確には、そのスカート状の追加装甲の下に装備されていた、大型多弾頭メイドさんミサイルランチャーと大口径メイドさんビーム砲の発射口が。

　事程左様に――メイドさんのスカートの中には秘密（兵器）が一杯なのだった。

『…………あ』

　大小五十以上の銃口砲口を前に間の抜けた声を漏らすミハイル。

　そして――

『そんなんありかああああああああああああああああああああああああっ!?』

　マリエラの悲痛な叫びは、爆音と共に夜空に響き渡るのだった。
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『――アテンション・プリーズ』

　お馴な染じみの放送が頭上から降ってくる。

『アトランタ行き十三時三十分発３３６便は現地の天候不順の為、出発が――』

　空港特有の何ど処こか雑然とした――しかし妙に乾いた空気の中、拓たく人と達はアメリカに戻る彰彦あきひこの見送りにやって来ていた。

　面めん子つは拓人、タナロット、鈴すず穂ほ、そしてファルチェである。もっともファルチェは髪を黒く染めた『不ふ破わこづえ』モードであるが。

　また――拓人と彰彦に気を遣ったのか、少女達は数歩、拓人よりも下がった位置にいる。意識して声を上げねば言葉が届かないような、微妙な距離である。

「色々、世話になったな」

　旅行鞄かばんを脇に置き、スーツ姿の彰彦は拓人達を見回して言った。

「何言ってんの」

　拓人は苦笑して応じる。

「世話も何も――親子でしょ」

「……そうか。そうだな」

　彰彦も苦笑をして応じる。

　彼は――改めて拓人にアメリカで再婚する事を告げていた。その上でできれば一緒にアメリカに来てくれないか、と。

　だがこれを拓人は断った。

　自分には自分の日常がある。それを棄すてる気はないのだと。

　そして――彰彦との関係を棄てる気もないのだと。

「欲張りに行く事に決めたんだよ」

　と拓人はその際に言った。

「だから、僕は、僕のこの日本での生活も、父さんとの事も、両方、手に入れる」

　日常を棄てて魔法を取るとか。

　魔法を棄てて日常を取るとか。

　そういう二者択一だけが人生ではない。

　そして第三の選択を無理矢理にでも開拓できるのが、魔法使いなのだから。

『できっこない』――その結論は可能性の死だ。

「父さんに新しい奥さんができても、新しい子供ができても、僕が父さんの子供でなくなる訳じゃないからね」

　当たり前と言えばあまりに当たり前。

　でもそれに人はなかなか気付く事ができない。

　けれど――

『アテンション・プリーズ』

　放送が告げる。

『デトロイト行き十三時二十分発２０９便の搭乗手続は間もなく終了します――』

「そろそろか」

　彰彦は言って、鞄を持ち上げる。

「まあ――たまにはこっちにも遊びに来い」

「いくらなんでもそんなお金ないよ」

　苦笑する拓人。

　無論、シフト・ポータル辺りを使えばいくらでもアメリカには行けるが、そうなると『どうやって渡航費用を捻ねん出しゆつしたのか』という当然出てくる疑問に、適当な言い訳を考えねばならない。

「そのくらいエグゼクティブのお父さんが出してやるさ」

　にやりと笑って彰彦は言った。

「お前の彼女『達』の分も一緒にな」

「…………」

　拓人の笑顔が引きつる。

「ま――進路にしろ彼女にしろ、後悔こうかいしないようにしっかり選べよ？」

「それは、親からの忠告？」

「違うよ」

　彰彦は言って笑みを深めた。

「一度は色々失敗した、同じ男としての、先輩からの、忠告」

「……なるほど」

　拓人は肩を竦すくめる。

　そうして、彰彦は軽く手を振ると、鞄を片手に去っていった。

　親子の別れというには、それはひどくあっけないもので。

　しかし――

『タクちゃん』

　ふと鈴穂が近付いてきてノートを差し出してくる。

『良かったの？』

「なにが？」

『母さんに聞いたけど、伯父さん、アメリカで再婚するんでしょ？　一緒に来てくれとかも、言われたんでしょう？』

「うん。でも大丈夫」

　拓人は何か、長い眠りから起きたかのように、大きく体を伸ばしながら言った。

「父さんには父さんの日常があるし。僕には僕の日常があるし。それをどっちかの為にどっちかを潰つぶすなんてのは、やっぱ良くないよ。それに、僕等はまあ――それでもなお」

　拓人は鈴穂を振り返って微笑する。

「やっぱり親子だから。それがようやくわかったから。だから大丈夫」

「…………」

　鈴穂はしばらく驚いたように眼を瞬まばたかせて従い姉と弟こを眺ながめていたが――

『そう。良かった』

　そう書いて微笑を返す。

「そういえばお腹すいたな。お昼御飯、何処かで食べて帰ろうか」

　時刻が微妙なので、未いまだ誰も昼食を摂っていなかったのを思い出す。その言葉を待っていたかのようにぴょんぴょんと飛びながら片手を挙げてタナロットが主張した。

「みゃ！　食い放題がいいのである！」

「タナロット先輩は本当に食い放題が好きですねえ～」

　相変わらずおっとりのんびりファルチェが言う。

『私の家であれだけ食べて、まだ食べるの？』

「あれは一昨日の話である！　昨日は昨日、今日は今日である！」

『どう考えても一ヵ月分くらい食べてたでしょうが』

　呆あきれた表情でそう書く鈴穂。

　拓人は彼女等を眺めて笑みを深め――

「じゃあ、行こうか」

　行って空港のロビーを歩き出した。





まじしゃんず・あかでみいⅦ　父親奪還!?　完










　あとがき




　どうも――軽小説屋の[image: ]さかきです。




　締め切り前、ひいひい言いながら夜中に仕事をしていたはずなのですが、何な故ぜか窓の外が明るかったりします。小学生がランドセル背負って歩いています。小学生がこんな真夜中に出歩くなんてけしからん！　廃品回収の車もぴんぽろぱんぽろ音楽流しながらやってきます。夜中なのにけしからん！　しかも何故か電波時計の日付が私に断りもなく変わっていたりします。けしからん！　世の中は一体どうなっているのだ！　〈どうかなってるのは貴様の脳だと、読者の皆様から突っ込まれる前にセルフツッコミ。




　という訳で『まじしゃんず・あかでみい』最新刊、『父親奪還!?』をお届け致します。お届け出来ているはずです――多分。

　何分、左手をちと壊こわした関係でスケジュールがおかしくなり（おかしいのはいつもの事だというツッコミは却きやつ下か）、担当の編集さんと『どっちが先に諦あきらめるか』と物書き生活始まって以来の最悪なチキンレースをしていた私なので、イマイチ予断を許しませんが。

　すいません、徹てつ夜や明けなんで文章がへにょへにょです。せめてあと半日、あと半日ください……ッ〈一体誰に言っているのか。




　それはさておき。

　そろそろ拓たく人と達のお話は佳境でする。

　明あき人との正体とは。〈連盟〉はどうなるのか。そして拓人は誰と結ばれるのか。そして何よりも『猫姫』は本当に完成するのか!?

　佳境と言いつつ、あと何巻で終了するのか未いまだイマイチわかりませんが（いいのか、そんなんで）、読者の皆様には最後までおつき合い頂ければ幸さいわい。

　何かあちこちで新シリーズ始めるたびに毎度毎度言ってるよーな気がしますが、『まじしゃんず・あかでみい』もこんな続くシリーズになるとは思ってなかったので（初期プロットでは全三巻だった）、微妙に作中の時間の流れが１～４巻辺りとそれ以降では違ってきたりしていますが、気にしない方向で。御願い。




　さて今回も諸々の方々――特に担当のＫ氏を代表として編集部の皆様方に御迷惑をかけまくって（ほん…………とうに今回はかけまくって）しまいました。

　またＢＬＡＤＥ師にも一部、無茶なスケジュールを強要してしまう結果に。

　ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい。

　ああ、いくら謝ってもコピペの連打じゃ誠意が感じられません。〈おい……。

　でも一生懸命頑張ったんだよぅ。さすがに一日で百四枚とか書いたの初めてだよぅ。自分で自分を褒ほめてあげたいくらいだよぅ。だからそんな眼で見るなよぅ。二度としたくないよぅ。でも今回のペース恒常的に維持出来たら月に最大六冊本出せるかなあとか思ってしまったよぅ。〈馬鹿。




　……いや、しませんからね？　マジで。速攻で死ねますから〉担当さんへ。念のため。




　また、小説家の葛か西さい伸しん哉や師、神かみ野のオキナ師、高たか瀬せ彼方かなた師、成なり田た良りよう悟ご師、毎度の如ごとくネタやらキャラやらお借りしております。どうもすいません。




　それはともかく。

　この『まかでみ』――ちょこちょこと水面下で周辺企画が一つ二つ動いていたりしますが、さーて。何処まで行けるやら。担当編集のＫ氏は『やっぱネトゲですよネトゲ！』とか真っ昼間からドリーム満載の寝ぼけた事をほざいたりしてくれてますが、それはそれで実現したら見てみたい気はしまする。

　おお、そういえば！　周辺企画と言えば！

　今回は本巻とほぼ同時期にＢＬＡＤＥ師直筆じきひつの漫画版も出ます！

　お勧めです！　あまりにも素晴らしい出来なので漫画版読みながら小説用のネタ拾うワタシが此処に居たりします。どっちが原作者なんだ、一体（今回も〈ＧＧＧ〉のネーミングとか幾つかアイデア貰もらってたりします）。




　まあそんなこんなで[image: ]は今日も小説書いてます。

　とりあえず来月もなんかの本でお会い出来る――かも。多分。でもね。きっと。

　ではでは！




　２００６／３／２

　ＢＧＭ：Shangri-La（by　angela）

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ＣＰＵ：ペンティアム４　２・４ＧHz　ＲＡＭ：１GB）
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一九九八年『ドラゴンズ・ウィル』でデビュー以来いくつものヒットシリーズを生み出している人気作家。代表作に『スクラップド・プリンセス』『棺姫のチャイカ』（富士見ファンタジア文庫）、『ストラグルフィールド』（ファミ通文庫）『神曲奏界ポリフォニカ』（ＧＡ文庫）などがある。
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東京のはずれに生息するマンガ家兼イラストレーター。永遠の夢狩人兼チャムラヴューンを自称する、自他ともに認める「チャム」好き。今作も、[image: ]先生と趣味全開？　がっぷり四つで強力タッグ結成＆大爆走は継続中。そして、そんなケモ耳スキーなＢＬＡＤＥ先生ですが電撃ホビーマガジン誌上『武装神姫２０３６』も好評連載中ですよ。
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